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すべての活動を支える床は絶えず‘過酷な使われ方をされ、メンテナンスの難しい場所

です二床の傷み方も千差万別であり、その対策も一様て冶ありません。

(械エービーシー商会てやは永年にわたる豊富な施工経験に裏づけられた信頼でき る

塗床改装ノ ウハウを用意 し、あ らゆる床改装ニーズにお応えしています二

- ほこりっぽL 、床 - デコ ポコな床 - 薬品で; 憂されている床 - 滑りやすい床 - 古くな って汚れ 、傷 ん だ 床

| 商会の塗床材ケミクリートをご使用いただくと、すばらしい効果が得られます。l
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両手鉱 区長1

床、壁、天井材力、ら、照明、厨房

浴 槽 製品 ま で お 求 め や す く 豊
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- その他床材についてお困りのことは何でもご相談ください 。
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- カタログをご繍求ください・
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日 本 建 築 協 会 会 告一 一 一

4 各支部選出評議員の当選‘ 監事並びに本部所属評議員の当選

各 支 部 よ り 下 記 の と お り 評 議 貝 の 決 定 通 知 が あ り ま し た。
昭 和59年 2 月 22 日 開 催 の 通 常 総 会 に お き ま し て 、 監 事 並 び に 本 部

所 属 評 議 良 の 選 挙 を 執 行 い た し ま し た 結 果 、 下 記 の と お り 当 選 者 が

決 定 い た し ま し た 。

夫 l t (銭 高 級)

目IJ _君(新 工 務 所)

男君(奥 村 組)

雄君(I UI 総)

博- R(轟 木 工 務 病)

三 郎 君( - J - 門 主t 8 )  

朝 男 君(中 道 組 )

( 電気部門)

勝 者(中 央 電 気 工 業)

信 茶 話(;栗 原 工 業)

( 管工部門)

主 f右右(加 賀

光 次 お(山 悶

( 建材部門)

年 光 - R(国 島 応 用 化 工)

孝太郎君 (原因セメ ン ト化工)

( 愛知工業大学)

Ｈ 宮崎辰五郎建築 Ｇｊｾ 務所 Ｉ

u貨回総築設計事務所)

( 街路 スレート )

( 京都市住宅局)

( 大悌)

( 背盛雄材)

(制永建設)

海 ) 大 橋 大 普 君

宮 崎 辰 敬 君

( 和歌山 ) 廃 田 雅 男 芯

字剤l木 勤 君

都 ) 卯 田 隆 一 君

佐 藤 四 郎 君

国 ) 宵森 巌君

福 永 敏 男 君
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4 新事務所サロン・会議室ご利用案内

次 頁 参 照 下 さ い。
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回
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今

莱

松

山

原

本 部 所 属 評 機 員

( 技術部門)

兵一 郎君(関 西 大 学 工 学 部)

秋 実 君(織 建 築 企 画 設 計)

久 雄 君(近 織 地 強 営 繕 郎)

良 平 君(阪 急 電 鉄 企 画 室)

稔 恭 君(泌 尿 工 務 腐)

{二君(大阪市建築技術協会)

( 総合部門)

一 郎君{漫

繁 雄 君(戸

組)
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「建築と社会」誌パックナンバーのおしらせ 川}川

パ ッ ク ナ ン バ ー が そ ろ っ て お り ま す 。 購 入 ご 希 望 の 方 は 日 本 建 築 協 会 ま で ( 電 話06- 348- 0635)お 申 し 込 み 下 さ い 。 パ ッ ク ナ ン バ ー は 待 価 以 外

￥ 750( 58年 4 月 号 以 降 は ￥ 950) で す。 郵 送 料 は 笑 資 い た だ き ま す 。 さ ら に 欠 号 が 出 て き て お り ま す の で 、 購 入 時 に お 確 か め 下 さ い 。

- 印は欠号
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建築とプレ 生 活 排 水

.  .  .  
昭和50年 東 海 の 社 会 都 市 の 景 観

人 間l 環 境
騒音対策と 第 22 回

( 56集)

図 司F 館

新 建 築

インテリア 使 用 し た

建 築 ・ 法 と 施 訟

ストレスト 処 理 施 設

と し て の
防 音 材 料 青 年 技 術 者

集合住宅の

工 業 化 住 宅 コンクリート の あ り 方
ターミナル

設 備

証 言 '76 一

.  .  .  
‘・ Ｎｾ＠ 1 . 王体の 結 露 防 止

.  
昭和51年

建築デザイ

建築基礎布陣

医 療 施 設

床 工 法 建築防災と

市 街 地 笠 備

工場建築と 鉄骨情造の

ハ ー ド と 対 策 と

第 23 回
設f雇iか ら み

( 57集) 造 の 問 題 点 と 材 料 法 設 備 ジョイント 青 年 技 術 者 問た 建 築 の

ン の 動 向 ソ フ ト 断 熱 材 料
燭 点

.  
兵 庫 県 ー そ

- 日本建築協 コンクリー 埋立地におけ
日 本 住 宅 ミニ乱開発 建 築 に お け

昭和52年
デザインの

の 風 土 と 建

金 ＶＰ 周年記ｾ号 トの品質管
日影規制と

身 障 者 施 設 照 明 設 備

る精造問題一

公 団 と から計画的 る省エネ J レ

第 24 回

( 58集)
動 向 一 部 分 - ニュ ータ 還 と 行 政 指

法
大阪南港と芦

青 年 技 術 者

と 全 体
築 ・ 建 築 界 ウンの管理 導 の 方 向 屋浜を例として

建 築 作 品 ミニ開発へ ギ - i じ

デ ザ イ ン
医療院施建設一

組合方式に C  A  D ー
.  

昭和53年
の 動 向 一

水

病 築
外 壁 電波障害と

よ る 集 合 住 宅 設 備

新 し い

設 計 と コ 一 般 号

第 25 回

ビ ル 環 境

( 59集)
新 旧 の コ と 情 報

塗 装 材 料 建 築 耐 震 設 計 青 年 技 術 者

ントラスト シ ス テ ム
住 宅 計 画 ンビュータ

.  ホテル建築

昭和54年

転 換 期 の

大 阪 南 港 ポ

商 業 空 間

コンクリート

日 影 規 制 と 情 報

農 村 施 設 の 建物の終局 庄 内 の 80 年 代 の 第 26 回 建 設 業 の

( 60集)

再 開 発

ー ト タ ウ ン の ひ び わ れ

シ ス テ ム

変 貌 強度の検討 まちづくり インテリア 青 年 技 術 者 労 務 事 情

80年 代 の 都
.  . ' 27回青年後術

設 計 の た め

昭和55年
市と建築ー - 今後の省エ -最近の量行撞聾

住 宅 の 建築行政と 最 近 の 都市景観と 屋 内 体 育 水 ぎ わ の 今 後 の 外 装 者

の 新 耐 重 量

(61集)
歴まち史づとく展り望の

ネルギーの組勢 - 安井建築段計
耐 久 性 法 規 防 水 工 法 アメニティ 施 設 の 殻 備 まちづくり 吹 付 仕 上 材

. " 憾にたつ7 ン

- 建築金物 事務所作品集 y ョン . 合住宅 設 計 法

台戸斤まわり 災害と法一 都市住宅一 - 建聾物と昆- 1'
住宅・都市聾傭企

障 害 者 の 募

昭和56年

職 能 論

中 国 の 論 文
ポートピア

の 計 画

シーリング

安 全 な 環 境 住 ま い 手 ザイナーのために

団ー関西における
間仕切壁の 第 28 回

らしやすい

( 62集)
一 北 京 の '81 材 の 知 識

都市聾備を中心 t
性 能 評 価 青 年 技 術 者

都 市 計 画
と 設 備 をめざして からの発想、 - 日撞E針作品畢

した新公団の役割
環 境 と 設 備

医療施設ー 都市景観ー
- 絵本にみるすま - 第29回青

昭和57年 新 た な 商 業 省 エ ネ ル ギ

地域医療と

近 畿 の

まちなみ美

大 阪 市 庁 舎 音 と ホ ー ル 大 ス パ ン 昭 和 設 計 いt まちづ〈り 年 技 術 者 風 土 ・ 空 気

( 63集) 空間の展開 ー と 関 口 部 地 盤 と 地 質 ( 第 1 期) 建 築 布陣 造 作 品 集
-オ一回エム・ホ - 地方の庁

と 人 間

設 備 計 画 観への誘い テル日 i杭ビル 舎 建 築

昭和58年

関 西 の マ イ コ ン の

多機化する 建 築 と

計画に H ける
大 阪 駅 と

維持管理と

東海の将来 オフィス・ プレストレスト -事訓E膏年t主再I

集 合 住 宅

建 築 へ の

コミュニケー

インテリア

者

( 64集)

建 築 文 化

運 動 施 設 品 質 管 理

y ョンとプレ
ターミナル

設 備 更 新

と 文 化 を - 鉄筋・コノ7リ

- 大阪城層際文化
と 音

を 考 え る 利 用
ゼンテー ンョン

ピ JL- 考 え る の 変 革 ー ト 栂 造 A ，f . ーツホール

21世 紀 へ の ビ) l 4) IJ 7 レッ
建設産業と 都市( まち)の

昭和59年
関西一魅力

関 西 の 超 シュー内外装

ロポ ッ ト開

住 環 境 と

活 性 化 と 消 防 火 設 備

(65集)
あるまちづくり

高 層 ビ ル
補 修 技 術 の

法 制 度

を問う 現状と発展ー 発 商 業 空 間
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日本建築協会サロン使用規程および会議室使用ご案内

大 阪 中 之 jみの 川沿 い 、 大 正戸建 築 の 近 畿 建 築 会 館 か ら 丙 円 本一 向

い大阪駅前第 3 ピルの211l 管へ、昨年 12月末に引 っ越 し ま し た 。

窓 に 拡 が る 景 色 も 、 中 之 島 中 央 公 会 堂 か ら 生 駒 ・北 恨 の 山 並 み

に一 変しました 。

この事務所移転をき っか け に 、 日 本 総 築 協 会 で は サ ロ ン と会議

室 を 広 く と り 、 会 只 の み な さ ま の 交 流 と 親 践 に ご 利 用 い た だ き

た い と 々 え て お り ま す。

この 4 月 か ら 、 使 用 規 程 ( 下 記 参 照 ) も 杉 い 、 ま た 碁 盤 や 将 棋

盤 も 備 え ま し た 。 会 議室 は 25人 - 35人ぐらいの大会議室と 10人

- 16人 ぐ ら い の 小 会 議室 とがあります。 大 会 議室 の十')L、 持 fーは、

移 動 し て 、 数 人 ず つ の 小 グル ー プ ご と に 組 み 令 わ せ が 容 易 に で

きます 。

本 会 の 会 議 の な い 折 は 、 会 議 宅 と し て 借 り き る ( 有 料) こ と も で

き ま す し 、 ま た 、 サ ロ ン と し て 、 気 軽 に 使 用 で き ま す 。 会議に、

打 ち 合 わ せ に 、 歓 談 に 、 ご 利 用 下 さ い 。

詳 細 は 事 務 局 ま で お 問 い 合 わ せ 下 さ い CilL J舌06 348 0635)  

、
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社団法人日本建築協会サロン使用規程

1  . 本会のロビー並びに大会議室は、サロンとして会員の

親睦、交歓のために使用することができる 。

但し、大会議室については別に定める規程により、会

議に使用される場合を除〈。

2. サ ロンの使用時間は、 9 : 30- 20: 00までとする 。

但 し 、 土 、 日 、 祝 日 を 除 〈 。

3. サロンの使用者は、本会会貝、並びに会員同伴者とす

る。

4. サロンの使用者は、備付の帳簿に記名するものとする 。

5 . 湯茶等の利用 は、原目 IJ として使用者のセルフサービス

によるものとする 。

大阪市北区梅田 1丁目 1番 3-2100 

大阪駅前第 3 ビル21階 1 - 2 - 2

社団法人 日本建築協会会議室使用ご案 内

大会議室並ひ酬に小会議室は、本会の諸会合に使用いたしま

すが、未使用時には、会員及び関係者の利便に供するため、

下記によりご使用願えることになりました 。是非ご利用下

さるようお願い致します。

*  

1  . 会議室使用ご希望の万は、ご使用 1 か月前より [IJ し込

みを受付けますので、本会所定の 申 込用紙に必要 Ｇ ｊ ｾ 項

ご記入のうえ、お申し込み下さい

2  使用時聞の延長は、原則! として認めておりません。

3  会議室の使用権の転貸は、固くお断りいたします。

4 . ご使用の中止の場合は 1 週間前までにご述絡下さい。

5. お茶等については、申込時にご相談下さい。

6 . 会議室の使用料令は、当分の間下記のとおりです。

e

E

 

長

、

JJ;'j FaHi 

大 会 議室60m' 小 会 議 室30m'

(30名) ( 16名)

会 員 そ の 他 会 員 その 他

同 円 Pl 円

9  : 30- 12: 00 6，000 8，000 3，000 4，000 

13: 00- 17:  00 8，000 10，000 4，000 

17: 15- 20:00 10，000 12，000 6，000 8，000 I  

9  :30- 17:00 12，000 14，000 6，000 

13: 00- 20: 00 15，000 17，000 9，000 

2  



日本建築協会サロン・会機室

J  

大阪駅前第 3 ビル 2 H宮北東角が本会事務所 プロムナードを見下ろす

椅子を置きかえ、サロンとして利用

大会織室 会機中

雪の日に見下ろす 事Eと将棋盤

小会議室 事務室 ロビー

3  
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建 築 と 工 芸 家 と の 出 会 い

長 苔 川 工 務 庖 + 月 岡 岩 男

/、，
1  

A アー争 ，i と

zt 術 家 が 「 作II111 をとうして、ひとびとにぷしかける

人」 で あ る と す れ ば 、行11 r! ifよ宅という uミイト f-io宅 の 1[ 1

で 、コ ミュニティー芯泌を月ーばえさせる 1'. で 、 ぷ 術

家のプJ は 俳 人ーな日月半を持つはずである 。 ひとびとに

とって美しいという感動は J I<.iJJ) の も の で あ る か ら 。

当作品集は、工ぷ家、 }JI 崎清男氏のHi i J i午による J I;: Jll

日11分 の オ ア ン ス と も 弓 う べ き 作 品 WIJ である 。

( 九i山fi 苧之/ 長谷川工Jれ1;)

月 間 岩 男 略歴

・1927
i
l'  Ｏ， Ｚ［Ｎ［山 ＯＮｈｉｾ にＧ主 まれる

・1944
i
f- / ) I! .LO 円・校-'f

同3イP 家、 ))1判秋太郎氏にslli 'F 

・1960- 1978年大阪て"1，形金鍛金 イ附 Ｇ￞ｊ ｩｉｬ￬ ｦ 事 Ｚｉｾｉ fi ' 大|以

大ＩｌＨ ｬ ￯Ｇｗｩ で Ｇｉ［ ［ｾＧ .tltl良子J; 8  )j - I則ilGテレビ ri - : kと銅の

ぷj で工房が政 l映される Ｑ Ｐ Ｉｪ Ｍ Ｑｉｾ円 二ぷＧネ ｊ ｊ ｾＺ ｉＺ 品

( 鍛金銀花瓶)

・1979年/ 大阪 7 ルビル 「欽と剣士! の1間以」

・1980年/ 阪急、「 ill J ?のIIITJ  ｉｬｬｩｪｊｾｪ［＠ rリーチ」にて例以

|百j年1! 日 1¥､￯ 文化ホ ールにレリーフ「 似 ｾＧｬｩ ＳＰ IJ' J を納入

・1982年/ 大| 仮茶民間H I' iJ，ll; にて例以

Ｏ篠 弘 争 ｌＮｾｴＮちし ，ＭＮ ＮｩＱ Ｎ • パ イ ，

I  q  日比 R久芳ゐ
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3  
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マ ン ハ イ ム グ ラ ン 石 切

l モニュメント 「恕いJ エントランスアプロ一千

2 イラスト

大 阪 城 公 園 ス カ イ ハ イ ツ

3 レリーフ . エレベーター ホール

4 イラスト

ネ オ コ ー ポ 大 阪 城 公 園

5 モニ ュメント「いたずら太陽J :  2号棟エノトラノ λ アブローチ

6  11 r宇宙への旅J : 1号煉エン トランスアプローチ



.--

フ ロ ー ラ ハ イ ツ 太秦

l アーチ

令

h 凶脚・・・

建 築 と

工 芸 家 と の

出 会 い

長 谷川 工 務 底

+  

月 間 科 YJ

パ レロワイヤル聖護院

住 所 京 都 市 左 ぷ 区 岡 崎

P且焔ノ )11町I

竣 工 58年

大阪城公園 スカイハイツ

住 所 大 阪 市 城 京 区 的 野

P可2 T 長l

竣 工 59年

マ ンハイムグラン石切

住民Ij . Jl ! 大阪市 11 下回T4

T 白

1  Jtll 竣 工 58年

2  JUI 1/ 59-"1三

ネ オ コ ー ポ 大 阪城 公 園

住 所 大阪1 ' 11ｾ成点区的野

西 2 丁 目

峻 工 58年

甲陽園グ リーンマ ンション

{王F斤 iJ G'i;{ 司I 'T' Ii 品1，;i li l J 1ミ旧]

竣 工 57年

パルクメゾン千舟公園

住 所 大 阪市 西淀川区下) i J -

2 丁 目

竣 工 58年

フローラハイツ太秦

住 所 五"Cr.I¥d1イマ京区太袋

本ヶ jl ljJIJ T

竣 工 58年

〉し

ij; jfz 立主j

甲 陽 園 グ リ ー ン マ ン シ ョ ン

2 アーチ

バ ル ク メ ゾ ン 千 舟 公園

3 アーチ

4 バ レ ロ ワ イ ヤ J レ昭" 並院全 jil

5 大阪城公 l事l スカイハイ Y 令 jit

6 ネオコーポk 阪峻公間金1;( 1  号館 2号館



郵政互助会心斎橋ビル

設計監理 丸ノ内建築事務所・小西設計

施 工 互 興 建 設 ・ 鴻 池 組

外 観 西 函



t. I  

美しい銀杏並木の御堂筋に面して建っていた交通

局心斎僑変屯所が、経年のために改築される ZJ'，.に

なり、場所柄から敷地の有効利用を考えて( 財)

大阪市交通事業振興公社と o材) 郵政互助会とが

企聞に当たった 。

先ず敷地奥の ｾｊ 也の地下に新変屯所を新設した後

に| 日変屯所を解体し、その上に 11階建のオフィス

ビルを計画し、その地下ピ ッ トと地下鉄管路との

IHI をシールド工事で通総するというこ段| 培工 ιfi-だ

った。

没年に当た って留x ! . した点は

① ｊ ｊ［ｾ制皆南北の両端にコアを設け、その ＱＱＱ ｝Ｑ Ｓ mの

長スパンを広い必 ＩＭｾｉＺ ｜ｉとし、空洞ゾーニングは

各1: 符4 区画し得るようにした 。

②立蘭 lまサ ッシュ組み込みの P C版で彫りの深い

椛成を意図した 。

③街区の調和を巧えて l次付タイルの色を両隣りの

ビルに合わせて lifl るくした 。

等であ った。

何しろ大阪市の幹線御堂筋線に給泣する地設を内

臓し、休止 ｗ ｉ ｉ Ｚｮ無しの切符作業を伴う工 Ｇ ｊ ｾ であり、

且つ繁華てオ央ぃ敷地の作業のために施工に当た っ

た )J 々の苦心は大変なものだ ったが、没年諸手か

ら4 年間1に豆る長期間i を、無事故で完成させた施

工者の皆機の努力に、心から感謝します。

Ｈ 中皐西村 Ｏ ［ｊ ｌ ノ内建築 Ｇ ｊ ｾ 務所 Ｉ

• 圃 圃

貸

• • • 
室

• • • 

ディテール東函

ディテール西函

所 在 地 大 阪 市 南 区 南 船 場 3 丁 目 11 ー18

敷地面積 1  ，357 .  67 m'  

建築面積 l ，164. 96m'  

延床面積 ＱＳ ， ＴＸＳｾＶＹ＠ m'  

構 造 規 模 S R C、 B 2_ 1 1 F 、 P 2

工 期 昭 和 54年 10 月~ 昭 和 58年 11 月

最 寄 駅 地 下 鉄 心 斎 橋 駅



- 写真と概要をどしどしお送り 下 さい。

凡例 . a  所在地 b  敷地関税 c  建築面積 d.  M; 床面積 e  構造規 桜 f  工 ｊｾ ｊ g  最寄駅

1739 河 田 大 阪 支 庖

設 計 安 井 建 築 設 計 事 務 所

施 工 ・ 三 井 建 設

a  大阪市淀川区西宮原2丁目 7 - 4 9

b .  1，482 .64 m'  

c  452 .94m'  

d .  2，196 .97m'  

e  S R C 、 5 F  

f . 1昭和58年 4 月一昭和58年 11 月

g  国鉄新大阪駅

1742 日本勤労者住宅協会南 港 コ ー プ う し お 23号 樺

設 計 : 東 畑 建 築事 務 所

施 工: 大林組・ 清 水 建 設 ・ 東 急 建 設 J V

a  大阪r I i 住之江区南治中3- 2- 1

b.  30，057 .42m'  

C  1，874 .39m'  

d.  17，979 .67111'  

e  S R C 、 B l 、15 F

f . 1I併日57年 2 )-1 - 1昭和58年 7 月

g  ニュートラムポートタウン凶駅

1745 寄 神 興 産 ビ ル

設 計 安 井 建築 設計 事 務 所

施 工 ・寄 神 建 設

a  神戸市兵J'II 区七日 IIIT2丁目 ] ー]

b  .  776. 89m'  

C .  554. 78111'  

d  .  3，053 .51111'  

S 、 6 F  

IItl f[ 157年 7 JJ -1I {{f 日58年 3 Jl

g  .  IJ il鉄神戸駅

12 ぜ 築 と 社 会 ハ984年 3 JI ，; 

1740 兵 庫 県 播 磨 中 央 公 園 サ イ クルランド

設 計 : 安 井 建 築 設 計 事 務 所

施 工 : 中 村 建 設

a . 兵庫県加I東部滝野町下滝野 1275ー7

b.  66，518. 90m'  

c  1，053. 54m'  

d  1，182. 71m'  

e  R C 、一苦IIS 、 2 F  

[  昭和57年 10月~昭和58年 4 月

g  国鉄加古川線滝野駅

1743 豊 中 市 立 青 年 の 家 「 い ぶ き 」

設 計 日建 設 計

施 工 奥 村 組

a .  !.在 中，1，JJ 間 11西l町4丁目 44 ー]

b.  7，846 .48m'  

c . I ，281. 87m'  

d.  3，847 .53m'  

e  R C 、 B 1 、 4 F  

f . 1白布156年 9 月~昭和58年 3 月

g .  Ｑ 坂急宝塚線 ｊｊｾ 部駅

1746 阪 神 相 互 銀 行 東 加 古 川 支 庖

設 計 : 安 井 建 築 設 計事務 所

施 工 : 明 石 土 建 工業

a  .  JJII ，I，川市平岡 II l"f新 . {C永'1': /J、路

b.  388. 34m'  

c .  242. 74m'  

d.  473. 26m・

e  R C 、 2 F  

f  昭和58年 5 J-I -II{{ 利58年 10月

g .  I五1i J <山|湯本料UlUJl1竹川島li

1741 上 野 製 薬 本 社 ビ ル

設 計 東 畑 建 築 事 務 所

施 工 . 大林組

a  大阪市東区日開橋2 - 31

b.  364.  17m'  

C  282 .26m'  

d . l ，999 .10m'  

e  S R C 、 B 1 、 8 F 、 P 1  

f  昭和57年 8 月~昭和58年 9 月

g  地下鉄御主筋線淀屋橋駅

1744 住 友 商 事 ・ 新 住 友 ビ ル 4 号 館

設 計 : 日 建 設 計

施 工 : 住 友 建 設 大 阪 支 庖

a  大阪市東区術品;' 1丁目 30外

b  560. 00m'  

c .  5  500. 29m'  

d  .  3 ，319. 83m'  

e.  S  R  C 、 B 1 、 6 F  

f  昭和57年 1 J J - 昭和58年 5 JJ 

g  地下鉄Pl] ""/ 紙線 l肥後僑駅

1747 大阪府中小企業信用保証協会東大阪支所

設 計 ・ 東 畑 建築 事務 所

施 工 大 橋 事 且

a  束大阪市御厄f
l
l"2 - 519- 4

b.  I ，073. 28m'  

c  412. 47m'  

d  776. 09m'  

e  R C 、 2 F 、 P 1  

r. 1I白羽157!'p 7  J J - I I白羽] 58年 2 J1

g  近鉄奈良線八戸/ 坐!IJi



日 本 建 築 協 会 法 規 委 員 会

1 9 2  

3 階建木造住宅簡易構 造設 計 基 準の 解 説 (その 1 )  

建設省住指発第 299号( 昭和58年 9 月28 日) で H 智雄木造住宅簡易椛造設計法準に関する通知がなされ

た。この基準に基づき設計された 31Wi 往木造住宅については、建築基準法施行規則自' 1 1 粂第 11買の規定に

より舵認申請 ｻ Ａ ｊ の添付 Ｓ 類から除〈図占として、問項中ＨはＩ項にぬげる椛造計 ｴｬＺｩ ｬ ｾ が建設大臣より指

定された。本基準に適合しているか百かについては、チェックリスト( 本羽では省略) により確認する

ものとするが、本基準の内容につき恭千の解説を各項目ごとについて )1順次述べることとする 。

H. 例。じ三=三三己解説 (  ｊＷ ， ｉｯｬＱｾ，｜ｲＮｬ ｬｲｬ￯Ｈｴ 前日 ｩｬｬ 築指導課 ｬ 市 ｬ 謀反 ｪ￵ ， ｆ ｉ￬ ｖ［｜ｩｬｬ 築 Ｑ Ｚ 会法脱委 μ 長 西山 寛 )

州川川" ' " 山川" ' " " " 川|川|川1111剛山|川' " 州川川川l川川111111"' 1川川l川山川川川"' "州H川川H川川川111川川山川1111剛山' " 酬川剛山川山川' " 川川|川1111剛山' " 酬|酬川川|川" ' " 川111川" ""' """川山川|州|川l剛川H川

3 階 建 木 造 住 宅 簡 易 構 造 設 計基 準

第 1 総員IJ

3.  - j j ，t 小規悦制限として、互いに也交する 3 本 の

耐力総により構成される凹の字引を規定している

が、具体例としては上図のようなものとなる 。

第 3 立面計画
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第

1.  1 階の柱の下苦11には土台を設けなければなら

ない。

2  七台の樹位は、ひのき、ひぱ等又は日本工業

規約 ( J 1  S ) に定める土台用IJII 圧式11 } ] 腐処理木

材、1: 1. 1王!出林規格( J A  S  S ) の似'j I肉、防峨処理訴

しくは防腐処理の表示のある木村等て" 耐久性のあ

るものとしなければならない 。

認める場合には、低減後の垂直披深 ｨ ・ ＡＧ ｾ ｾＧｩ￮ｬ によ っ 3. よ台の断前寸法は、 13.5cm X  13. 5cm以上とし

てよい。 なければならない 。

1  この基準は、次のイからニまでに i該当する{ 主 4  本基準を適用する建築物に用いる継手、仕ロ

宅の設計に適用する 。 は金物等により緊結するものとするが、具体的な

イ. ｦ 昨造耐力上主要な部分である土台、柱、 ｾｾ￮ 、 仕様は制日本、住宅、木材技術センター企同制集

小屋組、徽架材等が木造であること 。

ロ J也|培を除く階数が 3 の住宅( 共同住宅は| 徐

<  0  ) であること 。

ハ . 砂1'0也線、! 畏い粘土1 ' 0也総又はローム l(ii そ

の他これらに lil する地盤に建設されるものである

こと 。

ニ. 建築基準法地行令 ( 以下「令」という 。Hi 'l

86条にm. J . i ! する雫 11( j 此深紅r1;":1: :が、 一般I也のJ 刈 を

適 用 す る 場 合 に あ っては、 50cm以下、多'一日" j也の

lJ; i快を適用する場令にあ っては、 1 01 以下のJ也械

に主II 設されるものであること 。

2  この基準に示されていない 'J01 ' [ については、

令 第 3 I，1第 3 仰の規定による 。

3  ノドＩＮＡ［ｴ院中に用いられているＱｦｉｩＭｴ［ｊ［刊で紛 ｴｾｲｬｬｩ の ｉ Ｚｩ ｊ

隔、位相互の間隔、はり相互の li i I 隔、階高又は 1長

り1:日万向及びけた行方向の長さについては、 I也I或

の尖 ｾｫ に応じ、当該数値の Ｑ Ｎ Ｑ Ｅ 以内の範囲でｷＡ

川l又は減少させることができる 。

| 1  . 総則について|

1  . 次のような建築物は適用範間に合まれない 。

ア. 木造と 他 の椛造を併用したもの。

{91J. a )  1階を R . C 逃又は欽fi-iit とし、 2 、 3 附

を木造としたもの。

b ) 欽竹をはりに用いる等、木造の一宮11に鉄

骨造の部分を有するもの。

イ. 共同住宅、府首I i 併用住宅等、戸往専用住宅

又は長屋以外の用途のもの。

ウ. j也| 堵のあるもの。

エ ti 午答I也耐力が約5 l / m'以下の J也童話に主主てら

れるもの。

2 .  .11=6在地では基本寸法を 910mm:t 10mm ( 約 ト1

% ) としており、いわゆる防Jiffill ¥l ( 本IBJ ) は適用

範1mには含まれない。

3 .  .1王 JAiJ終にいう多吋j 也 ( ; @I 任最深.h' l'¥五150-100

cm) は、建築基準法施行令にいう多勺区域とは異

なる区分であり、 27おろしによる勺{ ，:i . i l l の低減を

の「木造の設計」を参J? とすること 。

第 2 平面計画

1  .  ｴ 主及び耐力 ｬ 笠 Ｈ 令 ｾＴＶ 粂に規定する ｐＺ ＳＺを設

け文は筋かいを入れた制l組 」 をいう 。以 下 同 じ

とする 。) は、給千状に互いに直交する直線 ( 以下

「耐力笠線J という 。) 上に配; 宜しなければならな

し、 。

ＲＮ 耐力 ｅ 主総 ｾ ｉｉ 互の ｦｬｬｬ 隔は、 Ｒ ， ＷＳＰｭｭ 又は Ｓ ， ＶＴＰｭｭ

のいずれかとしなければならない。

3  各| 培の耐力日空k;)jt の位;btは、一致させなければ

ならない 。

4.  1 1格及び 2 階の平而は、互いに直交する 3 .1>:

の耐力壁紙iにより構成される凹の字型を松小とし、

その帰り問万 li lJ 及びけた行万戸iJ の長さは、 6，370

mm 以上としなければならない。

5 .  31格の! 反り|百J ) J 向及びけた行方向の長さは、

それぞれ、 3，640mm以上としなければならない 。

6  階段は、 11活から 31階まで平面上向一位u 1 に

設け、吹抜け部分は、耐力 I校総により閉まれた部

分の而紛の 1/2以下としなければならない。

| II 平而計阿について|

1  耐力刊で料 ｴｾ Ｑｉ 互のＱｬ ＺＱ 隔は、 Ｒ ， ＷＳＰｭｭ と Ｓ ， ＶＴＰｭｭ の

2 f BJ l に限 っており、部分的にも 1，820mm又は910

mmとすることはできない。

2  面。げ] 険料t t 以外の位;zt に設けた墜は、慢な計

算に際し慢なに} ) : 入することはできない。

F

可
臣

官

可

J
r

不 可 不可

4  . よ台は、 一体の鉄筋コンクリート巡の布基礎

に l丘径12mm以上、長さ 45cm以上のア ンカーボルト

でｾｾ結しなければならない 。

5  アンカーボルトは、その Il II 隔を 2 m以下とし、

かつ似角古11]. 止び土台の継ぎ手の古11分に自己iE しなけ

ればならない。

6. イ1 i J & 礎は次のイからハによらなければならな

し、。

イ. . ( J 日基礎は、その帽を 15cm以上、 I也盟主而から

その上端までの高さを 30cm以上とすること 。

ロ. ( J iJ 左記さには幅45cm以 上 ( 多勺 I也にあ っては

55cm以上) 、厚さ 15cm以上のフーチ ン グを設ける

こと 。

ハ . 鉄筋の径は、上下主筋にあ っては 13mm以上、

その他の償筋及び縦筋にあ っては 9 mm以上とし、

鉄筋相互の間隔は 30cm以下とすること 。

W 基礎及び椛

量 15

造材の尉純

について

) ，1 ; 礎の似入れ深さは、

I也銚 l自より 30cm以上、

I也耐力 5 T / m' をjUI

待できる J也鍛でかつ

球上深度以深とする 。

l  上 f; の樹純は、

ひのき、ひぱのほか

に、強度及び耐久性

を巧J . Mして、べいひ、べいひば、菜、けやき等とする 。

2  性の樹般において 「すぎ又はこれと同等以上

の耐力を有するものJ とされているが、この場令、

建築基 iVJ 法組行令ダ¥89条に示された詐谷応力 j立が

すぎの数値以上のものとする 。f也の書11位にあ って

も同織の判断基取とする 。

3 . 榊造耐力上主要な音11分に使用する集成材は、

上台については ｬ に示された官 ｉｉｾ 、 Ｔ とし、他の古 Ｑ Ｑ 位

については ｉ 昭和 ＵＵ 年，建設省令示 ｾ Ｑ ＷＹＹ 号に示され

た附純とする 。 ただし断而寸法は本Ｉ， ｾｩ 悼の数値と

しなければならない。

( あ 5 の 陥 ii!i 創 )J 1'. 主要な 11 以ドは ; k りに つづく)

住張と 社会/ 198叫 3 JPJ  13  



5階建までの専用昇降機

スペースもコストも小さ目です

; 市 4、5附 娃 の 住 宅 やヒツレに も、 エレベーターニース: '"/) " ひろがりました。

そこで、 51ヰ¥' i ( t までの建物専用 に開発した、新しし、昇降機カ〈

ヂi スペース、行コストの〈コンノ f ク卜4>。

従米、昇降機の設置にともなった「場所をとる」、「費 用がカ' さむ」と L 、った

問題点を解決して、手軽にエレベーターの便利さを実 現します二

'
t

・

H

引

'

h

口

の

次

一

円

靴

九

経

一
一
川

4

U

造

引

け

2

n

s

a
、

依

山

q

a

，
、

土

土

=

『

t

f引

汁

・

弓

F

な

る

持

作

ω

維

山

側

4

U

U

H刷、

費

一
山肌

仕

問

中
一

M
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小
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H

M

じ

号

I

凡

又

同

て

こ
=
口

実

進

わずかなスペースで設置OK

外降路も機械主主 ふ 小 さ な 品 目 11' 11似てすみます。

機 械室 LH 附の附段 下も利用できますから、ペント

ノ、ウスは不要。建築プランにあわせて、 柔軟なレイ

アウトができます二

r  

容 易 な 建 築 設 計

対1; 年j的の後ろと) ，・，{i の笠に-(，:j 亘;がかからない幼f ' i

の構造ですから、 建築設計が容易。プレハフ子体造

の建物や既存の姥物にも設置できます二

静粛な運転

後ろと左右の低か らすべて の機誌を分離。建物に

振動をイ云λ ( こ< <、 i'i' l.かな迩転がて.きますL

. ご希望により三葺電慣 クレ ; ，r 'J ト悌l Dl li 惜ローンもζ " ，) 用願えZ丸

.  未来を開発する

， 、 三 菱 電 棋

詳しい資料をご希望の方は、資料 請求券をハガキに鮎って 干 100 東京都千代田区丸の内2- 2- 3  ( 三菱電機ピJレ)

三菱電機株式会社昇降機事業部へどうぞ お電信でのお間合わせはお近くの三菱電俄営業所へどうぞ.

札幌 ( 011 ) 212- 3727  仙台 ( 0222 )64- 5633/ 新 湯( 0252 )4ト 7221 富山 ( 0764 )42- 2324/ 東京 ( 03 )218- 2752

名 古 屋 ( 052) 565- 3160/ 大阪 ( 06) 347- 227 1 / 広島 ( 082)248- 5278 高松( 0878 )51 - 0003/ 福岡 ( 092) 721- 2163

寅判 ｉ ｾ 求券

コノ，、ク"

8401 

8) '.-tこの電 話 書号

令ご記入〈だ8 い



設計者のプロフィール ｾＮｻｉｬ＠ 関西の昭和生まれの建築家 E

門内秀裕
兵庫県都市住宅部営繕課

聞 き 手 編 集 委 員 本 間 利 雄 ( 大 林 組)

プ ロ フイー J レ撮 影 島 修 一 ( S T UDI O A .  T )  

略 歴

j 三 年 JJ 日 H白羽113SP JJ 15 日 ( 45歳)

: 1 ¥ 身 地 神 戸 市

ｊ ，ｾ終学 ｉｊ ， Ｂ兵 Ｑ ・ｉｬ工業向等学校 ｩｬｬ 築科 ｉｉｻｻ

和32年卒業

軍司 j J:; 兵 Ｑ ＧＱ Ｑｾｉ ， ｬ r.J I，Iif: J" ; S 部常綿謀本

ｲｲＭ［ＧＷ 悶辺 ｴｾｦｩ 日 Ｑ ＱＱ ｾＧ，，，Ｚ 組長補佐 Ｚ魁

代表作品ｊｩ ｾＮｉ ， ｬ ￭ ｾｉｉｾ 職只会館 Ｈ 神 戸市Ｉ

神戸商大セ ミナー セ ンター

神 戸 商 大 セ ミ ナ ー セ ン タ ー

組織とロマン

( 神戸市 ) fJf ｊＧ ｲ 総介庁ｾｾｾ

(f }f) ' hl i )  淡路 ( C S  R )  

勤労・セ ン ター( 洲本市 ) 生

前科学研究所( 神戸市 ) 丙

帰J作文化会館( 新民間n

uAc f:l i自の山 '11で付の民主と: : t f

1) 作い、また、 lli を11Yi いた

り、品t彬したリすること .

西播磨文化会館

「街に現代版い鎮守の本。をつくりたいJ と語る 。 森に囲まれて主主

つのはもちろん庁令をはじめとする公共建築である 。かつて、村で

は祭ともなると村人が総出で鋲守の本に集まり、 1
1
，流入の紗を同めた 。

そしてつね日 ｾｪｪ も、氏 神 を和仲 Ｑ Ｑ 的媒介にして地紋共同体の椛成貝で

あることを確認していた 。 Iこの日本人の長11 必を現代の街づく りに

もいかせないか。 このような、コミ ュニティを形成し育てる媒介こ

そ、公共処築の理 ｉｾ だ ， ｬｬｪＨｊ なあり方ではないか ｊ と説く 。

兵庫県都市住毛昔11営終談。60有余年の歴史をもち、全匡! の J也万門 ifi

休のなかでも向主設計院主II をする唯一の官庁営給諜である 。創設以

米、数々の優れた公共建築を手がけてきたことはつとに有名である 。

設計Ml 織の規模は県下最大を誇る 。 それだけに 9<J! 1.i ｾｾ建築界に与え

る; 必轡は大きく、リーターとしての責任は重い。「使いやすく、堅牢

で、メンテナンスのやりやすい主11物を経済的につくる ・¥これだけ

では普通の業務ビルと変らない。私たち営終マンは、変化にとむ兵庫

以全域の特性を把握して、地域の風土や文化'1' 1: をいかした 県民に愛

される建物をつくる義務がある 。 その地域の棋範となるような往物

をつくることが私たちの使命だと思 っている J 。

?きJ庁営純ゆえの悩みもある 。 自由奔l皮な発だ:l がなかなかできない。

Hi 金で建てられるため、 76立的なっくり方が許されないのは当然、と

しても、何段階も設けられた設計会議での検討を経るうちに、どう

しても故大公約数的で無難なものにむりがちという 。 したが って

「組織の使命を果たしつつ、いかに設計者としてのロマ ンを I1nいあ

げるかが常終 Ｗ ンのＮｾＨだ ｊ といい、 「むずかしいが、もっともや り

がいのあるテーマ」ともいう 。

設計にあた っていちばん豆視するのはイメージづくりの段階だ。敷

地との出会いを大切にする 。 I敷地を比たときや7しまず顕のなかで

絵がかける 。 それを図 1m化したものが設計会議でひ っ くり返ること

もあまりなかったので、設計でそんなに li 品んだことはなし、」という

言葉は 、氏の12かなれIJ i 1 L 性を裏づけるとともに、おおらかな性絡を

うかがわせてt興味深い。作品が輸のびのびしている。とかりやさし

いW とかいわれるのもなるほどと傾ける 。 Iテザインをすすめるう

えで気をつかうのは建物の委側の表t ，' J 'J だと明かす。ファ ッサード

には凝 っても、委側はついおろそかにしがちだが、 「安官IIJ も重要な

デザイン要素。愛t，'j' をもって取組むべきだ」と諮る 。例えは代表作

品のひとつ、生前科学研究所。 Iあの場合は、配置計画上なるべく

してそうなった j というが、その巧みな姿1WIの倣いには氏の制11や か

な気配りが充分にうかがえる 。

4見布、氏の組当は庁合周辺主主制I i 0  ｾｉｉｾ 庁令を ｲ ｬ ｯ 心とした官庁街を地域

計画的に見直し、良好な高11市環境として改良 ・保全していくのカ、目

的だ 。 そのためにｲｌ ￯ い雄物を取 ｴｩｾ さざるをえないという休験も Ｒ 度、

3 度 。 IJ 災すのはイヤで、すね。かわいそうな気がする」と述懐しつ

つ、 I  ｾ￯ い建物を保存再生するための ソフトからハードにいたる

技術の舵立が急務だと焔! ぷした 」と誇る。 世は何度経済成長の刈史

い-tf;て H のH与代から、安定成長の、、大切に使う" 11寺代へ。 l '常結課

の仕 ー ｊ＾［Ｚ も、今後は本子ｾＨＷＩ修特や保存再生の仕‘ｪＧ［Ｎが多くなるだろう 。

その成果を設計へフィードパ γ クすれば、営約課にしかできない理

忽的な設計システムがで きるはず」と 11寺代の流れを前向きにとらえ

る。 rlik よりも質を問題にすべき時代」でもあるという 。 I公共建

築を社会のスト ックとみることにより、建築の1 ' i がこれまで以上に

問題になるだろう 。 また、財産的価値にもまして空間の賀を問題に

すべきだ 。 Ｑ ｾ ｾＧ 庁営出 ｬ Ｑ て・は紘のうすかったホゆと りかや、あそび砂に

も版を li' Jけねばならなくなるだろう 。 これらの問題にどう取組んで

いくかが常・特需品の諜題だ」と結んだ 。

インタビュー後、人つ許てにきいた話だが、県に入ったばかりの頃1T

政担当だ った氏は、どうしても設計がしたくて当時の営緋謀長に向

分の図面をみてもら っては指導を求めたという 。 このエピソードを

耳にしたとき、氏が5 J 1j れぎわにい った「来い人たちは、建築をめざ

した当初のダをいつまでも忘れないでほしい j という言楽がまさま

ざとよみがえ ってくるのであった 。

〔次号の登場おは_ Ril!TiIlf' l氏( 大! 丸建設) )  

也提と社会/ 1984年 3I P; ' 15  



制約の中での試行

兵庫県都市住宅部営繕課の歩みと作品について一 一

加 藤 力

兵庫県営総書架が息IJ 立されたのは大正 9 年のことである 。初代営約課

長は置塩章。明治43年、東京帝国大学を 卒業のち 、陸軍技師として大

阪に赴任する 。 旧大阪市役所のコン ペて‘ は小川 陽有 ( 台湾総管l符技

手) 、桜井小太郎( 海軍技fali ) につ いで 3 等を射止めた 。 当時、オ気

燥発の建築家であった 。その時期、関西の建築界の事。|宵をみわたせは¥

同じく大正 9 年に京都帝国大学工学部に建築科が設置されている 。

お って大正 11年、神戸高等工業 ( 現 ・神戸大学 ) に建築科カ、設立。

関西における建築教育体系が次第に姿を現わしはじめた頃であ った。

また、設計界にあ っては、現在の日控設計の源流である住友本広臨

時建築苦11が住友合資会社工作音11 と名を変える頃であり、それより少

し前、大正 6 年にはすでに渡辺節建築 'J¥. 務所が|長JF t 止されてはいたも

のの、安井武正ft建築事務所 ( 現安井建築設計事務所) は、これより

少し遅れて創立されている 。( 大正13年) さらに官庁関係にあっては 、

大正 10年前後には京阪神、 31l l 県 3 大日IId1において、いずれも営給

の組織カ、成立をみせていた 。 さらにつけ加えるならば、大正 8 年に

片岡安、武凶五ーらによ って造られた関西建築協会が、現在の日本

建築協会と名を変える時JVI と重な っていた 。世は大正のテモクラシ

ょう勺ん

ーの 中にあ ったが、建築界は l明治のj ;Tt Ｇ￰ｾ ｩＮ＠ Jt:J 1からきたるべき新しい H寺

代への足がかりをうむべく創設J引にあ ったといえよう 。

さて、すでに兵庫県では明治35年、夫溢の建築家、山口半六の最大

の傑作といわれ 、込1・作となった兵庫県庁合の建物が佳てられていた。

その庁子干のもとに世! _ T h の率いる県営的がみずからの手で、すなわち

n主設計 、n主監理を行い、 111 県会議 'J¥.'l 止を完成させた 。大正 11年

の ことで あった。このり;L 会談 '11: 主は II?H1145年には解体されたも のの、

しかしそれ以後 、兵庫県営約にはi I 主設計、 1'1主防辺! という 、いわ

ば設計 'J'; 務所と同じ機能の伝統が残 って 続いた 。 多くの宵庁管紛が

みずからの設を折 って、設計外注システムを取り始めたのに対し、

今日までかたくななまでに、その伝統を守りぬいてきたところが大

きな特色の一つであろう 。

現在、談以は立匠設計のみで40名を上恒| リ、大小の差こそあれ年1: 1)

120件、 480{ ，古同ほどの仕 '-F. lt;: をこなす関西では中 l格設計事務所にも

匹敵する役; ヰ11 りを来: しているのである 。 'p，庁とい っても創立当初の

頃は、今日とはいくぶん Ｇ ｊ Ｇ｜ＮＧｨ Ｇ ｩ も ｾｬ な って いた 。 仕Ｇｪ｜Ｎがなければ首を

切られるというようなこともあ った。学 |品].f{1いによる内部のしこり

や、反発もあ ったと聞く 。 しかし、そうした長い歴史の中にも大き

な転機が 2 つほどあ った。 ひとつは神戸高等工業を出た神田省三

( 後 ・日本住宅公問 ) が課長を勤めた 11.' i' WI であ った。 そして、もう

ひとつは戦後、高度成長期直前までをみと って退任した光安義光が

課長の臓にイ正任のJJJII 日lであ った。

*  *  *  

ｾｾｬ 営級、 ｲ ｬＧ 興の仙といわれる光安義光はＪ工大で谷 ｌｉ 官民 Ｑ Ｑ にｲＮｩ ｬ￮Ｇ｝｜ 、

多くの! 必化をうけた 。1If{利 17年に卒業したもののわが国は戦争に突

入していた 。やがて、終戦を迎えたが、当時、県の建てる建物は木

造がほとんどであ った。 存地区で学校がとりあえず処てられてはい
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たが、 しかし、それは決まりきっ

た規定のタイプのものばかりであ

った。建築の質などは 問 うべきも

ない時代の趨勢の 中にあった 。

しかし、そうした状況の中で、光

安はデザイン一本にかけている自

分を強〈意識していた。県営Mに

入るにあたって光安はつぎのよう

な条件を取りつけたといわれる 。

「例人で責任をとる形て¥設計し

光 安 義 光 氏

た建物を雑誌などに発表したい」

当時直属の係長( 中茂) は 、そ うした若い光安の情熱と意図を汲み入

れて、 「自 由に、そして好きな色を佼わせてくれた J と光安は語る。

その 11.¥'の周囲への説得のよりどころとなる口 上は、つぎのようなも

のであ った。 I学校はそれぞれ災な った土地に建つ。同じものを建

てるよりは手がかか っても土地に似じみのあるものを I J とくに兵

庫県は日本地形の納図といわれるほど、多械な拡がりと変化をもっ

土地柄て、ある 。mと表、平地と 山地、内と外、 それぞれの土地がそ

れぞれごとに巡 った表情をみせている 。 この主娠には説得力があ っ

た。やがて文部省もこれを認めざるえなくなり、支持する者もふえ

てい った。「建築文化」、 「建築と社会」 なとーの雑誌に作品が発表さ

れるようになると、常 ｍｩ 談員の ｾｾ｡ｦｬ 占に急速に変化が現われた 。 それ

まではどこか泣い ilJ : 界のことで 、正月依iの花のように思われていた 、

作品としての建築を造ることが、次第に身近かなものとしてとらえ

られ始めてきたのである 。次第に光安の説〈デザインの意図が定方i

してい った。 それまでは世間にはい航珪! のやかましい県営キifc." ， ｐｉｾ ｊＮ立

の認知のされ方しかなかった 。 ところが、やがて質も評価されるよ

うになる 。

こうなると伝統の必みがさらに倍加された力とな って し、〈 。光安の

i成大の仕事は王見本庁千干の建設であろう 。周辺主任備を含めた、この大

規政な仕事をやり遂げて、県営ー絡はますますその自信を深めること

にな った。昭和46年、第 2 !1J 1議4王立の建設が終 った時点て¥光安は

謀長を退任する 。 その後、明石工業高等# 門学校の教授を IJ!}J めたの

ち、 H召和54年にこれを退官。現在、 トーア ・ロードに面するビルの

- l llij て、設計 事務所をI J fJ設、自11るこ とへの的念を燃やし続けている。

ところで彼は謀長作任中、 2 つのことを心がけた 。 そのひとつは

「慨しい 仕 事 ほ ど 内 部 で こ な せ / やさしい仕事は 、外部に発注し

てもよい」であ った。 - ;Jfc設計事務所と同様の長い伝統があり、技

術の新制もある 。みずからを卑下し、容易に力を低下してはならぬ

と巧えたからである 。 それがV;ll x : に対する営絡の責務と思 ったから

である 。つねに 11寺代の j皮に対応し、技術をとぎすまし、| 凍腐化させ

ないように{ 土捌、けたのである 。

もうひとつは、設計の過程の 中で、 「新らしいことを少したくらむ。

少しずつトライする I J であった。公共建築となると 無期i にまとめ



がち となる 。むろん自 由奔放な賊けなど許されるはずもない。意識

チ ャレンジ

も縮み、手もにぶる 。 多くの制約の 中で、少しずつて- も挑戦する意

識が必要と思ったからである 。新 たなことにトライすることで技術

が進展すると々 えたからである 。以上のような設計環境の 中で、諜

只同士の意識が相互に競合し合い、 技術を補完しあう 。それが質の

向上に つながっていったのである 。 この方針はいまでも生き続けて、

実施 されている 。

現在の y(，常総の組織を支えているのは 、こ の光安に ii 診号車を受けた 人

々である 。その一 人藤沢|径副課長は光安について 、つぎのように誇

っている 。 i 機能主義ルネ ッサンスをめざしていた。造形に対して

は、じつに厳しい人で、なかなか* 認を出さなか った。人のカを最

大|浪に 引き出すことがうまく 、建築への情熱を燃えたたせることに

巧みでいあ ったj また i 1  cmの技術を大 事にしなさい J とつねにいわ

れていたと語る 。人にlωO人10色の11例|肺附h司叶削l'け'1性|

き出し てA処1主: 築の 中にi汲及みいれて i巡i立2りL出uす。組織や伝統の力よ り.も 111;1

人の発姉する力を信じているところがあ った。

些納!なことであるが、イ|同人の能力を 引き出す道具mてについても光

安はいくつか心を砕いた 。そのひとつの例として製図板の前にベニ

ヤの衝立を用意した 。こうすれば周辺から手足が隠れ、デスク主" 1 り

の11&j 人の 7 ' ライパシーの密度は向まる 。 プライパシーを確保するこ

とで 、みずからの仕事という意識が強まることをねら ったからであ

る。いまであれは、当然のことのように思えるが、当時の' fr庁の 中て

は回JtJ Ji l(Jなことであ った。 また、 ill 物などを 111止JUするにあた ってカ

ラーフィノレムをふんだんに {交えるょっにし 、さらに 、できるかさi り

悦型をつくる雰閤気を造 りあげた 。行政的な予n: l[ i j からは、やは り

なかなか大変な ことであ ったと光安は当 H寺を振り返 っている 。 この

ようにして、 60年の設計の伝統は、また新たな灯をともし始めたの

である 。以降、近沢輝男 、上村俊弘 ( 説明石土主主工業( 的常務取締役 ) 、

丸尾究 ( 現兵庫県住宅住築総合セ ンター専務理・川 、山田勝成( 現兵

庫県都市住宅音11次長 ) 、将多栄三 とあ:c< 歴代営約課長の指将、統卒

のもとに l 人 1 人のMt l : が次第に胤! 発されて、 回'1去の輸を大きく拡

げてい った。

*  *  *  

さて 、Jb( 近1I {1和50年代に入 ってからの雑誌などに初介されたり己父純

の仕‘ 11 . ぶりについてみることにしよう 。大きくは県立塚 n 病院 ( 11[1

1' rJ 51年 ) 、姫路循環総病センター ( 日向和田年 ) ・光風病院 ( 県立柏村l

Ni 院 .up，利58年 ) などに代表される病院系 、伊丹総合庁令 ( lI i'HI154年 )

三 凹総令庁合 ( 昭和54年 ) などをはじめとする名地区に，悠てられる

総令庁令系。 また 、淡路勤労センター ( 昭和54年 ) 、県立西はりま ずf

少年目白などセンター ・会館系。そして、戸昼似ー健所 ( 11百手1155年 ) 、

'1 ' 予闘将努( (f ( 昭和53年 ) など公共施設系、さらには生活科'γ: 研究

所 ( 昭和153年 ) など特殊なものなどに大別できょう 。Jii[ iii 発注され

たものでは、尼崎病院 (500床延べ約30，000m'、完成予定61年 3 J J )  

県立総令体育館 ( 延べ約15，000m'完成予定60年 7 月) 、西 代 多 目 的

ホール ( 延べ約 10，500m'完成予定60年 5 月) がある 。いずれもなにげ

ない表情の '1:1 に、l宅笑にして 、誠実感のあふれるメ ッセー ジを人に

ぜいた〈

与えている 。 それほど、 ｾｲＩｾ な仕上げをも っ ているわけではないが、

それゆえに雄物の各部の比例がしかるべきところをし っかりと 心初

ておさえである 。 また共泊して十' i { 底に流れているのは、鋭校が大き

くなれば機能 を分割して 、建物のスケールをグーと抗して、 n然の

u んぎつ

け: になじませていることか? あるいは煩雑な街に建つものならば

泌に、表的を強くして、周辺にｾｾｾ長のイン パ クトを与えていること

か ? いずれにせよ公共，建築のしかるべき役' ，1111 を、 地威の'1" で呆し

ている 。

兵庫 県営繕擦の最 近のおもな作品

y ぺ

光風病院

西はりま 青少 年 館

F圃回目・--円・・1 1 -・E ・-ー岨・・・・・

園 田 園 圃 里E・E・!!!m'I・・・・"11・

一 一

a 圃・・

甲子園警察 署

しかし、いくつかの反符もある 。光安もいうように、いままではよい

休としての，建築のみに、泣るこ とを呼念して きたが、これか らは周

辺との雄物の関係をいかに形づ くっていくかがテ ーマであるという 。

また、やはり円庁常的という '1'1: 1科そ の ものによる| 限界'1; 1ーもあ ろう。

とくに内部空間において、盟か さや気力のをi:I .立がi ¥lt くな っているの

はやむをえぬ・1¥. 怖か?

ともあれ、兵庫以ｾ［ｾＮ Ｊ 丹は ＶＰ 年Ａ日 ｬ 、 み ずか らの 下を休めることなく動

かし続けてきた 。手を! f i ) J かすことはある慌の興 作 引l乎びおこす。ひ

とりでに起こる興行 をおさえる力 が設計には必要である 。その力が

公共のill 築を創りあげる 1J だ、と思 った。 ( 文 ，ｾ， 敬 ， ｦｦｊ、間性 Ｉ

かとう っとも・ 点目1> 1ぷ級制1.A:"I' I U:;l Jil."I'!+.. 品n'li)
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読者の頁

閉山窯インターセラム見学 安藤日出武氏 ( 中央) より志野の説明をきく

昭和58年度・第 2 回 茶 室 見 学 会

「晩秋に 美 濃 ・尾張を訪ねる」に参加して

八十路の 『有楽苑』

大 崎 治 良

昭和 ＵＸ 年 ＱＱ 月 ＱＱ 目、秋の宅は日〈澄み、美 Ｑ 良、ｾｉＡＺ

4長を訪ねる 一千干のIJJi は指If いていた。凡そパス旅行

の楽しみは、ガイド燥の如何によって、大きく友

布される 。 この日我々の前に現れたのは、粁〈、

均 れ ん

可憐、 DWJi' l1明IIlrr 、日前令官11聴の私にも判る美声の持

ち主で、これは楽しませてくれると思 った。来た

して新l床を加えての行位説明は、何度も辿る名神

高速道路ながら興味を幼き立たせ、生nらぬ! i i J に名

古屋へ若いた 。パスは( 附サンゲツの l拘でレ止ま った。

入口のカ' ラスの door はここでは Show- window

の如 I < 、一直線に続〈天引の! 照明の下に、奥まで

見通すことが出来た 。 比学に先立ちて気 C ばりの

棋の ｆ人 ｬ がｬＱｬされたが、これだけは ｮＧＥＢｾ 製でなく、

出入り の八百普のものであった。これ以外は、同

に入るもの、触れるもの総てが商tRI て¥スライド

式に展開する喧岡クロースのコーナ一、これでも

かこれでもかと統< 25のモデルルーム、総てが'1訂

新、ユニークで、 『了T聞はー凡に卵1かずj とは、
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このインテリアプラザを鋭てのぷの感 ｾｬｴ である 。

土岐市て酬はIJfJ 山祭インターセラムを訪ねた 。 この

地独特の古米のやきものの伝統の上に、美しさと

l床わい を持ったタイルの創iit をめ ざしての、土、

;:{I などの JJ;( 材料からの- rr 作業の工程の rlJ に女性

の熟練した手作業が)111わって、すばらしいタイル

が続々と生産されていた 。，法え生産業の- t 'sを J1l っ

て働〈人々の姿を在l l . て感謝の念で- ，f，{，、にな った。

以ヒの大 J止工場 'EJlli とは対nH(I(J に、次に凡た安総

日山武氏の I flli 山陶令J では、 一手巡りの作業が大

小二つのガス黙の下て両行われていた。陶芸ブーム

が今その日 Ｇ ｾｬ ｊＮ にあるのを示唆するが知＼ ' ぷ培な 1'1

定が挫築' 1 ' で、その離れ座敷に志野の茶碗が主に

展示されていた 。志肝といえば、 80余年の長きに

わたり↑ ! ? 熱と執念を傾けて志型f の完成に村iilll した

荒川口I i : 主翁が1!，巴ばれるが、タれれのi . Qった為か、安

泌氏のぶ野づくりの; 現場は奥深くして緩うB - I もな

か った。

この夜は犬山城下の迎帆般に itl まり、浜町で慾税

を豆ね、有11腔を木目2川の h'i -i，えに洗い快眠した 。

.'a 11 rJ 12 日、日本往築協会III'j' れというか、こ の日

サンゲツにて説明をきく

宿舎・迎帆後での懇親会

も好天に忠まれた 。犬山城下、有楽苑に国宝茶室

『如J7t正』を訪ねた。

わびとさびが織りかよう、如j7aの庭に立たれた茶

人岡田平男先生 ( 工学問士、帝塚山学院大学教佼)

の現地での名講義は 、11寺と所を待て一段と光彩を

政 った。二十数年にわたる本会の茶室見学会も 、

この日こそが-1，止日のも のであ り、この紋につなが

った者ーこそ、} 止学冥利に尽きると言うべきであろ

う。幸いに彩、もその米l市を j与し、 IR正伝院当院の

紘11111 に版かけてお抹茶をいただいた 。 これこそ一

期 一 会、生涯に残る思い ｕｾ となるであろう 。

これに続いて、国主犬山減の見学てa ある 。城とし

ては小引のものだけに、内部に入ると椛i主がよく

わかリ、城不[ があらわに、構造木村とがっ しりと

州つに組み令 ったようなのが印象的であ った。

H行利 7 年、日本の大| 控進出の4広やかであ ったH寺、

Jl にIi :!.j 治| を旅行して税しくな った土岐市の伊藤氏

( 陶. : fi . ' W陶主1-.1呈 ・故人 ) にmかれ、犬山減下に遊

び、 r  ;}'，占l乏に米たなら寄 って比な、長くは止め

ない、すぐかえす、尾リ長犬山は桜の名所j 犬山 71f

Ｙｉｩ を土 ｉ 也の名ｻ支から ｾｩ＾ Ｑ っ たのはￍＧｴ＼ Ｑ 印船長の Ｔ 月で

あった。 その後五十余年を経てこの秋、犬山械の

判決を愛でるとは拶必だにしなか った。諺に「昇

長ければ ｉｾｌ Ｇ 多し ｊ とあるが、それは人生 ｦ Ａｦ ｩ か五十

年 l時代のこと、私は敢て「能成長寿は楽しみ有り J



、

犬山城天守閣( 撮影 ・奥田勝巳) 如庵「暦の席J での岡田先生

と申したい。 下の人 ｬｾｾ もない紅紫の ｪｦｦ を歩いて Ｑ Ｑ 'IEの減を lfll ぐ と思いつつ '1
1

f @! . 、を布手に見上げて、さらに控卜込天

日本建築協会の行'10; : に参加l してすでに久しい。前 と、やっとぷ年の! J . 、いが逮せられた感激がこみあ 井を少し上る と突き 上 げ宏、が閉ま っている 。

いお顔ではこの度は J京川一巳氏、本J克樹氏のお二 げてきた 。 i 見たぞ / J とn分に言い聞かせrlを引き抜こう

人とリトルワ ールドを観て 、 In交を温めることが

ＱＱｾ 米た 。 終わりに何時も周歪 Ｑ Ｑ な良きプランを立て、

導いて下さる協会の待係に ￎＱｬ ｬＮ ｪ 肢の ｃｙ ｪＨｘ￭ｾと感謝を体

げ 、 協会の発 ｊ 氏と ｦ ｾ ｔ 織の御多惑をお祈り ｲ ｊＳします 。

( 大林組o B HI 会大阪支部)

犬山の城

奥 田 勝 巳

犬山のお械については、もう 40年以上の昔、 中学

の l 年だったか、 2 年だったかの| 玉l認の教科、 I ｾ Ｚに

犬山城の美しさを iitt えた一文があ って、そのころ

から城に興味のあ った私は、木竹川を眼下に見下

ろすこのお品主に深い↑ 童i去を! ぷじていた 。 そして M

H寺か行 ってみたい処として私の心の奥に 11民りつづ

けていた 。 lりJ ifi 村へは 4 - 5  J支も行 ったのだが、

その近くの火山へはついぞ行く機会がなく、 Vq 卜

幾年が経 ってしま った。 しかしはからずも日本位

築協会のお誘いを受けて同行させていただいた 。

匹l十幾年前の記述はもう記憶していないが、イド竹

川の; 急.i . i の上に山E立する三 j荷のノ〈守|刻、 それだけ

は憶えていた 。JJ L: 友に 11) 11 2 日の判1' 1' < 、城のu-

( 武田工務J ; l i l

晩秋に美濃 を訪ねる

佐 貫 久

人の打ち込むものは、時代の流れや1止の好みのJ l i7J

きによってつねに変化しつづけて米たらしい 。

11 )  1も半ば 、パスに運ばれて H免秋に美濃を訪ね、

そこで安総日 山武氏の新しい，志野 ・古美濃を持凡

し、翌日 、 同日 ｬ 先生の御案内で犬 山ヰ ｲ ｾｾ｛ の如ほ

の土問に mき入れられた彩、 l立、その込められた，'ff' ト

物の ｩｩ￮ｬＺｬｾ の前にカメラの構図すらもどかしく、じ

っ と首を抑えて両の目を左から布へ移動させて、

lJ i泊衰のキャンパスに目線を写し取 ったものだ。

にぎり口から汁を突 っ込んだ左手の端正な床の川

から、三f IJ め I也板と斜め l笠に! 処の茶道 口まで引き

ずられ、 rrj ' 止のイT楽: 容から f!i lかりが射す点前幻ーの

先には炉が切られてある 。 そして、この炉の角か

ら隣 Ｉｌ 太の Ｇ ＱＧ ＭＱ 主が ｩＡｾ 目を介して併込天 井 を支え、

その丸太の ilhには花燈形にくり抜いた杉板がはめ

られて 、 もう一つの上段のイT楽: 容からの光線を約:

仕に返している 。 あの辺りに坐ってみたいものだ

としながらも、岡田先生の点的立に倣かめるよう

にして坐るそのお委がいかにもうらやましく、後

でill i ' i を待つや1'1::] ; 主が何とも騒がしい。紋IJIII でお茶

をいただいていると、強い} 9 t 1 ，てa 立木の約一楽がPlf い

11革ったという 。

そちらの ) j はμ のがした 。

UfrU:，'j ，建設大阪支所)

日 時 昭 和5B年 11 月11日掛 ・11日出 ( 1 ;自2 日〉

集 合 11 日・B :  00 ・解散11日・19 :  10 

講 師 岡 田 孝 男氏( 帝塚山学院大学教授 ・工学博士)

参加者 1B名

主な見学先

11 日 ・サ ンゲツ名古屋本社新社屋

「イ ンテリアプラザJ

・関山第 イ ンターセラム工場( 土般市 )

- 安藤 日出武氏陶房「仙山陶舎J ( 多治見市 )

〈宿舎> i迎 帆 倭J ( 木曽川河畔)

11日 ・国宝 ・犬山城

- 国宝茶室「如庵」、「望書院J 、「元庵J 、

( 犬山市 有楽苑内)

- 明，古村、 リ トルワールド (i 選択見学)

ご賛助会社 ( 50音順 ・敬称略)

・株 式 会 社エー ビー シー商会

. 織部 製 陶 株 式 会 社

・株 式 会 社サ ンゲツ

. 八木惣株式会社
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日 本 建 築 協 会 建 材 委 員 会

新 建 材 紹 介 コ ー ナ ー

〈新，土佐材紹介 }fo. l 08)  

ステンレスの自然発色 近 畿 薬 品 工 業 株 式 会 社

ホキンカラー法( ブロンズ) 。 本社 ・工場/ 大阪府八尾市南太子堂 l 丁目 1- 42 T  E  L  0729- 92一5401

- はじめに

今回は、新建材と云うには少し的がはずれているかも知れないのですが、私達が、日頃、最も興味を持 って いるものの一つ 、ステンレ

スについての最近の情報を紹介することにしました。

現在 、建築において 、ステンレスは多極多織にわたって 、大量に 利用 されています。 しかし 、笑際に使うとなった場合には、さまざま

な 幣 筈 が|具j 係 者 の 前 に 立 ち ふ さ がっていることも事実で、 中でも、ステンレスのテクスチャーを生かしながら、表面にカラーリング

を施すということは、最- 大の| 刻心事であり、問題でもあります 。つまり、ステンレスにカラーリング( 自然発色) した場合の表面: r . l I ! J . 交

の問題、溶接部分の変色の問題、そして、コスト問題等。 カラーリングに関してだけでも、この様に多くの問題が山積みとな って残さ

れています。

ここでは、こうした問題に大きな朗報をもたらしてくれる近畿薬品工業株式会社が開発したホキンカラーブロンズ砂を紹介すると共に 、

ステンレスの各種表面仕上げについて、今後、皆様の参考資料となるものをまとめてみることにしました。

- キンカラーブロンズとは

キンカラーフロンズは、近畿薬品工業側が11日発したステンレス 3闘の

発色技術であり、強同女性の高温溶液 "1"で、ステンレス鋼の表面に透

明な円安化皮膜を形成させるものです。

反射光 E I

図

官前缶品有門

・・・E 置1m

キンカラーブロンズとして形成さ

れた般化皮政は、光に対する干渉

皮肢となり、金属皮膜界面からの

反射光と、皮脱金属界面からの反

射光とのp . l J に干渉作用を起こさせ

それにより、ステンレスの素地だ

けでは味わえなか った落ち着きあ

るブロンズ色を作り 出 します( 図 1 )。

ま た 、 こ の 皮 肢 は 、 全 面 に わ た

って助ーに形成されるため、キンカラーブロンズが施されたステン

レス鋼は、京地に比べて、耐食性 ・耐候性に非常に優れたものにな

1，ます。一般にステンレスは、索I也に主主装を施そうとした場合、表

面に不動態皮 11史を形成しているため、 i.!tl. 肢の富光7が悪いのですが、

キンカラーブロンズでは、発色皮 1英のキ111孔に透明なクリヤーが以i差

し、非常' に優れた密着性を示し、従来の発色方法では符られなかっ

た優れた表面硬j立を生み出します ( 区J 2  )。

. キンカラーブロンズの性能

試験項 目 結 果 {緒 考

鉛ん'( Eひっかき試験 2  H 以上

ゴパン目試験 制維ナシ 1  mml OO回

テ Ｔ ユ ［ｴｾン術喰試験 争IJ 自ft ナシ 1  .  2O x  500 g  X  50cm 

111. 1げ試験 争IJ 自ff ナシ ＱＸＰＧ 寝ｾＷｊｖＺ ￭

エリクセン 争IJ 自ff.ナ シ 5  %100回

両.t 門会性試験 300H V 以上発$，11ナシ 5  % H ，S O， 

11 11 5 % 酢問責

耐アルカリ性試験 11 硫殿、苛性ソーダ各 5 %

面白「候性試験 非常に良好

20 住聾と H会 1984年 311サ

- キンカラーブロンズの施工例

階段 ・バルコニーのステンレス手すり( キンカラ ーブロンズ)

従来の発色方法では、 パ イプなどの加工 ・溶接部分への発色は不可

能とされていましたが、キ ンカラーブロンズは、ピード跡の残らな

い美しい仕上がり面を作り出します。

- 今後のステンレス発色の方向

キンカラーブロンズは、これまで、 J 与えられなかった加工物の発色

と、溶接部分への発色を可能にしました 。

このことは、従来の定尺物発色につきものであ った、 tli i材のロス、

断面の防SJi 処理、プレス加工における ll kげコーナーの脱色などの問

題を、 1m工物発色への移行を可能にすることによって - f，aできるこ

とを意味しています。

その上、キンカラーブロンズは、ヘヤーライン仕上げ ・B A仕上げ

された従米のステンレス糾がもっ美しい索材感を活かせる (1 然発色

法であり 、表商に耐久性あるブロンズ皮膜を形成させることによっ

て、あらゆるステンレス建材の普及に賞献できるものと J7えます。

このように、キンカラーブロンズは、定尺板発色から加工物発色へ

と、ステンレス発色の新しい方向をつく り、 ステンレス姥材の分野

に大きな波を起こそうとしています。



名 称

NO. l  

No. 2  D  

No. 2  B  

B A  

No. 3  

NO. 4  

#  400・

H L  

( へヤーライン )

No. 6  

No. 7  

No. 8  

エンポス

エ ッチング

電解研磨

化学研磨

塗装i去

インコカフ - 5去

キンカラ - 5去

ステンレスの主な表面仕上げ

表面仕上げの状態 表 面 仕 上 げ の 方 法 主な用途と規格品

銀白色で光沢がない 熱間圧延後、熱処理、酸洗または、これに準ずる処理を施したもの 表面光沢を必要としな

い用途に使用する

( A I S I 規格)

にぶい灰色のつや消し 冷! 日j圧延後、熱処理、殺洗したもの。 またこれをつや消しロールで軽〈冷 一般用材 ・建 材

仕上げ( ダル仕上げ) 間庄延したもの (  J  1  S 規格)

2  0 仕上げよりなめら NO. 2 0 仕上げ材に適当な光沢をあたえる程度の軽い J令聞圧延をしたもの 一般用材 ・建材( 市販

かで、やや光沢のある
品の大部分はこの仕上

仕上げ
げ) ( 向上)

鋭面に近い光沢をも っ 冷 1m圧延後、光輝熱処理を行い、さらに光沢をあげるため、軽い J令1m圧延 自動車部品、家電製品

た仕上げ を施したもの 厨房製品、装飾用

( 向上)

光沢のある荒い自の仕 NO.2 D または NO. 2B仕上げ材を 100- 120番の砥粒の研磨ベルトで研磨したも 建材、厨財用品

上げ σ3 
( 同上)

光沢のある、こまかい NO. 2D または NO. 2B仕上げ材を 150- 180番の砥粒の研磨ベルトで研磨したも 建材、厨房用品、事柄医

目の仕上げ σ1 
療総具、食品設備( 向上)

B Aに近い光沢 NO. 2B材を 400番パフによ って研磨仕上げしたもの 建材、厨房器具

( 向上)

長〈連続した術謄目を 適当な粒l支 ( 通常150- 240番の砥粒が多い ) の研磨ベルトで髪の毛のよう 建材の最も一般的な仕

もった仕上げ に長〈連続した研磨目をつけたもの 上げ( 同上)

NO. 4 仕上げより反射の NO. 4 仕上げ材にタ ンピコブフシをかけて研磨したもの 建材、装飾用

少ないつや消しのサテ
( A I S I 規 格)

ン ( 梨地) 仕上げ

i [ ! j l . 支の反射率をもっ準 きれいにグフイ ンダーをかけた而を 600番の回転パフにより研磨したもの 建材、装飾用

鋭面仕上げ(研磨目あり )
( 向上)

最も反射E容の高い鋭蘭 )1民々にこまかい粒j互の研磨材で研磨した後、鏡面用パフにより研磨したも 建材、装飾用、反射鏡

仕上げ(研磨目なし ) σ〕
( 向上)

凹凸の浮き出し院機の エ ッチングまたは、機械的に模様を彫り込んだエンポス用ロールで圧延し 建材、装飾用

ついた仕上げ fこもの
( 規格外)

化学処理により模機づ 適当な意匠図案を而Hi 女性の被覆材で被いその他の昔11分を腐食液( 塩化第 2 建材、美術品、厨房Hl

けされた仕上げ 鉄溶液) で腐食溶解する 品( 向上)

特有の光沢をも った仕 機械的研磨と異なり、屯解溶液中( : i @t区素またはりん酸系) で研j造物体を 化粧パイプ、装飾用、

上げ | 場極として屯解する 。比較的凹凸のある製品も一様に研磨でき、また表面 他用途が広い

に不動態皮膜が形成される利点を有する ( 同上)

中ぐらいの光択をも っ ｾｬＡＺｦｉｬＨ，研磨と異なり、 ｾｊｦｬ 会液 Ｈ ＮｩＡＦ塩素敵系または紛合りん固ま系Ｉで佼加する 日用品、食器類

た仕上げ だけで屯解なしに研磨する 。操作が簡単で、短時間に多量のものが均一に ( 向上)

処理できる利点を有する

数値の色調が得られる 合成樹脂系塗料を焼付け塗装する 建材、厨房用品

(  J  1  S 規格 )

自然発色法で数種の色 硫般にクロム酸を加えた水溶液 (80.C - 90. C) に佼決着色後、硬膜処理を 建材、 l[if jJj・用品

調が科られる 地す ( 規絡外 )

ブロンズ系発色で、光 キンカラー法( ブロンズ) の特長

沢タイプと艶消しタイ 1  従来の発色方法に比べて、キンカラーブロンズは、ー液一色主義のた 建材、装飾用に最適

プの二位mがある め、 H寺間管理がしやすく色調が安定し、色ムラも少ない

( ー の )

2. 従来の方法のように、溶接而が白〈浮き上がることなく、協接而にも 1存桜)111工もの、定

発色が可能である
尺板、パイプ、

ア ングJ レ等にも: N

3  プレス加工したものにも発色が可能である
応可能

4  焼付けクリヤーを施しているので、従来のカラーステンレスに比べ表

面 li 更度が大きい

( 同上)

5. 加工物の発色が可能であるため、材料ロスがなくコスト安

キンカフーブロンズ工程; 表

; →口→同→口→同→口→口→: →口
70. Cの加温液 弱首長液 酸液 アクリル系 150. C - 180' C 

(90' C - 100. C)  
フ y 素系

建材委員 Ｏ 西川純一 Ｈ附 ｬ 例 ｉ ， ｎ ｾｴ ， 泊 代研究 当［Ｉ
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建 築 と 社 会

ニL

ニュース原稿をお送りください。

立 田 清 君 の喜 寿 を 祝 う 会一 建築図書の恩恵、をうけた人々 て感謝の微意一

大阪で建築専門図書の販売腐として、有名な 「柳

々堂」の1苫主 ・立国 約さんが、こ のたぴ将苦手を迎

えられた。そこで、その昔向学に燃ゆる若かりし

頃、立回さんより建築に関する図舎や雑誌の恩恵

をうけた人たちで、感謝の微意を表するため、さ

さやかな 小宴の会をもとうということになった 。

古い会只を擁する日本建築協会の会貝有志主催と

いう形て¥小川正氏と小林市氏がt仕話人代表とな

って、去る 2 月24 日夜、大阪グランドホテル地下

当日、こんにちの大阪の建築界の代表ともいうべ

き方々 40数名が参会し、 小川氏の司会、小林氏に

よる経歴紹介、来畑謙三氏による乾杯のあと歓談

に移った 。 なごやかな雰囲気のうちに、浦辺鋲太

郎、白石登喜男、吉田義男( 新建築社 ) 、稲田明生、

初氷紫、i I Ij ! l ! } 慶太郎、益尾辰雄、松村志i;lt 男、小

jI{1!-1、石原季夫、 小西山Ipの各氏ほか数人の方々か

らつぎつぎと 、思い出 話もかねてお祝いのことば

をのべられた 。立問さんは、娘さん( 松原姓) と

のパブ パインで、 「立田清君の喜寿を祝う会」 ご一緒に、終始、参会者の皆さんになごやかに答

がもたれた。 えられていた 。

花束贈呈も行われ、記念品 JWI呈には、参会者を代

立 回消 さんは、明治39年 10月10 日、 香川県大川 郡 表して川島宙次氏が記念品目録 ( おうむブ ックエ

つる わ

津田町鶴羽で和国家二男として生まれたが、他羽 ンド) を朗読して、感謝の芯: を表した 。帰りには、

思常高等小学校大正 7 年卒業後父親の死去に会い、 立聞きんより参会者全員に立派な内祝いを頂戴し

大正 8 年大阪にでて「柑11々堂」に !ffJ めた 。 f何11々 た。

主主 j は、古< 1明治27年頃から、立田幾次郎氏が続 上記以外の当日の参会者は、有馬正、池( 0 . ，品級、

営していたが、大正 2 年頃幾次日1¥病死のため、兄 今井得司、今西茂雄、大辻 ｴｲｲＮ ｾ ｽｦ 夫、岡橋作太郎、

・茂三郎氏が満州、はり帰国して後をついだ。立回 尾 色村f四郎、向後定男 、小林符志、近藤h'i 、佐々

さんは将 ＱＱ 々堂で、昼は建築図 ｩ Ａｾ Ｚ . 雑誌の配達に従 木森一、須 ｴｾ 栄一、高紙保夫、鶴岡 ｊｉ 召一、中出俊

Ip;. し、夜は大念商業学校夜 IHJ昔1¥や Y MC A英語科 自 Ｑ ｜ 、西村秀治、原因 Ｑ［ｾ 介、彦谷 ｽｉｉ 一、平固定男、

にかよって勉学につとめた 。 そのとき問 J，It した人 皇腕文、三宅任、村尾栄、矢野笠作、矢部文治、

には、後に竹 中工務庖の斡昔11とな った人もいたと 山西喜雄、出水六郎の各氏、それに '1'; 務局の松井

いう 。 JI召光、三木ちえ子、吉田悦この各氏である ( /IIN不

昭和 6 年に養子縁組となり、立国姓を名の った。 同)。

昭和 ＲＰ 年茂三郎氏死去し、空襲で焼けた ｪ 汚ｾｩｉ￬を再 ちなみに、相11々 堂は大正 9 年 3 月号より「建築と

Il f. J した 。現在は、鴻池ビル、大林ピルに支府をも 社会」の特約 j仮5
1

(5J肖となり、 l以後にいたるまでそ

っ。 の配付に協力された 。 また、大阪で発干IJ された

記念品贈呈

会場風景

22 挫築 とH 会/ 198岬 3 /1 ぢ

記念 に贈られたおうむブ ックエ ン ド

f$，再建築J 誌の自己イ寸や 「国際建築J の自己付にも尽

力された 。立回さんは 、大阪の建築文化を、図Z5・

を通じて普及された方とい っても過言ではない。

こういう合前のl汚主を祝う会に 、恩恵をうけた大

阪の池築界の人たちがこぞ ってお祝いにかけつけ

るということは、まことに関西的な快事で、大阪

に本部をおく日本，悠築協会として意義深いことだ

という 戸がしきりであ った。立国さんのさらなる

ご健勝をネJr ＱＩ 、米基＿のお干 ｔｾ い Ｈ 稲田朝生氏のこと

ば ) もできれば一一一 と思う次第である 。 ( M )
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中村義雄・日本建築協会員がハガキに描いた

中 / 島 ・中央公会堂のスケ ッチ ( 鋒尾辰雄

兄大阪市立行11品工業学校、高111:.';]こ11.5教諭が H

本建築学会近畿支部におい て¥1(1利58ijoに i l!月

ｩｦ ￬ｊ ｕｉ に大阪で ｦｦｾＮ 、た ｊ 建築家と ｩｬｬ 築教 ｔｊ につい

てJ と越して発表され、その発表の写しを中

村氏に送られたことに対する返干しのハガキ )

大J F. ¥1年代からの会 ri である| 判村忠一氏( 川大料、車Il ) が，1ハ、 11 記をむとにあらた

めて ｉｉ ｾ き起こされた行き ＱＱ の，也、い ＱＱＧ ， ( ' 1匹! 止と大災災口，il. J r ピカドンや八) 1/，11 

八時 |二1; .分 J ' 転倒タ11 'I i j など、立 IJI 川氏 ( ，1: :/，可 'm々 ';:t J I山主 ) をi l 1 i して本協

会に滋られてきたものから、 ' 1見iょR)' b' f 災日，il. j の円以の l 以 ( 全体は 20j ( ) を

そのまま製 )!!i にて利介します 。

圃上一…支部 l

設計条f ' I : テー Ｗ の趣 ｆｔ にＩ，ｾづいた「住まい」

を、課題敷地に ill 築するものとして設計する 。

一戸主!}; .W. )Tl ft 屯とし、 H，I . f 具、構造、設備の内

容はr ' l iJ l とする 。

広ｾＧ￟資料広 ｾｈ Ｂｴ絡制限なし 。

その他

設計コンペ1:t .;，}; 笠録 3  J1 31 円まで。

質疑受付 2  n  15 1: 1まで

広 ￡ｾ 図［ ｉ ｾＺ 従山 ｊｕ ｬｉＺｮ 4  J I14 n  - 5  )1 15 日

審公委只会 j!?家 h'l ( 点京芸芸大教授 ) を委n

長とし、往築関係者 7 1'， 以 1-. で桃成する 。

11 優秀' f t J O点以内。 その小から! ? 市岡県知"1';

賀 川111't 50万円 ) 1 点、その他。

その他詳細lは、 IjIj ，j己主 fljj 宇; にお ，{ . } . ねのこと 。

しています。

l  主催等

( 1 ) 主催

中島一氏が C B Cラジオに出演放送中

本会東海支1 f I IJ乏でもある愛知工業大学教授の同氏

は、l I ;o年 J OJ H"¥1 金l I /i1 日から! i j : j f ' i 金11出日の 9 :  30 

から名古屋テレビに 「住宅ア ・ラ ・カルト j に十以

来兆二氏とともに山出 10回シリーズもので、好評

f ' J l に終わ ったが、去る J 2 )-J 5  nから、土 ・日l I i'i! 日

をI除〈毎日J l :  30から C B C ラジオの i fj 二まいの

Q & A J に，'1-'. iiiUiI( ill '1' で、同氏のIiAによると当分

続くとのことである テー 7 は、作らし、祭・1¥、

ことわざ、 fi ，まいと、広範聞にわた っていて、こ

れまた好評を ＱｾｽＧ ている 。

!'ff'ト岡山H王毛民推進委員会( 会長、! ' f f ' ト

岡県布II T I i 住宅部長 比 奈I也徳正 )

建設行、住宅金融公J . j i . 、住宅 日I1市

技術公問、他。

m. 岡県 I浄岡土木 'I-qMYr ( 佳築住宅i l *)

的岡市有明日汀2- 20干422

Tel  ( 0542) 86- 9346 

i 21世紀に向か つての的岡県の住ま

し、 J

〔魁行〕

「住まい」に対するニーズは、泣から 11へ移

行したと言われており、雨 j瓜をしのぎ、寝食

するという機能にとどまらず、教育、文化、

情報、相祉、地域コミュニケーンヨン苦手の機

能を併せもつ総合空間として、充実させてゆ

きたいとする意織が高ま っている 。 また、 21

世 紀 へrI 材、 って、わが国は世界にもまれなス

ピードでお附化社会へと進展している 。 い っ

ぽう、ニューメディアが実用段階を迎え、ホ

ームオートメーション時代が近つ' いている 。

このように、今「住まいJ は新しい時代に向

か つて変わりつつある 。

そこで、 21i ! l : 紀を見通しつつ、今、処てよう

とする「住まい」についての従案を求める 。

3  

5  

-1t: 

アー- - ; >

(2) 後

(3) 事務局

2  

' 84ナ ゴ ヤ増改築フェアが開催される

H乍年 2 月に第 l 回として開催された. tf l &築フェア

は、 106 羽 20同体の出展で、会J m'l' の米場者が 6

) j  2 千人を数える猟況は、県民が.W: 改築に関して

淡い関心を寄せていることをうかがわせた 。

本年も、 '84ナゴヤ明改築フェア尖行委以会、. t r : 改

築推進キャンペーン実行委只会、 'i ] 日新聞社 ・中

許I1他的新聞社の主flij により、建設r - i ・愛知県 ' 1'，

r1i f u TIi ・愛知県市長会 ・愛知県 i町村会の後援を得

て、 3 J1 17 日[ [ : ) -20 日( 祝) の 4 円!日l 、午前1011年

~午後 5 時、才" ｉｾ￯ｦｵ ｬ 次ヒホール Ｈ 名 ｛ｬ￭ 長市中小企

業ー振興会館 ) にて/J f . IHl j される 。

これが住宅のh円改築の意義、 hyi 改築による生活改

善の姿、. t tl改築の安全、平子易なやり方、P ? : 改築の

ために ｉｾ 日 発された多くの ｻ 主毛部 品 、設 ＱＱｭ 機様、イ

ンテリア、エクステリヤ等の成* 等、↑ !怜Rネ ッ ト

ワークが米主号制ii な現在、 iW'ff. 者と情報を交換する

場として、イT窓義な fljj しであると、 l品l心と ml 待 が

寄せられている 。

静岡県住宅展 20周年記念住宅設計コン

ペ募集中

23 

i  !，f{. 岡県住宅展j は、本年昭和59年に第20回を迎

えるにあたり、これを記念し、住宅設計コンペを

実地されることになり、次の内科で、イ乍1171を募集
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光公害をシャツト

ENVI RO 

太陽が抗むということは、

エ キ サ イ ト し た ゲ ー ム で も 、 昔 は そ れ

までであ っ た 。 し か し 、 い ま の 若 者 は

口 を そ ろ え て 抗号義する 。 r E NVI RO LI  

-G H T  II カまあ る ぞ J

光 を 最 大 限 に 利 用 、 エ ネ ル ギ ー 効率

を 高 め る と 同 時 に 、 低 セ ッ ト 型 で 光 公

室 を最 小 限 に と ど め る よ う に 設計 .グ

の歴史を変えた. ノ

DecoTurf "  11 
1978年 か ら u s オ ー プ ン が 行 わ れ る

よ う に な っ た ニ ュ ー ヨ ー ク の フ ラ ッ シ

ン グ メ ド ウ のUSTA( 全 米 テ ニ ス 協会 )

ナ シ ョ ナ ル テ ニ ス セ ン タ ー の コ ー ト 36

面 す べ て に 採 用 さ れ 、 テ ニ ス コ ート の

歴 史 を 変 え た と ま で い わ れ る 全天 候 型

の デ コ タ ー フ 11 。 四 季 を 通 じ て 快 適 に

プ レ ー で き る と 、 日 本 で も 人気 抜 群.グ

耐摩耗性で勝負する紡湿床材

FLI NTκ 。ITE@

耐 久 性 、 耐 摩 性 、 ま た す べ り 抵 抗 性

や 亀裂 が で き て も 使 用 中 に 元 通 り に な

る復 元 性 、 粘着 性を 評 価され、 倉 庫や

工 場 、 駐車 場 に も 使 わ れ て い る だ け で

な く 、 不 燃 性 を 買 わ れ て yゲス工 場 や 爆

薬 工 場 の 床 に も 使 用 さ れ て い ま す。

さらに、 完 全無毒 無 臭 であるため、

各 種 食 品工 場 、貯 蔵庫 に も 進 出 グ

2E 己:t JL厄j自文蹟英実珊建材施設部門

本 社 〒530 大 阪 市 北 区 堂 島浜 |丁 目 2 番 6 号 (新大ピル 9 階) f i  (06)343- 0441 

大阪本部 干552 大 阪 市 港 区 南 市 岡 | 丁 目 11 ー 11 f i  (06)584一0681

東 京 干 |旧 東京都 中央区京橋 2 丁目 9 番 2 号 ( 等| ぬり 彦 ビル) f i  (03) 562 - 4676 

福 岡 干810 福 岡 市 中 央 区 舞 鶴 | 丁 目| 番 5 号 ( 舞 鶴 ビ ル ) 合 (092)72 ト 6640



財 団 法 人 日 本 建 築 総 合 試 験 所 だ よ り

動的加力実験装置

( 20t  f油圧サーボパルサ)

昭和58年 9 )J 、情造物試験室に !ff);的);11力実験装置 (20l frl l i 圧サー

ボバルサ : ( 州島 i_lt製作所製) が導入されましたので、その概要をご

報告します。

本装置は、椛ii 日11.f 1等の力学的性能を試験するための動的加カ装

置であり、疲労試験および i供給的)JII 力試験にも使用することができ

ます。なお、動的)JII 力試験としては、所定のf辰動波形をもつぶI重な

いし変位を試験休に負荷して、その過 iJ主的反象を調べる試験さ手を行

なうことができます。

本装置は、アクチュエーター ( 2200形) 、制御装世 ( E H F - E C

20形) および油圧淑( Q  F  - 70形、 l山 U以81 e  /mi n) から柿成されて

おり、アクチュエーターには M O O C 社製のサーボパ j レブ ( 72- 002

形) が取り付けられています。 アクチュエーターと制御装置を 写真

ー1に示しています。 なお、 写真ー 1は、本装置の試運転のためにアク

チュエーターをストロングフレームに取り付け、鉄' ，1-梁の正tt 繰 返

外部変位JI 守

写真 1 アク チニL エーター と制御装置

表 - 1 主なイ士機

(1)1，仏大向Of i . 動的: t 20l f、I'{(I(I'J 土30l f

(2)1比大・ピストンストローク :t 150mm 

(3) 繰返し .iili J.支 0. 00001- 2 0Il z  ( (11. し、 Al j お止による fLj イ干 )

!Iri 'ti ，¥特性別参 !!(I.

(4) !Il 1日卸 '1' 1' 1:j 吊i 、ストロ - 7 、外部変{ 立計 .f.YI IJJ(: 閃参 JI(I.

(5).f;'s/ I.¥JTIWIITi ，¥総のレンジ 作［ｪｾＱ￭卸 ＺＱ ＺＺＱ ニ土 ｊ して ＳＭＵ レンジ切 ＱＩ 伴え ｬ 可能

ＨＶ ＩＱ行 Ｇ ｊ ｾ ｦ， Ｇ ｩｊ Ｚ￦ 1":[ 弔t :  fキレンジ Hi iJ、Ul i. の: t l 0%  

またはフルスケールの土 0 2 %

ストローク 各レンジプルスケールの土1 . 5%

(7) 制御の安定l交 ｴ 刷 ｍ 安定度、干 ￍｾｊￚｉＨ 安定 ｊ ＡＧｊＺＮ

作レンジ 71レスケ ー Jレの土 1. 0%

ＨＸｈｬｩ ｬ ｬ￭ｾ ｬｉ ｩ 庄 ｪ 杉 正弘波、 三戸n . 位、ランプi位、ホールド i庄、ランダムサイン波、

ランダム三flJ i止、 j!ili t;f:j!&減三 fiJ i庄、ハーパーサイン波、その

品 ￼ｬ み合わせた波 ｊｦｾ

し1111 げ，1求荷を行なっている状況を示しています 。

4Z4主25の構成図は、 図ー1に示すとおりです。 なお、同図は、峨祈

jぷに固定された試験体( 略体等) T f i 書11にアクチュエーターで水平カ

を} J IJ カする場合の概念図を示しています 。

本装置では、 図ー1に示していますように、アクチュエータ一 、fI，l]

御 装 ;li およびirh庄 1師、がクローズドルー プに iili*古され、予め設定され

た11，111l倒JlI_t ( 桁重 、ピストンストローク、または外部変位) を 向動11，IJ

術lできるようになっています。 なお 、本装世の主な仕織と、 f辰I幅特

性図は、 表ー1と図- 2に示すとおりです 。

本装置を用いることによって、今後、動的川1力条件下の各純試験

のご依頼にお 応えすることヵ、できるものと考えております。4Z4受世

を使用する試験に| 共i して詳しいことを知りたい万は 、 椛造 物 試 験 室

の説尾までお気軽にお 問令せ下さい 。

ι
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O  

" 11""' 1  2A¥¥¥J  c . wJ 1'¥> 11 ＧＰｊｾ＠ 0 た行き先もないまま走り回る場面は、現代都市における家族の不安定さを象徴しているよ うで、きわめ O

V  U  V  8 て印象的であった。もっとも現実の家族は、いくつかの理由州、さほど容易には移動する ことのでき 8

転勤族 はどこへ行 く?

0 ない、む しろ定住を前提にした集団である 。だが一方では、生活の都市化が進行するにつれて、われわ 0

8 れの空間移動の度合いは高まり、ひとつのところに落ちついてはいられなくなってくる 。ニの定住と移 8

0 動とのズレから転勤と単身赴任の問題が生じ 、またそこでさまざまの悲喜劇が演じられることにもなる 。O

一 都 市 を 漂 泊 し 、 離 散 す る 家 族 た ち - 8戸え( ; 1 : 、こ れ 帥 れ わ れ の 加 や 職 業 問 点 附 加 す る 、 き わ め て 重 要 な テ ー7 のひとつ 8

原 章

移動の 22% が転勤・出向

都市は人口のモビリティの高い地域社会で

ある 。 人はさまさまな: g g 由で居住地を変える

が、1I i ' H1157年 に国土庁がまとめた人口移動要

閃制食によると、全L ! ; Iでみた場合、移動の理

由のトップは転勤 . 1:Uri'J で、全体の 2 2 %を内

めていた 。転勤 ・山 II'J を| 徐〈新規就職 ・IJ f.J :tIf

などの職業的理由が1 6 %、家庭の"JT怖が 15% 、

住宅 'JTi'ii が14 %、結婚が1 2 %、J沈学が 4 %な

のだから、転勤 . ILl II'J のために移動する本の

日さに ￟ｾ < 。昭和55年 7TJ から 56年 6 FJ まで

の 1 年 I/¥J に移動した人 11は約 720万人、単純

にその ＲＲＥ として ｾｈｾ ーすると、 ｫｩ［ 160万人が

本人、もしくは家族の転勤 ・山II'J のために移

動していることになる 。

増える単身赴任

1北米、転勤はサラリー 7 ンの街命とも巧え

られ、昨令がおりればーもこもなくそれに従

い、 2f: -f も夫の赴任地へ| 百l行するのが当然で、

ijl 身赴任でもすると、女房の手納iiJ もさばきき

れないだらしない 9J との焔印を押されかねな

か った。 しかし故近は、 子供の教育 ・進学や

マイホームの維持 . ｗ Ｎｅ ｾｬｬ などを埋山として単

身赴任するケースが急) 1 ，月している 。

労務行政研究所が1 I {{fl l57年に行った「転勤

をめぐる各純取り t&いの実態」調伐によると、

家政のし、る E伝切' d"i のうち、単身赴任はほぼ 4

人に 1 人の完IJ 合で、 30代前半ではせいぜい 10

人に l 人だが、 40代前半では 10人に 3 人、 50

歳以上だと 10人のうち 5 人にのぼる 。捌ゴ主の

対象とな った企業の 7 '，li IJ 強が、家族借同の赴

任を原ｬＡｉ ｊ としているが、イ ｉｾｉ 人行 ＱＱ 合の単身赴任

には援助しないという厳しい対応を示す企業

は14 .4% と少なく、やむを仰ない場介には単

身赴任を認め扱 JJ ) J を行う企業が58. 1% と圧倒

的に多し、 。そして半数以上の企業が、単身赴

任は川える 1可II 古lにあると符えている 。

欧米と比較すると

爪身赴任は日本特イTの現象だと言われる。

欧米では、1 1 : ーはできるだけ犬についていこう

とし、どうしてもそれができない場令は転勤

を断わる。それでも ! ! 里町に転勤させられそう

にな っ たら ｅ 伝臓を ｪｾ ぶという。

欧米と比較して、単身赴任という日本的現

26 也墜と社会 Ｑ ＹＸｾＧ Ｑ ＧＮ＠ 3  JJ ¥j 

0 だということである 。 o

8 自動車の一家は深夜の道をどこまて' も走りつづけねばならないのか、それともどこかにたどりっきうる 8

0 ところがあるのカ」一一答えはすぐには出てきそうにもないけれども、少なくともその手がかりをさがそ 0

8 うとするのが、今回の工 y セイの目ぎしていることである 。 ( 富永茂樹) 己

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0  

象が生まれる理由はいくつか考えられる 。ま

ず転 :if}J に対する A 与え方が、企業でもサラリー

マンでも、日本と欧米では大きく異な って い

る3 たとえば、会社に対する帰属意識の違い 。

言うまでもなく 、終身雇用 iljlJ のもとで強化さ

れた帰属柴円| への忠誠心が、日本の経済成一長

の原動力であった 。 r会社共同体」に属する

夫は、たとえ家庭の事情が家族いっしょに転

勤地へ転腐することを許さない状況でも、転

勤拒否という共同体の秩序を乱すような行動

をとろうと巧えたりはできないのだ。一方、

たとえばアメリカでは日本的愛社村神など皆

無に等しく、転: i f ) ; の話がもちあがると、地位

や待遇など条件を交渉し、納f守すれば受ける

し、しなけt L ば矩育する 。犯脅してトラブル

が起こるようなら、すぐにより良い職場を傑

し、見つかればさっさと変わってしまう 。

また企業の '1i!;Iff)J に対する巧えんーの追いもあ

る。年功序列を l京l!I J としてきた日本では、転

勤を .Hilll への一里塚と J 号え、大半の社員を移

動させ℃いるが、欧米では '1立生VJ させられるの

は幹部もしくは幹部候補生に| 浪られ、一般の

サラリーマンはほとんど一生同じ職場で働く 。

夫婦の幹、親子の紳

日本と欧米の転勤に対するバ与え万がこのよ

うに ｩｻｾ うとして、次に単身赴任ということだ

けで巧えてみると、夫婦の件 、税-f の紳のと

らえ方の述いカ、浮かびあがってくる 。

アメリカのチ131<06 告1) は両親の自jf 婦を経験

しているそうだが、しかし夫婦でいる間の男

と女としての糾の怖さは日本の比ではないよ

うだ。 日本では、新い世代は }] IJ として、大半

の夫は) ，l をそれほどいたわるでもなく、 ;長も

夫 j[ j r } とはそんなものと思 っている 。だから、

夫婦が離れて応らすことにも耐えがたいほど

の低抗は! 必じないようだが、アメリカでは、

夫はいつもよ犯にサービスこれ努め、いかなる

予約であれ、犬財 Ｕｊｉｊ 屑という・ ｊｾｲｾ はＡ政局の 一

歩手前と々えられる 。他方、税イー| 県l係、こと

にある ｴｾＯｾ 成長した ← 刊共と町視の関係は日本

よりず っ とドライで、もし F 供が学校のため

に父縦の赴任先へ行けないとな ったら、寄稿

令に入れてでも必は夫に同行するだろう 。 も

っとも 、日本式に巧一えれば、いつもい っしょ

にいなければ不安てイ土方がないのは、本当の

鮮がない証拠といえるかもしれないが、それ

が態のいい厄介払いの口笑ではないと言い切

れるだろうか 。

圧倒的 に多い「子供の教育 ・進学J 理 由

好んで単身赴任する人はまずいないだろう 。

皆なんらかの型由で余儀なくされるのである 。

先の労務行政研究所の調査によると、単身赴

任の旦I l 由として挙げられるのは、 「子供の教

育 ・進学J ( 95%) が圧倒的に多〈、 「住宅を

取科j ずみ J ( 49%) 、 「肉親の転居の困難性」

( 18 %) 、「家族の病気 ・出産 J (10 %) 、「安が

l!}J めている J ( 9  %) 、「赴任先に適当な住屑

がない J (  3  %) と統〈。 これは N H K大|波

紋送局教育部が、単身赴任者とその家族にア

ンケート調査し た結来や、 ｾＳＧ Ｑし売新聞社婦人者 ＱＱ

が行 っ た詰 ｉｾｦｴ 結果ともはほ一致している 。 」 二

に挙げられた互rr 件l以外に、家族が度重なる転

勤転居にうんざりし、マイホームでも怨てる

ともう '1伝情したくない気持ちになることも何

めないだろう 。労務行政研究所の調貨による

と、サラリー 7 ンの '1伝効回数は 35歳係長で平

均 1 91m、45成課長3 . 1[ [[1、 55成部長 3. 9回と

なっている 。

マイホ ーム を建てて根付くと

- 11 に '1日力とい っても、サラリー7 ン生活

のどのH寺WJ に、どこか らど こへ転勤するかに

よって、当のサラリーマンはもちろん、家族

にとっても持つ立 l床が全然迷う 。大切なのは

終の桝をとこに定めるべきかをしっか 1) とよよ

極めることである 。

一般的に言って 、本社 ( 本間 ) は大都市に

あり、支社( 支府) は 地方 '-1-'小都市にあるが、

40歳代を過ぎたサラリーマンは、本社に転I f f)J

にな った場合、その大 Mi 'l' i の近郊に家を建て、

出身地近くの支1 : : 1 に伝効にな った場介、その

地 }j nfnlTに} 討を定めようと決心する 。家も土

地もおいそれと口 ったり売 ったりできない 11;¥'

代、そこに定住できるだろうという( inif 元のも

とにローンでマイホームを手に入れ、住民と

して似付ーくのだ。 しかし、企業が自らの，論理

でまJr たな転勤命令を下さないとも| 以らない 。

大都市から仁|コ小都市へ、なじみ深い出身地か

ら紘もゆかりもない地} ' j MT i J へ転居するのは、



くらいは持ってほしいと思う。

転勤を見直し始めた企業も

単身赴任の Til)J fI が逆にサラリーマンの戦意

を喪失しかねないというので、企業もそれな

りの対応をし始めている 。たとえば、 日IJ 騎 手

当や- [ 1寺山11定交通費の支給、単身赴任者専用

務の ｊ 正光などをはかつているが、そもそもｾｾ

J Aな'l itg)J を強いないことが抜本策で、長崎 屋

や鈴木 n動 '11工業などでは、会社に申請して

登録されれば転勤しなくてよいような制度を

始めたし、三洋屯機は労使の話し合いの結果、

京年層は fl'l 僅的に異動させるが、 451，攻以上の

ＩｾＺ理職でなし、 Ｇ Ｑ Ｇ i Di 年者は、原J [ l J として転勤さ

せないという万針を確認した 。 またジャスコ

は、社以係汗! の|際、全国を 5 つの J也J或ブロッ

クに分け、それと全国ブロックの 6 つのブロ

ックごとに V 、るさと 別採用" を行い、入社

後 5 年間は原f ! l J として本人の希望したブロ y

クの 1;1、lに配属、 5 年後に本人の司令望を巧1伝し

て見也しすることにしたところ、会社訪問初

日の学生数が前年より 8 0 %アップしたという

(  rあ 、単身赴任』読売新聞婦人部制符、講

談社干IJ による 。 ちなみに、単身赴任てイ" [ が起

こるか| 品! 心をお持ちの) J には、この本の也12

なよ L休 WIJ を一読されることをお納めする) 。

新 しいホモ・モビリスたち

サラリーマンの方も、特に荒い世代では、

仕切人rfnになるより、日常生活を大' r ; . にした

いという人がふえてきたし、また、長男長女

l時代を反映して、両親との同居を i有7f 立するす年

者の比率は年々向まっている 。 そんなことか

ら、転勤をいやがり、とりわけ単身赴任など

点平 ｪ Ｚｴ ｬｬｾ と転動指向し、新たな職場をボめて

人材銀行に登鈷するサラリーマンも少なくな

相談相手、気を許し合う相手がなくなり、中山

神 的 !32恨のあまり不幸な事件が起 こることも

ある 。今年にはいって、夫が単身赴任で正月

も帰らず、 「女なんてつまらない 男として

だけ生きるのなら一人で生きていくべきだ

家族は必要ない」という治討を残して、安が

子供三人とｾＡ｜ｆ，足 ＱＱ 心 Ｑ Ｍ ＱＧ するという Ｇｊｗｉ ニがあった 。

チ供にと っても父親不イEの状態は決して望ま

しいものではなく、 JI '行化のきっかけにもな

る。 また、絞{ 街地'H? の夫がいなくなったため

に嫁姑関係が怒化した WIJ や、夜の寂しさをま

ぎらすうちアル 中にな った夫や妻、家計が二

重になることによる経済的圧迫、夫や妥の浮

気等々と、単身赴i J :tこ伴 ってJ包こる問題は枚

挙にいとまがない。

特笠したいのは、単身赴任者に材料l的障弐:

51tだ ってあまり気が進まない 。 それに、いつ

またよそへ転勤になるかわからないという心

配もある 。結局、妻子はそのまま政り、夫だ

け単身赴任すれは. よい、いずれは犬も刈 って

米てい っ しょに住めるのだから、という結論

を J4が下す。夫は仕方がない、としぶしぶ同

恕する 。

人生に目ざめる妻 たち

単身赴任がふえていく? ? 以のひとつに、必

の人生に対する目ざめがあることは忘れては

ならない 。 アンケート調公では「必が日UJ めて

いる J は型rl l とし てまだ数は少ないが、 n分

の. 1 三きがいを {上・l' dこ凡いだそ うとしている- / ; (

'1' 1 : は雌J t に附えているのだから、; n . 米、 i ，f;L， も

1: 1:  'J'; をやめるわけにはいかない、転勤するな

らお一人でJ とJ4からけんもほ ろろに汗われ

3

児

絶

命

、

妻

重

体

遺

百
「

女

な

ん

て

つ

ま

ら

な

い

」

し、 。

いくらf ，j lrli の人! 日lはホモ ・モビリスだとい

って も、 n分の立志以外のものによ って、暮

らしの場を変えることを余儀なくされるよう

なことが、そういつまでも続くわけもない 。

ベンチャービジネスに代表されるように 、能

力と意欲のあるサラリーマンにと っても、年

功序列 終身雇用的発泡! は絶対的なものでは

なくなりつつあるし、減速経済の '1' で身艇に

なりたが っている企業も、これまで; r n りの社

只まるかかえは不利益と巧ーえ始めている 。 そ

れはそれでまた新たな雇用と労働の問題を生

じさせるだろうが、いずれにしろ、 " M々 一

家. ，といわれる企業とサラリーマンの家族主

義的な l核い紗も、徐々に弱ま っていくだろう 。

そして、これからは、自分の意志、で職場を選

ぴ、作らしの坊を決める幸庁しいホモ ・モビリ

スたちが、続々と出現する時代にな っていく

のではないだろうか。

玉

をきたす者が多いことである 。村村l 医学者の

大熊純雄氏は、 ljl 身赴任を契機としてうつ病

にな った人の場令をとりあげて、 「転 tg)J に伴

う地位の変化 ( 昇 進 ) による責任の明大」、

「職務内容の変化による負担の相川」、 「勤務

地の移動に 1・ドう文化 ・風土 ・人的などの変化

による対人関係の ft .I1! J があり、これに単身

赴任という条件が加わり、これらすべての負

判 が 「メランコリー明性絡」のうえに誘| 苅し

て)J 日.mされて、うつ病を発病させるにいた っ

たもの、とi & べている 。

ヨEの n立に; j ( をさす気はも頭ないが、 「平

主は達者で留守がよい j とうそぶ〈奥綴方に

は、せめて j その心身に対する理解と思いやり

崎

i???ZE語! ! ?手持れを22372t;fz

奇襲ii!?!?ia説得器!?11iiiiq

;222!??=iii 誤認iiif:iii

!!?j 

zod極

端 i

Z3ZR 
、+亡曲五壬E

Eizz 

i;iji!2 
23許可55  

229ミ553量三

るJミも少なからず出てくるだろう 。そ れだけ

ではない 。 先ほども少し触れたが、職業を持

たないにしても、女性のＡＢｉｽ工心が ｊｉｾ 然と ＡＺＮＵ ま

って いく のは 時代のすう勢とい ってよく 、JZ

が n分の人生を1 ' 1分の手で切り l)f.J こうと巧ーえ

山したら、いつまでも夫に従 って転勤転 J，lf を

繰り返すことはしなくなるだろう i  ｲｬｊｾ の

教育J や 「マイホームの品H持・竹: J ] U などの

ぷ li'J きの旦ll r: 1 J ばかりに目 をとられて、その災

にある令〈別のJ ! ll 白を見過ごしてはならない。

深刻な単身走t任の弊害

しかし、いかなる理由があるにせよ、 fjl 身

赴任が犬、 2i 、イ- 供にと って i11い波紋として

のしかかってくるのは事実である Jl もj とも 自'1 ，じ社細山部)
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見 苦 し さ と 整 頼 感

屋 外 広 告 物 法 に つ い て は 御 存 知 の こ と と 恩 う が 、 江 戸 H寺 代 に も さ ま ざ ま な 沿 道 規 制 が あ った。 なかでも

面 白 い の は 外 国 使 節 が き た と き の 沿 道 強 制IJ で あ り 、 そ の 基 本 は 見 苦 し い も の を 取 り 除 く こ と に あ っ た。

見 苦 し い と は 日 常 的 な 生 活 に 関 係 す る も の が 雑 然 と あ っ たりすることらしし、 。 見 苦 し い の 対 概 念 は さ っ

ぱ り と い う こ と に な ろ う か 。 客 を 自 宅 に む か え る 時 は 、 だ い た い ど こ の 家 で も 部 屋 を か た ず け る わ け だ

が 、 ど の 経 度 が か た ず い た と 思 わ れ て い る の か を 実 験 し た 例 が あ る 。 中 流 の 日 本 人 と ヨ ー ロ y ノマ人の

婦 に 、 実 際 に D K を か た ず け て も ら っ た の で あ る 。 すると日本の主婦は、食昔誌を洗い、流しの水切りかご

に 食 器 を 入 れ た 段 階 で 、 か た ず い た と す る 事 例 が 多 か っ た の で あ る 。 こ れ に 対 し 、 ヨ ー ロ ッパ 人 の 主 婦

は 食 器 を ふ き ん で 拭 き 、 こ れ を 食 器 棚 に 収 納 し た 段 階 で か た ず い た と し た と い う の で あ る 。 流 し の 水 気

ま で き れ い に 拭 き と った 主 婦 も か な り い た と い う 。

この結ー果を見て、日本の住宅は狭いからだという理由を足い、っくかもしれない 。 し か し 、 こ の 二 つ の室

内 景 観 を 日 本 の 主 婦 に 見 せ る と 、 日 本 の 事 例 の 方 に 暖 か さ を ! ぷ じ 、 ヨ ー ロ ッバ の 方 に は き れ い だ が 冷 た

さ を 感 じ る と い う 。 住 む な ら や は り 日 本 の 方 が い い と い う の で あ る。 ( K  .  N )  

保 全一 一現代建築へのいたわり 一 一

建 築 の 保 全 と か 斜1:持 管 理 と い う こ と は が 、 ょ う や く 脚 光 を あ び よ う と し て い る 。 毎月の雑誌に先日介 さ れ

る 完 成 直 後 の 建 築 は 、 果 樹 闘 で も さ た て の 果 物 の よ う に 新 i(! !('. で 光 以 が あ る 。 し か し 何 年 か た って 再 び 訪

れ て み る と 、 無 残 に 老 い て し ま っ ている例が多し、 。 その原区! と し て は 、 設 計 の 段 階 で 配l邑を欠いたこと

も あ げ ら れ る が 、 保 全 に か ん す る 認 識 不 足 に よ る も の が そ う と う な 数 に の ぼ る 。

古 建 築 や 近 代 建 築 の 保 存 運 動 は 、 も ち ろ ん 深 い 意 義 の あ る 行 為 だ が 、 現 代 の 街 並 み が し っ と り 美 し く 之

い て ゆ く た め に 努 力 す る 義 務 も 、 ま た わ れ わ れ に は あ る 。 よ か れ あ し か れ 、 い ま の 街 な み は ま さ に わ れ

われの時代が布Ij った 街 そ の も の な の で あ り 、 建 築 な の で あ る 。 jF r い将来、保全のしくみが倣立 され、そ

れ が 建 築 評 価 の ひ と つ の シ カ と し た 要 素 と な る べ き で あ る し 、 そ の し く み の あ る 部 分 は 条 令 化 さ れ て よ

い と 考 え て い る 。 保全とは現代建築にたいするいたわりと忽し、やりであろう 。 ( T .  S )  

無 題- 3

( I非:j ｾ［ｾまであと ＰＰＰ 日 〉 日本人好みのキャ ｹ チフレーズが正月のサ ン チカ広場で見かけた 。 オ ミ 年 Ｘ 月

世 界 各 国 の 茶 人 が 神 戸 に 集 ま り 、 そ の 技 を 競 う ユ ニ ヴ ァ シ ア ー ド 神 戸 大 会 の キ ャ ンペ ー ンである 。 まだ

1 年 以 上 も あ る 3 桁 の 数 字 と は い え 、 そ の 瞬 間 私 は ポ ー ト ピ ア ' 81の こ と を 思 い 出 し た 。 日 に 日 に 減 る 数

字 を み な が ら 、 い く つ か の 仕 事 の 打 合 せ を 続 け た 。 い ま に な れ ば 懐 か し さ も あ る が 、 身 の ち ぢ む 毎 日 で

あ っ たことを忠、い出し 、複雑 な気持であ っ た 。 人工 ｲＺｾｪ の完成と新しい情報都市への出発を記念して布 Ｑ Ｑ 一

市 が 主 催 し た ポ ー ト ピ ア ' 81は 予 想 以 上 の 入 場 者 を 集 め 成 功 裏 に そ の 必 を 閉 じ た 。 成功とは、たんに総足11

上 黒 字 だ か ら と い う わ け で な く 、 一 都 市 が 6 ヶ 月 間 に 約 1600万 人 も の 人 を 集 め た と い う 'J'; 笑 に つ い て で

ある 。 市 は こ の 陣 覧 会 の 実 態 を 通 し て J 人を集める。企画から実現へのノウハウを、しかと学びと っ たこ

とである 。 そ し て 確 か な 財 産 に し た に ち が い な い 。ポ ー ト ピ ア ' 81は 人 が 集 ま り 情 報 が 交 流 す る 新 し い 都

市 像 を め ざ し た 神 戸 市 の 笑 験 で あ った と も い え よ う 。

ポ ス ト ポ ー ト ピ ア は 〈ユ ニ ヴ ァ シ ア ー ド ' 85) であ った 。 この」刊行しく n立ゆし、ばかりの企阿力、き っ とポ

ー ト ピ ア で 学 ん だ ノ ウ ハ ウ が 充 分 生 か さ れ 立 派 に 成 功 す る だ ろ う。 ( I羽右下まであと何回 〉 この 数 T まで

が 主 iiii 者 の |主i信 の 表 明 に も み え て き た 。
T

 

H

 

す り 足

今 年 は 例 年 に な く 採 さ が き び し く 、 東 京 や 大 阪 でZ・に足もとをとられてすべ 1) 、 竹 折 し た 人 が 多 い 。 人

は 本 能 的 に j忌 も と の 状 態 に 応 じ て 歩 き か た を 変 え る 。 一般 に すべ リ易い j未になると、 J trl J が小さくなり、

少 し 前 か が み に な っ て 歩 き 、 勾 配 が あ る と こ ろ で は - :it - J t た し か め る よ う に し て い る 。 雄 物 内 で 床 材

の位士i [ によ って 、 ま た 同 じ 材 質 で も 表 面 の 状 態 に よ っ て 、 す べ り ほ 抗 他 が 述 っ てくる 。 ご く汗i 11i の オ フ

ィ ス は プ ラ ス チ ッ ク 系 の 床 材 仕 上 げ が 多 〈 、 わ れ わ れ は 長年 こ れ らの 床 に な れ て 、 何 気 な < Jj; 、い て いる

が 、 日 本 人 の 歩 行 の く せ と し て す り 足 歩 行 が な 外 と 多 し 、 。 婦 人 がハ イヒ ー ルで プ ラ スチ ッ クの 床 をIJ 旬を

リ長 っ て 楓 災 と 歩 き 、 足 を す べ ら せ て 見 ギ に し り も ち を つ い た のを FI の あ た り に し た こ と が ある が、 O L

が ベ タ 靴 で 少 し す リ 足 で 歩 く の も 、 す べ り に 対 す る 向 術 の た め か も し れ な い 。

じつは枇近、これらのことを証明するようなテータが利られた 。 ｾ新 築の オ フ ィスヒ ルで 、 全 館にコ ン

トラクトカー ペッ トを倣 きつ め 、 使 用 2 ヶ 川 経 過 し た と こ ろ で 会 入 肘 者 に 対 し フ ロ ア の な z獄、，l H附: 制作

を 行 っ た と こ ろ 、 不 満 を 表 明 す る 意 見 と し て 、 ま っ た く フ ラ ッ トなカー ペ γ ト の 床 で あ る に か か わ ら ず

「足がつ っか か る J [" 足 が つ ま づ く こ と が あ る J と 回 答 し た 人 が 男 性 2 名 、 女 性 で10名 も い た か ら で あ

る。 こ の 床 に 似 れ る に し た が っ て 解 消 す る も の か ど う か 、 後 日 同 調 査 し た い と 思 っている 。 ( T .  0 )  



特 集

ビルのリフレッシュ

内 外 装 補 修 技 術 の 現 状 と 発 展

い ま 、 な お 続 く 景 気 低 迷 に よ り 、 省 資 源 ・省 エ ネ な ど と い う 言 葉 が 幅 を き か せ 、

建 築 の ほ う で も 古 い も の を な ん と か う ま く 使 お う と い う 動 き が 目 立 っ て き た 。

そ の た め 古 く な り 劣 え た 機 能 を 回 復 し た り 、

さ ら に は 新 し い 機 能 を つ け 加 え た り す る 技 術 が い ろ い ろ と 提 案 さ れ て い る 。

こ こ で は 主 と し て 屋 根 ・屋 上 、 外 壁 、 床 の 漏 水 、 剥 離 、 摩 耗 、 汚 れ に

的 を し ぼ っ て み た 。 ( 設備 に 閲 し て は 本 誌1983年 7 月 号 で 特 集 し て い る 。)

ま ず こ れ ら の 補 修 の 大 前 提 と し て

構 造 の 健 全 性 を ど う 確 認 す る か 、

お よ び 屋 担 ・ 屋 上 関 係 の 補 修 に は ど ん な 方 法 が あ る か 、

この二つのテーマについては総括的な立場よりセ・ネコンの方に、

そ の 他 の 種 々 の 提 案 は 主 と し て 建 材 メ ー カ ー に よ り な さ れ て い る の で 、

専 門 の 立 場 か ら そ れ ら の 方 々 に 執 鐙 い た だ い た 。

以 上 は 施 工 を 専 門 と す る 立 場 で の 多 少 片 寄 っ た 記 事 に な っ た と 思 う が 、

最 近 の ア メ リ カ の 動 き な ど も 含 め た も っ と 大 き な 観 点 か ら 、

こ の 道 の 権 威 ・小 林 消 周 先 生 に ‘ リ フ レ ッシュ。 に つ い て 説 い て い た だ い た 。

結果として、

い ろ い ろ な 立 場 の 方 々 に よ る ゴ チ ャ マ ゼ 特 集 に な っ た か も し れ な い 。

し か し 、 そ れ は そ れ で 面 白 い の で は な い か と 思 う 。

こ の 特 集 が 皆 様 の お 役 に 立 て ば 幸 い で あ る 。 ( 荒 川 治 徳 )

総 論

ビルのリフレ γ シュー内外装補修技術の現状と発展/ 小林消周

各論

各論1 . < 構造体〉

精進体の診断と対策/ 磯畑締

各論2.<屋根 ・屋上〉

屋椴・屋上の改修/ 河谷繁樹・石田安博

各論3. <外壁〉

1  . コ・ム状弾性仕上材による建物外壁の改修/ 川瀬春樹

2 . 従来のサ ッシをアルミ サ ッシ に改修/ 竹田康二

3  ホーロ ーでカバーす る工法/ 石川淳一郎

4 .  G  R  C でカバーをかける工法/ 大沼邦由

5. 樹脂の注入/ 金子敏雄

6. a  . 酵索による洗浄/ 足立隆之

6. b. フッ紫系錯塩によるビル外壁洗浄/ 河野秀夫

各論4. <床〉

l  プラスチック系床材料の貼替え工事/ 千合尉雄

2. 塗り床による改修/ 大図階士

本特集の編集企画は、荒川治徳氏( i 肯水越設) のご協力をいただきました.



. 総論

ビノレのリフレッシュ

内 外装 補 修 技 術 の 現 状 と 発 展一一

小 林 清 周

1  .  ピルの減耗とリフレッシュの意義

ビルのスト ックが増加するにつれて、貸ビル界では「空き室が目立ち始めた」と心配する向きもあ

る。経済界の不況が、おもな原因であろうが、これまでのビル投資もやや過剰気味とな っているよう

である 。いずれにしても「スクラ ップ ・アンド・ビルト」の時代は過ぎ去りつつあ って、これからは

既存ビルを大切にし、リフレ ッシュによって全面的に活用を計ることが、今後の焦点といえるであろう 。

a. ピルの故障

ビルの一生を通じて発生する故障の件数の頻度を概念的に表 1

現すると 図 1 のように 2 つの曲線が構定されよう 。 1 つは竣工組

ｾ＠

後、経年の浅い時期( 初期と呼ぶ) に発生するが、これは設計長

や施工の不備が主因て、あって使用後、急激に故障が表面化する 3

もので一般にかし (暇庇) とよばれる 。他の曲線は経年にした

がい自然的原因や使用のくり返しにより、材料や接合部が減耗

するために発生し、年とともに次第に故障の件数が増加する 。

b. 修繕と改良

経年故障の原因の多くは減耗であるが、これを放置

しておけば機耗が失われていくので、減耗の回復作業

を行わなければならない。 この関係を 図 2 で説明する さ

掛

と、減耗は O点から始まり経年とともに、その率が増 護

加し T 年で破壊するとすれば O- T 曲線はひとつの部

材、またはその集合体であるビルの減耗状態を示すも

のであるが、この曲線上において t 年に対応する P 点

経年故陳 〆

'¥_，/ 

ト 初 期 叶ー一一中間期一一一←一末期 →

経年 一一ー

図 1 故障の頻度と 経年との関係
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当初の減粍曲線

100 

T  

一 一 ー 経年 ( T )

図 2 減 耗 と修 鎗 ・改良

で修繕を行い当初の機能のレベル O - s 直線上の P '点まで機能回復を講じたとする 。 しかし、こ の P '

点もやがて減耗していくので、前と同様に修繕 をくり返すこと になるが、これ らの修繕のく り返 しに

よっても完全に回復は不可能で、あるので、 O- T'曲線のように破壊点 T 'に到達することになるであろ

っ。なお、場合によ っては O- T ' 曲線上の P 1点で修繕を行い基本機能 Po点のみならず、さらに機能

を向上させた P 2 まで上昇させることもあるが、これを改良といい、 P1 - P
oの修繕とは一応区分され

る。現在のビル補修に際しては、たんなる修繕のみでなく機能を向上させる改良をともな うことが多

い。 これをリフレ ッシュとよ ぶことにする 。

C . リフレッシ ュによる付加価値

神戸の分譲団地の取引例を調査したときのことであるが、

外壁塗替えの前後で 100 万円以上の差があることが判 った。

再建価格が 800 万円程度のマ ンショ ンに20万円程度の塗替え

費用をかけただけで、どうしてこのように高〈売れるのであ

ろうか。筆者なりに 表 1 のように部分別に積算したのである

が、結論的には、女性の化粧のように「みかけ上の錯覚」で

30 建築と社会/ 印刷年 3 月号

当初価格 13年後 外壁塗替 みかけ上

〈体 30 25  25 30 

外義 15  10  13  15  

内装 15  10 10  12  

屋4且 10  5  5  8  

段備 30 15  15  20 

合 計 1∞ %  65 68 80 

(例)

8∞ 万 円 800万円
520 '  544 "  640  "  

表 1 外 壁 塗幸蓄えによる不動産価値 の 変 化



あろうと解釈した。しかし 、これで

は納得がいかない。

そこで、大学院生たちによる調査

を行った 。 まず、マンションの居住

者に 図 3 のようなアンケートを配布

し、各要素のウエイト( 重要度) を

重回帰分析によって求めたところ 図

4 のように、共用部分の仕上げや規

模などを表現する風格 (No. 20) のウ

エイトが最高値を占めることが半IJ っ

た。例えばNO.20を「普通J とし、そ

の他を「ややよい j とすれば塗替え

前の評価は、 0. 757X 1  +0. 223X 0  

= 0 .757 となるが塗替えによって風

格が「ややよいJ に上ったとすれば

合計点は 0 .980に変り価格は、 520万

円 X 0. 980/ 0. 757=673万円に上り、

150 万円も高くなる 。 人聞の頭脳と

いうものは、このように「建物の美

しき」を高〈言平価していることがは

じめて判った 。 なお、貸ビルのテナ

ントに対して、施設条件の評価を求

めた筆者の研究によっても、内外装、

規模を示す「風格j のウエイ卜は表

2 のように最大であることも付記し

たい 。 したカずって裕HI 多にあたっては

機能の回復、向上はもちろんである

が、外見的効果のあるリフレ ッシュ

( 新鮮さをとり戻すこと) が大切で

あることを強調したい 。

2. 構造体の老化対策

直E ピ竺 |巴巴
大阪エ割腫大司I t . . 医学科

小事事B 鏑 経 済 研 究 室

TEL. 06- 962・3131 < 向瞳却)

各居住者にて記餓願います.
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( 注) 図 - 3

・評価は、建築条件の他に

立地条件、管理条件、総

括評価を求めたが、ここ

図 3 アンケー卜
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評価法小林清周 : 建築

士と笑務: B1l 58.  5  

( 注) 図 - 4

0 評価値をつぎの通り仮定
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20 姐 鞠 町 風 格

0.9剖

合 計

o  0. 1  0.2 

[注] b =0. 02D ウエイト 一一一ー

図 4 建築条件各事項のウエイト

No. 区分 司五 ヰi ウエイト

II 立体交通の便( エレベーターの待時間、スピーに人只、階段) 0. 090 

トー

12 ピ 平商交通のfiE (使所・手洗・ E Vホールまでの距離・廊下の広き) 0. 099 

トー

13  事務室の快適性(窓の大きさ、天井高、内装仕上、窓からの景観) 0.158 

ト一一 Jレ

14 エアコ ンの適否 0. 096 

ト一一

15 グ〉 採光、照明の適否 0. 079 

トー

16 給水・衛生( 洗面所便所など) 施訟の適否 0. 132 

トー 施

17 ピノレの風裕( 規模、玄関、内外装) 0. 188 

トー

18 設 駐車場( 収容能力、運行の難易) 0. 049 

ト一一

19 管理状況(警備、清掃、設備管理、防災) 0. 109 

ぷロ益、
計 1. 000 

褒 2 貸ビル施設に対する各事項のウエイ卜

内外装のリフレ ッシュの前提として、構造体の健全きが大切であることは論をまたない。ここでは

R C造を中心とした老化対策の概念を述べる 。

a. コンクリートの収縮亀裂

コンクリートの組成を局部的にみれば図 5 のように砂、また

は砂利とセメントの結品が 1 点で接着している三角錐であるた

めに、圧縮には強いが、引張にはきわめて弱い 。そこで鉄筋を

挿入して補強するのである 。 しかし、施工時の水分が蒸発し乾

燥するにしたがって、全体が収縮し、鉄筋があるにもかかわら

ず、床版や壁体には 図 6 のように亀裂が発生する。この収縮亀 (注) Alfred M Frendent ha! J Non El a恥 B ehav町

。f Constructi on Materi al  

裂は構造的には、それほど、不安のものではないが雨水が浸透 図 5 セメントモルタルの梅造

して漏水の原因となり、また内部の鉄筋を錆化させるので、この対策が肝要である。

砂
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( i 主)

図 B、ー 1 、- 2 、鉄筋コンクリ

ート造の収繍亀裂

①架憎の変形 ②外壁の亀裂

ビ

ル

の

中

心

線

屋上
ハラベット

5 階 ロロロ- - u. _ Q_I蜘

| ロ 口 口 口 口

; ロロロロロ

| 口 口 口 口 口

4 階

3 階

2 階床

図 6 - 1 床版の収縮と亀裂

きそ

図 6 - 2  外壁節分の架構の変形と亀裂の性状

ょゴメゴ工了|雌

b. 中性化と命数

コンクリートの新しいものは、いわゆるアクの強いアル

5. 0 

カリ ( pH値が12以上) を示すもので、これが内部の鉄筋の 苫

腐食を防ぐ役目を果たしている 。ところが空気 中の炭酸ガ ｾ＠
3. 0 

スが空隙から内部へ侵入すると、水酸化石灰が炭酸石灰に 定

ゼ 2. 0

変るためアルカリ性を失い、防錆力が次第に減小していく 。ま 1. 0

したがって空隙の多少が R C造の命数に大きく影響する

図 7 経年によるコンクリート中性化の進行度

るので建築学会では、その関係式をつぎのように定めている 。

ものであるが、その空隙は水セメント比に大きく影響され

o  10 20 30 40 50 60 70 80 90 1∞ 

0.3( 1  +  3  x  )  .d
2  

(x一0. 2)2

ここに t =経年 d = コンクリート中性化深さ (cm) X  = 水・セメント比

この式を図化 してみたが (図 7 ) 、品質があまり上等といえない水セメント比 ( x ) =0. 75 の場合、

鉄筋のかぶり厚きが 3 cmであれば、中性化するのは 43年となる。ここで雨が浸透するような外壁、外

柱などの場合には鉄筋が錆びるので、これを命数としている。一方やや品質のよい x=0. 65 では 66年

に命数が延びる 。 したがってなるべく水セメント比の少ない良質のコンクリー卜にすることは、延命

の根本策である 。

c . 海砂による鉄筋の鏑化

最近の海砂使用のために発生する鉄筋の錆については、テレビや新聞の漫画にまで掲載されるよう

になった。良質のコンクリー卜で施工していると思われる新幹線や、高速道路の鉄筋まで錆びて、コ

ンクリー卜が刺落するのであれば、水分の多いコンクリートの分譲マンションなどは一応「塩気があ

ナ ウガ

るかどっかを嘗めてみてから買う」という穿った言葉もでよう 。 まさか、それほど、塩分が多いわけ

ではないが、少くとも普通60年以上の耐久性があるとされている R C造でも、わずか 10年程度で錆化

する例もみられるようになってきた 。建設省では通達によって「海砂の塩分が 0 . 2 %を超えたものは

禁止J となっているが、対策として水洗いをするといっても、その設備や水道料などに高額の費用を

要するばかりでなく、その排水は農耕、漁業にも影響するので処理に徹底を期することは困難で、ある。

したがって一般に 0. 3%程度の塩分を含む海砂が、まかり通っているものと考えなければならない。

アメリカでも高速道路に氷結防止用に塩化カルシュームを散布するため床版の鉄筋が腐食しコンク

リートがポロポロの現状にな っていると報道され、筆者も先般その現場をみたが、日本では海砂によ

り、上記の土木構造物はもちろん、建物でもマンションのバルコニーなどは危険が迫っていると思っ

ている。これらの補修にあたり、アルカリ性の強いモルタル塗やアメリカで実験中の陰極防食法など

があるが、根本対策として次章に述べるように内外装により水分の浸透を遮断することも肝要となる 。

3. 内外装のリフレッシュ

内外装は美観上、大切であると同時に構造体を防護する重大な役目をもっていることを、くり返し

述べた。ここでは、その耐久性や機能の保持についてふれてみたい。
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a. 屋被防水

屋根の目的は種々あるが、雨露をしのぐことは最大

の目的であろう 。建築基準法第 2 条で、「建築物は屋

根及び柱もしくは壁を有するもの」とある 。 したが っ

て雨が漏るようでは本当の建築物とはいえないかもし

れない 。漏水には防水層の立ち上り、勾配などの雨仕

舞の不始末の原因もあるが、その多くは屋根コ ンクリ

ート版の収縮亀裂 ( 図 6 の a ) による防水層の切断が

按

渚

剤

図 B 防水シート床版の亀裂

主因とな っている 。図 8 で、コンクリート版の亀裂発生に際し、防水層は亀裂幅 c にそ って a だけの

肌離れがあるものとすれば、防水層の伸び率 e は

2 a + c  c  ，. 

伸び率 e =ーす τ 二 一 一 1 = τ τ となる 。

もし下地との接着が強〈、ほとんど肌離れしなければ 2 a  =  0 となり、 e =∞。 このような場合に

は伸び率は大きくとも切断するので下地との接着カが、あまり強いのも考えものである。昔から使わ

れているアスフアルト防水層は巴 = 5 %程度であるので c =  5  mm幅の亀裂が発生した場合、肌離れ2a

= 10cmなければ防水層は切断する 。そこで近頃はアスフアルト防水層の場合に「点づけ」か「浮かし

貼」のような下地との絶縁工法がもちいられるようにな った。なおこれに代わるものとして、伸び率

の大きなゴム質系の高分子が普及し、 シート防水、 塗膜防水として利用されている 。施工時などにお

ける外傷や、耐久性に 注意すれば充分に役立つので今後、い っそうの開発を期待したい 。

b. 外壁銅l落

ビルが増加すると防災上のいろいろの事件が発生するが、そのうちでも外壁の剥離落下は人命にか

かわるのでとくに重大で、ある 。通行人の肩にタイルの破片が、さわ っただけでも巨額の賠償請求がと

り沙汰されている 。このような事故が、き っかけとなりニューヨーク市では 1980年末に外装点検条例

(Bui l di ng Facade Inspecti on Law. . . -Local  L aw， No.  10) が公布された 。 その概要はつぎの通りで

ある 。

① 6 階以上のビルの所有者は 5 年ごとに、この書類提出の義務を負う 。

② 外装点検は登録された建築士か技術土に依頼して精密な検査を行い報告書を作成する 。

③ 欠陥があれば今後の補修計画を登録された建築士か技術士の指導のもとに作成する 。

この条例に対して建築士、技術士側としては「精密な検査J といわれでも視覚か写真でよいのか、

または仮設足場を造 って打撃、試験機器で検査をするのか、いろいろの調査方法があるが、この条例

の規定報酬額では安過ぎて満足な検査はできかねる 。 まして、「今後の 5 年間に剥落事故が発生した

場合に責任を負うことにな っているので、こんな少額ではお断わりする。」と主張してビルの所有者か

らの依頼を受けつけない者が多くでてきた 。 さらにア パート所有者からは「家賃統制令のため、検査

費用など捻出できない」という反対もあり、提出義務のある 8846ビルのうち、 1982年 7 月で42%が未提

出とな った。そこで当局は所有者の怠慢として法廷で糾弾すると発表し、強硬な姿勢を採 ったことも

あって、 1983年12月末まではどうやら 95%が提出されたとニューヨークタイムス (1984年 1 月 8 日)

は報道している 。

日本でも最近は外壁タイルの剥落事件は新聞紙上でもみられるようにな ったが、先般、建築基準法

第12条の検査義務の範囲が拡大され、いままでの特殊建築物のみでなく、 一般の事務所ビルにも適用

されることにな った (1983. 5 国会通過 ) ことは、まことに機宜をえた処置であると思 っている 。

建築界でも刑法第 211 条の業務上過失致死傷により 15 年以下の懲役」などで訴えられることのな

いように、設計、施工で留意するとともに、点検 ・補修にあた っては万善の方策をとることが必要で

あろう 。
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c. 床材の選択

筆者が建設省の営繕計画課長時代

に G . H.  Q  ( 占領軍総司令部 ) に出

頭を命ぜられ、係官から「アメリカ

では、すべての庁舎のメンテナ ンス

はいき届いているが、日本では、ど

の役所へい っても汚らしい 。君たち

は建てることは一人前かも知れない

が、建ててからの管理知識が乏しい

ようだ。先般、関係者から、占領軍

用の病舎が竣工した。 というので引

継ぎのため視察したところ、廊下の

アスタイル床に厚〈ワ ックスを 塗 り

つけてツルツルにさせているが、あ

れでは外見は奇麗に見えても病人は

滑るおそれがある 。 もし骨折でもし

たら君は責任をとるか」と叱られた 。

「そういう場所には滑らないゴムタ

イルを使うものだ」 といわれ、さ っ

そくアメリカから取り寄せてもらい

貼り替えた覚えがあるが、床という

種類

弾

性

床

材

繊

維

床材

そ

グ〉

他

σ3 

床材

表 3 貸ビルの専用部分における床材料

用途

事務室 応犠釜 会議室 役員室

ビ ニ ー ノ レ 系 タ イ ル
62. 9 配- 10. 1  %  &8. 9 %  5. 0 %  

ノ リ ュ ー ム 10. 3 1. 7  2.0  

/  ?  イ J レ 3. 7 1. 5  

ク y シ ョ ン フ ロ ア 0. 8 

ゴ ム タ イ J レ 12.9  2. 7 3.3  

計 90. 6 '16. 0 94 .2  5. 0 

ループノマイルカーペ ッ ト 1. 7  32. 6 35. 8 

カ y トパ イルカーペ y ト 0.8  31. 8  1. 3  59. 2 

ニー ドノレパン チカーベ y ト 2. 4 16.7  4.5 

1十 4.9 81. 1  5.8  95.0  

セ ラ ミ ツ ク タ イ ノ レ 0. 2 

自 然 石 0.1  

人 造 石 1. 7  

セ メ ン ト モ J レタ J レ 0.5  

プラスチ ッ ク モ ル タ ル 0. 4 

木 質 系 プ ロ ッ ク 1. 6  2. 9 

計 4. 5 2. 9 

ぷロ弘、
自十 100. 0 100. 0 100. 0 100. 0 

( 注) 。 資料， ピJ レの床材料の経済性分析 大阪工大

小林建築経済研究室; 大阪ビ J レ協会; 1980.  2  

ものは建物の機能に直接、関係するので、とくに注意が必要で、あることを身にしみて感じたものである 。

先年、大阪ビル協会所属の会員ビルについて床材を調査したが、 表 3 のように事務室では弾性床が

90. 6% を占めているのに対し、カーペッ トは、わずか 4. 9% とな っている 。 メンテナ ンス 費と当初価

格とにより 、この ような現象とな っていると思うが、

日本もカーペッ トの価格も下がり清掃技術も格段に向

上しつつある現状か らすれば¥アメリカ並みに事務室、

会議室のカーペッ ト使用が60% 以上を占めるのも遠い

将来ではないであ ろう。 床 の リフレ ッシ ュにあた って

は機能に合致させることはもちろんであるが、ときに

美感、快感を配慮する時代にな ってきたことを認識す

べきであろう 。

4.  アメリカの補修奨励税法

日本よりはるかに古いビルが多いアメリカでは既存

スト ックの活用こそ景気浮揚につながるとして、 1981

年に経済再生税法 (Economi c Recovery  Tax Act  …  

連邦法) を公布し古いビルを補修した場合には所得税

から、その費用の一定率の金額を控除することとな っ

た。そのため各地に補修ブームが湧いている 。 日本の

税務当局に伺 ったところ 「政策的税法で日本では、ま

だとりあげていない。」とのことであるが 、やがて、

わが国でも同じ事態が起きると思われるので、その概

- '  

写真 再生に湧〈ダウンタウンの伊j

( サウス・ストリート・シーポートの文化財ピル)

( 注) ・文化 財指定の海運倉庫等を補修し、マーケ ッ トとし

て活用 を計ったもの。 - 完成祝j { の大売出しに集った市民

・1983年、 夏。 - 上に 100 年 を迎えたプル ック リン備が見

える。 。資料は Bui ldings. Oct. 1983 



要を記述して読者の参考に供したい 。

a. 経緯

ここに至るまでにはいろいろの経緯があ った。

① 1954年の圏内歳入法 ( Internal Revenue Code ) によ って「法人が投資を行った場合には所得税

から投資額の一部を控除することができる4 という投資税控除 (I nvest ment Tax  Crecl i t ) 制度が創

設された 。 この対象としては生産、調査、研究施設が主であり、ビル関係としてはエレベータ一、エ

スカレーターのような比較的短命の設備に限られ、建物、構築物は除かれていた 。

② 1976年には再生税法 ( Tax Recover y Act ) が公布されて「建物の補修も投資J と解釈され20年以

上経過した非居住ビルの補修に対しては、その費用の 10% が所得税から控除されることとなった 。

③ これでは対象となるビルの経年や控除率が適当でないということで全面的に改正され経済再生税

法が1981年に公布された 。

b. 対象ビルの諸条件

①非居住ビルの経年と控除率

.  30年以上40年未満のものの控除率一・… ・… …・・… 15 %

・40年以上… … … ...・ H ・-… ・…- … ・… ・・…… … …… 2 0 %

② 内務長官の指定した文化財ビル (Hi storic Bl dg. ) …一 .25% これには居住、非居住の別はない。

③ 控除の条件

・ピルの主要部分 (Maj or Port i on) の補修を含み、 5，000 ドル以上の費用のもの。

. 外壁の75%以上を補修後も保持していること 。

・補修前に使用されており、補修後 5 年以上の耐周年数をもつもの。

・補修には改築も含まれるが、増築分は認められない。

・補修分は新規の資産として取扱い、減価償却は定率法 (Accel erated Met hod of Depreci ati on)  

とせず、定額法 (Strai ght Li ne Met hod) による 。

- 取得費や、金利を補修費に加算してはならない 。

④ 1982年に若干、改正され、文化財ビルの減価償却の場合に 25% の半額の 12.5% をヲ| いた 87. 5%を

原資として計算することとな った。結論的には補修費を、たんなる修繕費として取扱うのでなく「資

本的支出としての投資J とみなしていることである 。

C . 税控除の効果

これによりアメリカでは対象ビルの申し出が約 100 万件に達し、そのうち、文化財指定のものが約

26，000件となった 。税法による当初の連邦歳入の減少見込は下の通りであったが、

1982年… … 一一… ・・・7，100万ドル

1983年… … … … 一・… 17，500万ドル

1986年… … ……・- … ' 38，600万ドル

該 当ビルの 1982年の補修費実績は 92，200万ドルに達し、控除率を平均20% としても 18 ，440万ドルと

なり、当初見込みの約 2. 5 倍の歳入減となる 。 このために前述のょっな減価償却の原資率変更などが

行われたようである 。ニューヨークのダウ ンタウンでは 19世紀に建てられた古いビルが多く、文化財

に指定されており、税控除の対象となるのを利用して、 写真 のように再活用を計 っている例がみられ

る。

結びとして、 「日本でも 20世紀末にかけて 、ピルの新築は特殊のものに限られ、全般としてしばらく

は足踏みをするのに代 って、既存ビルのリフレ ッシュが大きく伸びるであろう j と思う 。 したがって

建築界においても、これに順応し、リフレ ッシュの技術の向上と開発に全力を注ぐ必要があることを

強調したい 。

( こばやし せ い しゅう 大阪工業大学大学院教授工学博士)
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- 各論 1

構 造 体 の 診 断 と 対 策

磯 畑 惰

1. 建物構造診断の動向

ここ 4 、 5 年間における鉄筋コンクリート ( R C ) 造を主とした

既存建物の構造診断の内容をみると、それ以前とは明らかに異なっ

た傾向がみられる 。従来のひびわれ、たわみ、振動のようなホ症状。

を動機とする調査よりも、耐震診断を含む総合的な調査、換言すれ

ばピルの健康診断といった色彩が濃くでている 。

表 1 は、筆者の所属部署で手がけてきた事例を層別して、世の中

の動きと対比して表したものである 。昭和50年以降の安定成長時代

に入ると、大地震を対象とした都市型災害の防止、石油危機に端を

発した省エネ ・省資源への取組みと意識の変化が、建物診断の需要

増と質の変化をもたらしたといっても過言ではないようである 。

建物診断のそもそもの動機としては、

a. 耐久性や耐震性に対する不安

b. ひぴわれ、たわみ、振動などによる障害があ って、その防止対

策が必要

c. 地震、火事、爆発などによる被害を蒙って、その復旧対策が必

要

d. 用途変更、増改築の計画があって、建物の構造耐力の検討が必

要

e. 劣化や障害を未然に予防

が挙げられる。そして、建築基準法や消防法による遡及・規制を

ともなっ c 、 d のようなケースでは、診断とその対策に苦慮、するこ

とがみられるのも、新しい傾向の 1 つである。たとえば、精進体の

修復よりも、内外装 ・防災設備に莫大な費用を要したり、庖舗など

で建替えをしたくても、容積制限により売場面積が減るために、や

むおえず既存躯体の補強に新築費以上の金をかけるといった、笑え

ない事例もでてきた。

わが国の象徴的建築物の保存に、関係した建物診断も、件数として

は少ないが、じよじよに増えてきたように恩われる。文化財保護法

( 昭和25年) により、重要文化財建築物に指定される建物は、昭和

53年でおよそ 3 ，000棟に達しており、同時に保存技術の進歩も目覚

しい。対象としては、伝統的社寺建築に加えて、明治以降の代表的

な組械造および初期の R C造などの洋風建物も多〈数えられる (東

大寺大仏殿、桂離宮あるいはハリス理化学館、旧赤坂離宮など、綿

密な事前調査とともに、保存工事にはそれぞれ新技術が導入されて

いる) 。

保存と同時に、建物周辺の景観をとり入れた再利用・再開発も活

発になってきた。サッポロビール ・ビール園( 旧札幌製糖) のよう

なレンガ造を始めとして、最近では横浜開港資料館( 旧英国領事館、

写真 1 ) 、電気通信技術史料館( 旧京都中央電話局上分局) あるいは

武蔵大学キャンパス再開発など、 R C造でも行われるようになって

きた。
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以上、建物診断の最近の傾向と一部改修保存について紹介したが、

紙面の都合もあり本論でhは構造体の診断と耐渓補強を中心に述べて

みたい。

2.  構 造 体 の 診 断

構造体の健全性を評価するには、現時点における「耐久性」と「耐

展性J の調査が必要でレある 。極端にいえば、建物は完成と同時に劣

化がはじまっている 。 とくに都市部や工場地帯のように空気の汚れ

た苛酷な環境下では、鉄骨の腐食や打放しコンクリートの中性化と

鉄筋さびなど、劣化の進行には篤くほど速い建物がある 。 さらに用

途変更、設備の近代化に伴う躯体の改築や損傷など、建物は必しも

設計当初の姿にはない。

いうまでもなく、わが国の場合は、耐震性すなわち地震に対する保

有耐カの過不足が、J ! D、建物の安全性を左右することになる 。構造

体の劣化は耐震性と無関係ではないから、耐震性の判断はあくまで

も現状に基づいて行われねばならない。

耐久性の評価には、以下の調査資料が必要となる 。

・経年劣化: 材料強度、構造部材の損傷 ・変形 ・ひびわれの程度、

仕上材の防食性など。

・環境条件: 熱 ・がス・廃液・振動など劣化を促進する影響の有無

など。

・使われ方: 過荷重、衝撃桁重、頻度の高い繰返し :荷重の有無など。

また、耐震性の評価にはさらに以下の項目が関連する 。

・地域性: 過去の地震発生頻度と規模に基づく、考慮すべき地動加

速度の設定。

・振動特性 : 建物の構造と形状、剛性、地形、地盤種別などに基づ

〈建物の地震入力の設定( 新耐渓設計法あるいは耐震診断の判定

方法にとり入れられている )。

・保有耐力: 水平カに対する構造体の保有耐カの算定。

耐用性という観点から総合評価するには、構造体の健全性に加えて、

用途( とくに公益性) と資産価値などの重要度、その他建物の諸機

能に係わる評価が必要となることはいうまでもない。

現在、建物構造診断として体系化され、利用に供されているもの

には腕日本建築防災協会の既存建物に対する耐震診断基準がある 。

これに関連して、静岡県都市住宅部、あるいは電々公社のように、

独自に耐震性の評価基準を定めているケースもある 。建物の構造体

や仕上材の現状調査には、さまざまな方法が用意、されているが、本

章での紹介は省略させていただく 。

さて、建物調査の開始から対策にいたる経過は、われわれの健康

診断と基本的には同じであり、 診断依頼から保守までを流れ図に表

わすと 図 1 のようになる 。 この流れ図では、現地調査と解析の重要

性もさることながら、予備調査や計画段階の準備が、調査の不備と

手戻りを防ぐうえで肝要である 。既存建物の場合、調査はどうして
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図2- 2 振動モード (新しい壁配置により振れが解消されている )

横浜開港資料館 ( 手前が! 日英国領事館て¥ペノレリ級事IJ PJihlは 中庭の玉怖の樹

の辺りである )
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も非破壊試験によることが多〈、それだけ試験方法と解析方法の信

頼性が要求される。前述の耐震診断基準は R C造については昭和53

年に発足したが、学校建築をはじめ民間建物も 含め、 その実施件数

は数千棟におよぶ。 この間宮城県沖地震などによる被害建物、無被

害建物の検討をふまえ、診断基準の適用性が確認されてきた。

現地調査では、設計図書が不備な場合や被災歴がある場合は、構

造寸法実測のほか損傷度、老朽度あるいは剛性・強度・耐力など、

大がかりなものとなることがある 。 しかし、設計図書や改修記録が

残されている場合は、調査方法は大幅に合理化できるものである 。

近年、コンビュータによる計測lデータ処理技術を利用して、振動

性状を実 isIJ することにより、建物あるいは構造部材( おもに床スラ

ブ) の健全性を評価する方法が進歩してきた。例えは¥とくに起振

機を使わなくても、常時徴動の多点同時観測IJから、固有周期や振動

モードなど建物のマクロな挙動をしることが可能である 。も ちろん、

振動測定は非破壊試験であるから、建物の保有耐力までは分らない

が、振動性状の異常の有無、耐震補強 ・耐力補強前後の振動性状の

変化の確認など、いろいろな目的に使われている 。図 2 には、既存

建物の耐震性を含めた構造補強前後の振動性状変化の笑損IJ 例を表わ

す。

3. 構 造 体 の 補 強

構造体の補強には、固定荷重、積載荷重を対象とした基礎や、床

スラブ ・はりなど横架材の耐力補強、あるいは地震力に対する架橋

の耐震補強など、さまざまな方法がある 。本節では、 R C造既存建

物で最近事例が増えてきた耐震補強をとりあげ、その考え方を紹介

したい。

(1)  構面内の R C壁の増設

もっとも一般的な耐震補強法である 。図 3 に示すように、壁のな

いフレームに新設したり、既存壁の片面あるいは両面に増打ちした

り、壁関口を埋めたりするものである 。建物全体としての耐震強度

の向上、偏心による振れの防止とい った目的のほか、極短柱 ( クリ

ヤスパン/ 幅の比が 2 以下で急激なせん断破壊を生ずる粘りのない

部材) の解消という部分的な手当にも有効である 。既存躯体とのア

ンカー金物も市販されており、比較的施工も確実に行えるので、壁

量不足の R C造には実績が多い。ただし、重量増となるので基礎耐

力のチェ ックが必要で、あり、部屋の採光や通路の確保など、使い勝

手で制約がある 。写真 2 は震害を受けた建物の耐震補強の様子を示

したものである 。

(2) 構面内のプレース増設

一般には欽骨造の X 型あるいは V 型のプレースをもちいて補強す

る。 R C造壁に比べ軽量ですむか ら建物全体としての重量増は少な

く、基礎耐力に余裕がない場合や、関口を必要とする場合に適して

いる 。施工面からは、ピースに分割して搬入できるメリ ッ トは大で

あるが、出来形寸法の個別チェ ック 、建入れ)1頂序、ボルト結合の逃

げなど納りに対してのきめ細かな検討が必要で、ある 。構造的には、

躯体からのせん断力が接合部に集中しないよう、できるだけ分散さ

せるなどの配慮、と、水平剛性( A 昼休とプレースの変形部材角 ) の チ

ェックは不可欠である 。

(3) 柱断面の増設

既存柱だけでは耐力がとりきれない場合は、柱断面を増設する 。

ふる

R C柱に限らず、旧くは鉄骨柱を鉄骨鉄筋コンクリート柱にするよ

うな補強法も、関東地震被災建物で試みられた ( 写真 3 )。柱の強度

増により、はり・柱接合部が相対的に弱くなるため、補強範囲が増

えて施工が大がかりとなることもある ( 写真4 )。
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写真4- 1 R  C 柱断面増段に伴う祭合部補強 写真4- 2 繍強後の状態

20 10 

面I設診断のみ

写真 3 関東地震で彼書を受けた東京会館 〈鉄骨レン

ガ造〉の補強工事状況( 大正末期)

(4) R  C 柱のじん性改良

建物の耐民性は、柱および壁の強度とじん性に基ついて評価され

るから、じん性を高めることによっても耐良性は向上する 。 じん性

が期待できないせん断破壊型の R C柱に、鋼板を巻いてその間にモ

ルタルを注入し、じん性のある曲げ破壊型に改良することがねらい

である 。重量増はほとんど無視できるうえ、外観も損われないなど

のメリ ッ トはあるが、独立柱に限られるので建物全体として耐混性

を高めるには耐震壁の増設もあわせて行うことが多い。

(5) 柱 ・腰壁の縁切り

柱のクリヤスパンが小さいと極ぜい性柱となるため、腰壁と柱を

切り離すとじん性向上になる 。一部の極ぜい性柱が、建物全体とし

ての耐震性を低下させる原因となっている場合に、部分的な処置と

して行われることがある 。ただし、耐力増にはならないことや、建

物全体としては柔かくなる方向にあるので、地震時の変形と 2 次部

材への影響に対する配慮も望まれる 。切離された腰壁が自立できる

こと、雨仕舞の方法など細いチェ ックも必要である。

以上、部分的に実施可能な耐震補強の方法を述べたが、大規桜な

改修にともなっていろいろな工法も試みられている 。耐民的には粘

りのない組積造建物を、外観を残しつつ内側に R C進の構造体を設

けて、これに地震カを負担させる補強方法は、文化財建物保存で笑

績がある。また、外観は一変するが、構商プレースを建物外面に増

設して、震筈建物を復旧した例もある( 東北工大 5 号館) 。地盤改良

や免謀構造化は、建物への地謀入力を減らすうえで理論的に可能で

あるが、その実用化は今後の課題である 。

。 。

。- 1 0

] ] - 20 

2 1 - 3 0  

3 1 - 4 0  

4 1 - 5 0  

5 1 - 6 0  

6 1 - 7 0  

7 1 -

使用年数(年)

表 2 発生時期からみた建物精進官舎断の傾向

( 清水越投鮒研究所昭利58年 11 月現在 )

4  建 物 の 保 全

10 

調査件数( 件)

20 

建物構造診断の動機のひとつに、劣化や障害の予防を挙げたが、

設備機器場合に比べ、建物自体の予防保全は遅れており、今後の大

きな課題のひとつであろっ。使用状況の苛酷な工場・倉庫や、重要

度の高い公益的施設の一昔ISについては、建物の定期点検が計画的に

実施されている。耐震診断も予防保全のひとつではあるが、日常の

保守点検までは含まれていない。

「保全」とは保護して、安全を守ることである。建物の場合には、

使用上支障をきたさないよう、経年劣化と異常の有無を定期的に監

視し、タイミングよく対策をうつことも大事かと思われる。

図 1 の調査物件を、建物使用年数で表わすと 表 2のようになる。

総合診断に注目すれば、 20年以前と 50年前後にピークが表われてい

る。戦争をはさんで、昭和20年前後の建設の落込みがあるとは恩わ

れるが、 40- 60年経た建物の診断件数が多いことは事実である。し

たがって、戦後のビルラッシュを考えると、診断の需要が増えるこ

とは間違いなく、そのためにも手軽に行える定期点検法を整備して

ゆくことが望まれる。

参考図書

1  ) 建築の技術地工、 1981年、 10月号 ( 彰国社)

2  ) 建築技術N0389、1984年 1 H  (建築技術}

3  ) 建築技術NQ373‘ 1982年 9 月 ( 也築技衛)

4  ) 建築保全. 第26号. 1983年10月 ( 建築保全セ ンター)

5  ) 建築雑誌、 Vo1 割、 NQ1155、1979年 9 月( 日本担築学会)

6  ) 挫築雑誌、 V o1 .  98、NQ1212、1983年10月( 日本建築学会)

7  ) コノクリート工学. NQ 9.  Vo1  .  20、1982年 9 月( 日本コン: 7 ' ) ート工学協会)

( い そはた おさむ 清水建設抹式会社研究所主席研究員)
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ダブル筋 D - 13O

しくない。

(伊11 ) パラベ ッ ト ，; 0- 180 

防 水 層 10 

. 込モルタル 30 

れ ん が 100

仕上モルタル 30 

ア キ 30

計 350- 380

アゴ笠木節分は侵害不足で塗り足しゃ打ち足しをしない

よう 、 またI f . い笠木防水モルタルを一発で仕上げると特

に制限やひびわれが著しい。

@4，000内外

↑ 伸縮目地( 額縁白地)

れんが 発泡スチロール目地こしらえのうえアスフアルト

4 積 i主 入 ( 中間白地は幅20酬) (;主 2 )  

仕上モル ? I レ ノ

ｾ＠ / 5 - 10mm低自に充楓( キ湖の施工の場合)

‘ ー 、

・ ー ー ー ・ ・

アスフアルト防水層 ( J A S S 8により 選定)

施工後ポリエチレンフィルム敷阜( ② 0. 15) (注3)

均しモ ルタルは施工しないて' コンクリート

直か仕上げ( モノリシック) のこと 。

( モルタ ルを塗るとそのひびわれによ り防水

層を破断するおそれあり )

図- 2 パ ラ ベ ッ ト 立 上 が り 納 ま り

( 注 1 ) 担枠を無理にはずすと) L f . ¥l のアンカーが、ガタガタになる( セパレ - 1ーも閉じ) . 手摺は大風の帰れや鋼材の腐食

膨張、温度伸鋭1 . シーリングの脆化などて・漏水原因となるので. パラベ y ト上部に設けな L 、.

( 注 2 ) 伸縮目地用発泡チチロールをノミで防水層まで無理に取リ去る必嬰はない. 完全に取れなくても目地用溶融アス 7

ア ル ト ( 4 傾) て'7砕けるので、ノミで防水層を{ 括っけないようにする.

差し筋

図3- 1

シーリング

鉄筋を差し筋し τ お章、

アゴ鶴のコンクリートを

あと打ちすると 、必ずひ

ぴわれが発生し漏水する 。

図3- 5

図3-2

ラスモ Jレヲルのtl J .

コンクリート

アゴ長不足

図3- 3

図 - 3 屋 上 立 上 が り 納 ま り 不 良 例

トンボイサきラスモ

ルタル

V カ ッ ト防水層楚
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ご ¥押えコンクリート

防水層

スラブ

屋上貫通パイプからの漏水

漏水補修のためノマイプまわりに写真のように、地しコンクリ

ート①を打設したが、パイプ、コンクリートそれぞれのやl' 締

もあり漏水が続いた。そこで油性コーキング②を施工したが

経年老化最IJ 維のため漏水した。

ルリングＮｾ

¥ 防水層/ /  

図4- 1

水勾配が逆

図4- 3

×  

排水溝をコ ンクリート基部に取ると上機

筋が所定の位置より下方になりやす く好

まし くない。

貫

通

パ

イ

プ

図4- 6

押えコンクリート

均しモルタル

防水層

外に勾配

==- 園田ー

図4- 4

。

②油性コーキング

①増しコンクリート

防水層の上に網状ル

ーフ ィン グ増 し張り

のう え銅線で結束す

る。

スリーブ管

図4- 7 屋上スラブ貫通配管例

工法は無駄が多〈経済性にも問題があり、また前述通り騒音、臭気

などの問題をおこしカf ちである。

(3)最近の工法

最近では、新材料、新しい工法が数多く開発され従来の防水をそ

のままにして改修する工法が多くなりつつある 。便利性、工期、経

済性にはたしかに優れている。しかし、なかには防水性に対する信

頼性に疑問が残るものもあり選択が重要な鍵となる 。社会的にみて

今後はその方向に向かうものと見込まれる。現にそれらの問題を十

分満足できる工法も出現している。例えば小穴をあけた強力な補強

材と複合させた厚塗りの工法などは、ふくれない、下地の動きにた

いへんに強〈高性能のものがあり期待される工法と思う 。

(4)使用者、既住者に対する問題

現在て廿マンションなど集合住宅の屋根屋上の改修時期に突入し

つつある。屋根は全戸共有のものであるはずであるが、最上階の人

と下層階の人では考え方が少々違うようである 。全面改修ともなれ

ば費用の点て¥全員の合意を得るためにいろいろ問題も発生してい

るようである。このような問題はますます増えると思う。法的な措

置も必要となろうが、居住者全体の屋上防水に対する理解を使用と

思われる 。

(5)工事費用

改修方法、面積その他諸条件でかなり巾はあると思うが、新築の

場合の防水工事費とくらべて改修費は大巾な割高になることは覚悟

しなければならない。その理由はやっかいな部分の単独工事となる、

仮設、養生費、安全対策などがもろに平方単位に響いてくる。

また、下地調整で雨仕舞いの改善など目に見えない部分、機器の

移動、据え替えなど新築では考えられないような費用がかかるから

でトある。
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改良例

喜子ましくない納まり

防水立上がり端部付近のモルタ J レにひびわれが生じ、モルタルならびに

防水層が剥離して漏水の原因となる 。立上がりをラスモルタルで押える

のは、和l雛の原因となる 。 この対策として J A S S 8 では、壁仕上げと

立上がり抑え部分のモルタノレは完全に縁を切っておき、l 3 i也を設けシー

リング材を充填するとある。また、この立上がり部分の伸縮目地は、ス

ラプの目地を垂直に延長し設ける 。

なお、露出防水の立上がり部の端末は、フラ y トパーなどで機械的に固

定し、シ - 1レを特に入念に行う必要がある 。

対策例

1  庇a先の立上が りはスラ ブ打継ぎ

1  線より も低く した い

l 立上が り同時打ち

鋼 管

コンクリート天端で/

勾配をと っておく 。

図4- 5

溶 接

カバー プレート

巨

「

。
」

U

シーリ ング

溶 接

図4- 8 外壁貫通配管例 プレート

3.  今 後 の 望 み

抑え工法では、旧押え層のハツリ騒音、府の処理などに苦慮しな

ければならなかった 。 しかし最近では、従来のような環境、公害な

どに、苦慮しないで行える工法が開発されている、抑え工法ならば

現状の下地を部分処理のまま、露出工法の場合も防水層をそのまま

で修理ができるようになってきた。防水層にしても、異質の防水層

が適合しなか ったが、現在は、異種防水層の媒介として、下地処理

材が開発され、従来のような方法を講じなくて既存のまま再防水が

可能となり経費の低減化になっている 。

以前は tll
l
え工法の場合、屋上の利用が不可能になり、利用度がセヂ

ロとな っていた。できたとしても軽歩行程度であった。くわえて露

出防水層の欠点である「フクレ」が解消されず、悩みであった。最

近では、こうした種々の問題点を克服した工法が開発されている 。

とくに塗膜防水に画期的ともいえる工法が登場している 。 シートに

穴を明け迷気層として「フクレ」を防止して、さらに歩行のできる

仕上材を用いているため、従来のように屋上利用のビルには、既存

のまま周囲の環境、公害、悪臭などに苦慮することなく、リフレ ッ

シュが可能となる 。こうした工法も各所で実被を挙げつつあると聞

き及び今後は、業界としてもおおいに注目すべき工法である 。

外壁にしても、現在では、防水に美装を兼ねた化粧防水材もかな

り普及しており、こうした新材料、新工法を採用すれば、市街地、

中心地、住宅密集地でも、周囲に余分な配慮をする必要がない 。こ

うした新しい工法を採り入れて、リフレ ッシュを立案すれば、防水

と美観が、一新され、新築当初の再現に近ずくのではなかろうか。

ビルの建て直しもさることながら、早期にリフレ ッシュ計画すれば、

建築物の寿命も永びくというものであろう 。

( かわたに しげき 株式会社大林組サービスセンタ一所長)

( いしだやすひろ 11 11 謀 長 )



. 各 論 3 外壁一 1

ゴム状弾性仕上 材 に よ る 建 物 外 壁 の 改 修

川 瀬 春 樹

長期間にわたった世界的な経済不況も昨年なかば以降不景気から

底離れし上昇気配をみせはじめたといわれているが、日本経済は一

部企業を除いては依然として不振から抜け出せないのが現状て¥建

設業界も例外ではない。このょっな経済状況下にあっては公共民間

ともに新築件数は伸び悩みで、数年来唱えられている「省資源、省エ

ネルギーを目的としたスト ック 建築物の良好な状態での保全維持J

のための既存建物の改修に重点がおかれるであろう。既存建物の改

修には諸設備をはじめ内外装、天井、床建具類、金物類など対象は

いろいろである 。本稿ではこの中の外壁仕上げの改修を取り上げて

みたい。 きて外壁仕上げの改修はその目的によって、あるいは下地

の稜類によって使用材料、工法がおのおの異なることは当然のこと

であるが、一般的に外壁仕上材に望まれる諸性能を挙げると、 1. 化

粧性、 2.耐久性、 3.耐汚染性、 4. 耐はくり性、 5. 耐ひぴわれ性、 6.

A巨体保護性能、 7. 防水性、 8. 防火性、 9. その他などがある 。

今回は上記要求性能の中で外壁コンクリートやモルタルなどのひ

び割れによって起る外壁からの漏水を防ぎ( 耐ひび割れ性、防水性)

かつ化粧性を兼ね備えた、一般的にコ。ム状弾性仕上材とよばれる材

料の望ましい性能条件をのべ関係者方の参考としたい。

このゴム状弾性仕上材とは昭和46年 - 47年ごろに開発された材料

で、塗膜にゴム務性をもち外壁に発生したひひ羽lれからの漏水を防

ぎ、かっその仕上菌は従来の複層模様仕上材と同じ種々の模様と色彩

に仕上げることができる防水性能と化粧性能をあわせもつ材料で、

外壁の改修にはう ってつけの材料としてその需要量は年間 3 万トン

を超え、いまや一つの市場を形成している 。 そして 40社を超えるメ

ーカーによって市場に出されている製品銘柄は 100 余種を数え、こ

れらを大別するとつぎの 3 種類に分類できるといわれている 。

1 . 防水化粧材 ; 防水性を重視しこれに化粧性を加味した製品で施工

はクローズドシステム、責任施工体制で行われアクリルゴム系、ク

ロロプレ ン系が主流。

2.弾性タイル ，化粧性が第ーでこれに防水性を加味した製品で従来

の吹付タイルなどと変らない売り方を行な っているもので施工はオ

ープンシステムが多〈、アクリル樹脂系が主流。

3.弾性塗料 ，前 2 者が複層工程であるのに対して、単層ワンコート

薄塗りタイプでアクリル樹脂系が多い。

これらは常温時の塗膜には伸び性能をも って いるという共通点は

あるが、屋外の自然環境条件下や長年月経過後の耐久性をみるとそ

っとうの格差があり、ユーザーもどの製品銘柄を使用したらよいか、

選択に困惑する状況を呈しているのが現状といえよう 。そこで近年、

漏水事故の5 0 %近くを占めるといわれている外壁面からの漏水を防

ぐいわゆる壁面防水を主目的としたゴム状弾性仕上材に求められる、

基本的な要件について筆者の考え方を述べてみたい。

壁面防水の基本的な要件といえば使用材料の性能とその性能を充

分発揮させることができる施工体制および、適正な材料価格であろ

う。 この 3 要件が満足されてこそ少なくとも 10年聞の保証のできる

壁面防水が可能といえよう 。壁面防水の材料構成は通常、下地調盤

材、プライマ一、防水材、模様材、ト ップ コートからなる複層であ

るが以下各材料ごとの性能面での留意事項を挙げる。

1 . 下地調整材 ，塗膜のふくれ、 $Jれは下地調繋材に起因する例も多

い。下地との接着性、調整材自体の硬化後の強度がすぐれているこ

とは当然であるが、耐水性およびとくに耐溶剤l性については充分調

査検討して使用することが肝要である 。

2. プライマー ; プライマーのうけもつ役割はきわめて重要度が高い

割に意外と軽視きれている向きがあるように思う。プライマーは下

地面に直接接着して、そのつえに塗布される防水層を長年月にわた

りふくれや剥れを起させない役目をうけもつものだが、市販品の中

にはつぎのような問題点のある製品が多いことに注意が必要であ る。

1. 下地の種類によっては充分接着カがえられないものがあるので使

用に際しては試験塗りなどによる確認が必要である 。

2. 気乾状態での接着性は良好であるが、接着面が湿潤状態になると

きわめて容易に剥離する製品が多い。このことはプライマーの上に

塗布される材料がポーラスで透水性がよい場合には支障の起るのが

遅いが、徽wな材質の場合は破損部やピンホールなどから一度接着

面に水が回ると容易に抜けないことからとくに耐水性が重要であり

同時に耐アルカリ性にもすぐれていなければならない。塗膜のふく

れ、剥れはプライマーの性能に左右されるといっても決して過言で

はないと思う 。改修工事においては、下地の種類が千差万別のため

適正プライマーの選択には十二分の考慮か望まれる。

(3)防水材 ，壁面防水の主役防水層を形成する材料で、種々の自然環

境、諸条件下において下地のひび割れに追従してピンポール発生や

破断しないことが基本的な要求物性であるが、前記のごとくこの種

の材料は常温時は軟かく 伸びがあるので、一見だけでの判定がむづ

かしいため、選択には慎重な調査検討が必要であり 、早期に外壁塗

膜防水の品質規格や施工仕様容の制定が望まれるところである。

(4)模様材 ; 防水層の上に立体意匠を付与するもので、硬質の材料を

使用すると防水層の伸び性能の低下 ( 30- 50%) が起ることに留意

したい。

(5) トップコート ; 各メーカーともその品質設定に苦労しているとこ

ろで要求性能として、柔軟な防水層の動きに追従してクラックや剥

れることなく、かつ長期にわたって美しさを保つことであるが、柔

軟で伸びのあることと、耐汚染性に優れていることは一般的には相

反するので両立させるのは容易でなくこの問題を解決したものが優

れた外壁防水材といえよう 。以上外壁防水材の選択にあたって留意

したいと要点だけを述べたが、具体的な試験項目や要求値下地の種

類に応じた施工法などは紙面の都合上またの機会にしたい。つぎに

あらためていうまでもないが、この穫の材料はメーカー出荷段階で

は半製品であり、現場施工されてはじめて最終製品としての機能が発

揮できるもので、そのためにはしっかりした責任施工体制をもち充

分な教育を受けた施工組織により施工されることが必要で、ある。

おわりに建物の外壁改修における外壁防水という新しい分野に対

して、今後ともユーザー各位の御理解をえることと、メーカ一、施

工者の自覚を高めることに、いっそうの努力をしたいと考える。

( かわせ はるき 東亜合成化学工業保式会社建材事業部技術部長)
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. 各論 3 外 壁-2

従来のサッシをアルミサッシに改修

竹 田 慶

1. はじめに

日本経済は、オイルショ ック以降、省資源・省エネ時代を迎え、

いわゆる低成長時代の到来となり、建設投資も、減退し、建物もス

クラ ップアンドビルドから、ライフサイクルの延長を、求める時代

となった。貴重な社会資本である建築物も、その例外でなく、既存

スト ックを有効に活用するために、少ない費用、短かい期間で、部

分的に改修することにより、建築物の寿命を、 15年 - 25年延長する

ことが、可能になる 。

外壁を構成している材料の種類には、ガラス ・タイル ・石 ・モル

タル ・ブロ ック ・鋼製サ ッシなどがあ q 、苛酷な気象条件のもとに、

それぞれが問題点を残している 。 とくに戦前はもちろんのこと、昭

和20年代 - 30年代に建てられた、ビルの窓には、ほとんど鋼製サ ッ

シが使用されており、その劣化状況は、建物全体に比較して、外壁

材( タイル・ガラス ・モルタルなど ) の中でもとくに多〈発生し、雨

・風・温度変化・湿度変化・大気汚染などの厳しい環境の中で、鋼

製サ ッシの機能を維持するために、 塗装などの補修を繰り返しても、

しょせん大気の条件が悪化している都市部などでは、腐食による

老朽化が激しく、障子のスムーズな開閉、気密性、水密性など窓の

基本的な機能が損われるとともに、室内に外気が流入して、冷暖房

効率をさまたげるほか、騒音 ・ホコリ ・悪臭 ・雨水などの浸入を許

し、居住性をいちじるしく悪化させている 。これを防ぐには、古い

鋼製サ ッシを、窓、の機能を回復するため、耐食性にとみ、性能的に

優れているアルミサ ッシに取替えることである 。

2. アルフレッシュ工法( カバー工法)

一般的には、古い鋼製サ ッシを、アルミサ ッシに取替える方法と

して、古い既存枠を残したままアルミサ ッシを取付けるアルフレ ッ

シュ工法( カバー工法) と、古い既存枠を、除去して取替える ( ハ

ツリ工法) とがある 。窓の取替え工事において、( ハツリ工法) の場

合は、工事用足場の設置、窓枠周辺壁のハツ 1) 、在来サ ッシの撤去、

新規サ ッシの取付け、窓枠周辺のモルタル充填、在来壁との調整塗
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装とい った、大がかりなものとなる 。絶え聞なく活動している在来

ビルの場合は、長期にわた って窓を ふ さぐ足場や、 Eまのハツリ作業

にともなう騒音、ホコリ、廃棄物の処理など、入居者にと って種々

の障害をおよぼすとともに、長期間工事のため、窓枠取替え工事費

の上昇を招き、施主の経済的負担増大させることになる 。

こうした社会的な要請と、施工上の問題点に応じるため開発され

たのが、新しい窓枠取替え工法 、アルフレ ッシュ工法。 である 。全

国の取替え市場において、とくにその日のうちに、新しいサ ッシ に

取替える工法が、高〈評価され、日本サ ッシ協会の調査でも、アル

フレ ッシュ工法が圧倒的に多いことは、工法の優位性が認識されて

きたカ3 らでhある 。

3.  ア ル フ レ ッ シ ュ 工 法 の 特 長 と 施 工

アルフレ ッシュ工法 ( カバー工法) の施工内容を、工程順に追 っ

てみると、在来サ ッシの四方枠 ( 壁に納 っている部分 ) ' ; 1: " そのま

ま残し、無目、方立のみガスまたは電気鋸で切断除去する 。既存の

四方枠は、新しいサ ッシのア ンカー受け ( スペーサー溶接) として、

充分な機能を維持するとともに錆による大巾な強度低下を招かぬよ

うに表面状態を充分チェ ックして、錆、 塗膜のうき、ホコリなどを

除去し、ワイヤーブラ シ、サ ン ドペーパーなどで、ケレンを施して

から、防錆塗料を入念に 塗布する 。 カバー工法において、改修後、

既存枠の腐食の進行が、も っとも問題視されているが、この手法で

は、既存枠が新しいサ ッシによ って、完全に夜われるため腐食因子

となる水分および太陽光線、亜硫酸ガスなど、汚染物質を遮断する

ことになり、改装後の錆の進行は、ほとんど止まり、強度も充分維

持できる 。改装後 11年経過したサ ッシの既存粋の状態を、調査した

ところ、その後の腐食の進行は、ほとんどみられなか った。

既存枠に補強材 ( スペーサー ) を介して、新しいアルミサ ッシを

セ ッ トする 。新規サ ッシ取付けによる溶接部はスラグを除去し、! 功

錆塗料を必ず塗っ ておくことが必要です。つぎにセ ッ トされた窓枠

本体の、内外部にアルミ額縁を取付け、引続き額縁の周囲と在来枠

との隙き問をコーキングすると、窓取替え工事が終了する 。 この後、



-----------

J 、ッリ工法 カバー工法

既存枠の腐食、モルタ 1レの状況 既存枠の腐食が甚しか ったりモ

既存粋の禽食状

に関係な〈、完全に撤去するため ルタルの欠損が多いと、この工法

況

問題はない。 の; 1 1) ットが減少することがある 。

ハツリによるので関口蘭積は減 既存枠をベースにして新枠を取

開 口 面 積
少しない。 付けるため、関口面積はわずか減

少する .

仮設工事および 足場、ハツリ工事、左官工事、 同左のうちハツリ工事は不要で

その他の工事
塗装工事、養生が必要。 あり、その他もかなり簡略化できる 。

サッシ取付の前後に仮設工事、 現場施工の日数が著しく短縮さ

工 事 期 間

(養生)ハツ 1) 、左官、塗装の諸エ れ、各室の開放施工時間は日中 8

4呈が必要なため、現地施工期間が 時間以内で新サ ッシの取付けが完

長くなる . 了する .

騒音および粉盛が発生するため、 騒音および粉獲が発生しないの

作喋環境と施主 各室での執務、居住は不可能。 で、各室の窓ぎわ約 1 メート 1レ程

の利便
窓の開放期間が長い。 J支あけるだけて守A務、居住が可能。

窓のI沼政JIII 聞がほとんどない。

表 1 カバー工法とハツリ工法の特長比較 く(ω 日本サ ッシ協会 P S S 資料( 昭和54年 6 月)を参々 とした〉

図 - 2 写真 3 新規サッシ取付け

写 真 改 修 前 大 阪 合 同 庁 舎 1 号館第 1 別館 写 真 改 修 後

作業現場の後片付けとクリーニングを行う 。 なお作業前の安全対策

として、施工窓周辺の路面に通行人の安全用ロープを張り、必要に

応じて見張りを置くなど周辺の条件によっては、窓外部に防炎シー

トを張る場合もある 。

ッシ取替えの標準的な断面図を示す。 ( 図 1 、 図 2)  

以上のように、アルフレ ッシュ工法 ( カバー工法 ) は、一般的に、

多くの手間を要する足場の架設や、ハツリ作業がなく、しかも各工

程が簡単で、標準化されているのが特長である 。 したが って、入居

者への支障を最小限にとどめるこの工法は、性能的にグレードア ッ

プされたアルミサ ッシにより、外観はもとより、居住性、冷暖房効

率が大巾に向上し、省エネルギー効果に貢献できる 。 ちなみに、ア

ルフレ ッシュ工法と、ハツリ工法との特長を比較したのが、 ( 表 1 )  

である 。 参考までに、アルフレ ッシュ工法( カバー工法) によるサ

4. お わ り に

建築物の改修対象の苦11位 と し て 、外壁、外部建具類( サ ッシ) 、建

築設備類、屋根防水などのっち、今回は主として外部建具のリフレ

ッシュについて、概要を紹介しました 。 これらの部伎のうち、サ ッ

シを含めた外壁全体の ( 外壁材の落下による危険防止など) 改装需

要が急激に増加しており、われわれは、窓部分の取替えだけでなく 、

とくに工事期間 中 も、執務活動ができるアルフレ ッシュ工法の優位

性を併用して、サ ッシと同時に 外壁面も 、金属パネルでカバーする

こ と で外壁全体のリフレ ッシュを図り建造物再生( イメージ、チェ

ンジ、機能回復) に寄与いたすべ〈積極的に努力している次第である。

( たけだけい じ 神鋼ア ル7 レ y シュ株式会社技術部長)
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. 各論 3 外 壁 一 3

ホ ー ロ ー で カ バ ー す る 工 法

石 川 淳 一 郎

1  はじめに

東京都がさきに実施した避難経路確保のための主要道路沿線建築

物落下危険物調査によれば、外装などにおける剥落の危険性は大方

の予想、を超えて大きいものがあり、緊急な対策が望まれている 。 ま

た、昨今の新聞紙上を賑わしたモルタルやタイルの沼下による人身

事故もまだ耳に新しく、社会的資任からも建築外装の見直しが重要

視されている。

一方、建築物の所有者にとって重大である建物の寿命が、こうし

た機能の低下によるものとともに、外観のイメージダウンから決定

されかねないケースもあり、外装の役割lは大きなウエイトをもつよ

うになってきた。とくに最近の低成長時代にあって、つねにその建

築が十分な集客力を保つためには、少ない投資で最大の効果を挙げ

得る「改装J が注目され、改装市場はますます増大し、近い将来 2

兆円産業になるとの説もある。

ホーロー鋼板は優れた耐久性と色彩や形状の自由度から需要の伸

びが著しいが、改装用材料としての数々の特長から今後の改装需要

の中心となってくることが予想されている 。

2  . ホ ー ロ ー 鋼 板 に よ る 改 装 工 法 の 特 長

1  ) イメージア ップ効果が大きい。

ホーロー鋼板は色彩及び形状が自由にできるため、既存のタイル

やモルタル外装のイメージを大きく変え、自由な表現のできる材料

である。また、ホーローの落ちついた輝きは、明かるさの中に重厚

な感じを与えることができる。

2  ) 安全な工法である。

ホーロー鋼板は金属ノマネルの柔軟性をもつほか、地震や台風時の

層間変位特性および耐風圧強度を充分に備えており、争IJ 落の恐れの

46 建築と社会/ 1984年 3 月号

まったくない材料である 。 また、振動に対する長期的な疲労特性も

充分配慮、されており、各種データも盟富である 。

3  ) 軽量である 。

改装用材料として一般的な仕様である1 . 6  t の 鋼 板 + 12 t 石綿ケ

イ般カルシウム板のパネルは取付用下地鉄骨を含めても 30kg/ m' と

経註であり、既存躯体に負担をかけない。

4  ) ビルの機能を停止せずに施工ができる 。

すべて外側からのエギが可能のため、建物を使用したまま地工で

きる 。庖舗の営業などテナ ン トの使用に迷惑をかけることなく新し

い外装がえられる 。

5  ) 優れた耐久性がある 。

ホーロー鋼板は都市部で問題となるじん挨や排気ガスなどに優れ

た耐久性があり、とくに像装鋼板やアルミなどの一部で問題とな っ

ている変退色がほとんどなく、いつまでも改築当時の美しい外観を

保つことができる 。

6  ) 経t斉的でいある 。

ホーロー鋼板はすべてオー ダーメイドでありながら比較的安価iに

施工できる金属ノ 守ネルてがある 。 また耐侯性がよいうえにメ ンテナ ン

スも簡単で、長期的にみても経済的な材料といえる 。

3  . 改 装 に お け る 設 計

ホーロー鋼板をもちいた改装における設計は基本的には新築の場

合と大差ない。図 1 にホ ー ロー鋼板リバーウオール改装工法の概要

を示すが、通常の場合既存仕上材表面より新しい改装仕止材の面ま

ていは 80mmを必要とする 。 このうち 30mmが製品厚、 30mmが下地鉄骨、

残りの ＲＰｭｭ はクリアランスである 。 改装のノ マ ネル ￭ｾｉｊ 付けはホーロー

の場合いわゆる 5' X10' の板から取れる範囲で自由であるが、 一般

的には 1m'/ 枚以上の大きさが経済的でhある 。
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図 ー 1 リ バ ー ウ オ ー ル 改 装 工 法 の 概 要

なおホーロー鋼板を用いる場合、質感によってそれだけでイメー

ジを大巾に変えることができるが、改装効果を上げるためには既存

外壁と比較的呉なる色を採用すること、場合により目地を色違いの

シ- ) レ材を採用することなどによる方法も評判がよい。 図 2 および

写真はリバーウオールによって改装した、「さいか屋横須賀庖」であ

るが、白を基調とした壁面にブj レーのパネルを配し成功した例であ

る。改装の設計については既存建物の新築H寺の図面が年月の経過に

より保存されていないケースが多い。また泊工図と笑際の建物が寸

法的にあわないことも多い。 このため改装用施工図作成後、笑例に

よって確認することが重要となってくる。鉄骨造下地の場合は既存

外装を徹去したのち改装することが多〈、サ ッシを含めて思い切っ

たイメージで設計することが可能となる。

4  . ホ ー ロ ー 鋼 板 の 製 作

ホーロー鋼板は本認された施工図に基いて作成される製作図によ

り、一品ずつ慎重に行われる。板金加工ののちあらかじめ決定され

た象認色により調合された刷薬を吹きつけ、 800. C以上の高温で焼

成される 。 このため改装イメージにあった色を早自に決定する必要

カずある。

ホーロー鋼板はすべて手作りのだめ、パネルの現場納入は施工図

承認後、 55 日- 60 日のちとなる。

5  . ホ一口一鋼板の施工

ホーローによる改装工事にあたっては、足場が必要となる。施工

は既存外壁材の点検、剥離しかかっている外壁材の除去ののちアン

カーボルトを打ち、下地鉄骨取付、ホーロー鋼板ピス止め、コーキ

ング、クリーニングののち入念な検査を経て終了する。なお、図面

作成時の作業にも足場を用いる場合には、かなり長期間必要となる

ため、充分な施工計画が打合わされる。健全な既存外装材は、その

ままホーローパネルにより封じ込められるので、それ以降に万が一

剥落しても危険性はない。

ホーローの施工にあたっては、アンカーボルトが、充分な耐力が

期待できる R C躯体まで打ち込まれること、およびホーロー表面へ

の溶接スバッタや衝撃からの養生に留意する必要がある。
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図- 2 断面詳細図

写真 さいか屋横須賀l吉範エ例

6  . おわりに

ホーローによる改装工事の実施にあたってもっとも留意すべき点

は、ホーローがかつて焼きものであったという点である。 800. C以

上の高温で焼くことによる性能のよさの反面、設計、製造、施工に

至るまで特殊な総合的技術と品質管理が要求されている。

近年、これらの問題はほとんど解明されており、ホーロー鋼板は

建材としての地位を確立しつつある。しかしながらホーロー外装材

の仕上がりには、永年培われたノウハウの質と量が歴然と表われる

ものである。とくに設計技術、色の安定、および平担度などに著し

い。このため、種々の制約を受けて実施されるホー ロー改装工事に

は実績のあるメーカーを慎重に選ぶことが重要となっている 。

( いしかわ じゅんいちろう 川鉄金属工業株式会社取締役ホーロ総材 Ｔｾ 業部長Ｉ
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. 各論 3 外 壁- 4

G R C でカノくーをかける

大 沼 邦 由

1. はじめに

G R Cすなわち硝子繊維補強セメントがわが国に導入されすで与に

10年にならんとしているが、その間 G R C のもつ高強度・軽量 ・不

燃 ・造形性などの特徴を生かした使用実績を積み重ね、現在では外

壁 ・内壁 ・天井 ・手摺 ・化粧型枠などの分野で認知していただける

までに成長してきている。外装改修の分野でも G R C導入当初から

素材の特徴を生かす分野として注目され、昭和53年西武百貨庖船橋

庖の改修工事に採用されて以来、東船橋郵便局外装改修工事 ・図書

印刷沼津工場 ・大森郵便局など、大小工事を含め 10件前後の実績を

踏まえて、丸ビル外装改修工事に G R Cが採用されるに至 っている。

丸ビル以降も数件のフ。ロジェクトを実施ないし検討中であるが、 G

R C による外装改修は以下の特徴をもつものと評価されている 。

1)  . 意匠性 : 既存建物の外観をそのまま残す( 丸ビルの例) もしく

はまったく新しく変える( 西武船橋庖の例) ことができ、かつ仮設

的イメージから脱却できる。

2) .  軽量 : 外壁単位重量は50kg/ m'  - 60k g /  m'て・あるため、基礎 ・

躯体に対する負担が少ない。

3). タイル落下防止 : 既存タイル壁の上からカバーするため路上へ

のタイル落下を防止することはもちろん、面板の強度 ・剛性が大き

いため、タイル剥落時の面板の損傷 ・変形がない。

4) . 施工性 : パネルを工場で生産し現場では取付けのみのため、メ

タルなどと遜色ない施工性をもっ。

以上が G R C による外装改修の特徴であるが、以下に丸ビル外装

改修工事を例とし、 G R C による外装改修の概要を紹介する 。

2. 丸 ビ ル 外 装 改 修 工 事 概 要 と 改 修 の 基 本 方 針

丸ピル外装改修工事概要を 表ー 1 に示す。

丸ビル外装改修工事は、施主の要望により以下の 2 点を基本方針

とすることとした 。

1)  . 現存する丸ビルの外観を忠実に再現し、かつ銅製窓枠を取替え

ず外部から工事を行う 。

2) . 約 400 社のテナントの営業に支障をきたすことなく工事を遂行
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する。

3  . 実 測 と 設 計

丸ビルは大正12年 2 月に竣工し、その後 2 回の改修を経ているた

め、施工誤差 ・建物の変形などが考えられるため設計を開始する以

前に、建物全体の縦 ・横・出入りすべてについて実測を行う必要が

あった。実測点 3 万ヵ所を 2 ヶ月を要し実視IJ した結果、

躯体壁面の出入り :t 20mm 

窓枠の左右のずれ 士40mm

窓枠の高さ 士35mm

各階ボーダ一位置 :t 7mm 

であり予想以上に誤差は少なかった。これらの笑側結果をもとに

G R Cパネルの設計条件を以下のように設定した。

①パネルはスパンドレル ・方立・窓枠 ・窓台の 4 種とする。( ただ

し屋上部 ・2 階アーチ部は別)

②既存建物の窓をパネル割の基本とする。

③各パネルのジョイントは躯体の寸法誤差を吸収するディテールと

する σ

④ファスナーなど取付部材は標準化する。

⑤ G R Cの製造形枠に合わせタイル割付を標準化する 。

4.  G  R Cパ ネ ル の 製 造

G R Cパネルの標準的製造法は図一 1 の通りである。 G R C パネ

ル製造用型枠は、鋼製型枠の上にタル模様ウレタンゴムを貼付けた

ものを使用し、製造数量の少ない役物ノマネルは木型を使用した。 G

R C は東京近辺の数工場で行い、製造後重量測定 ・寸法 ・外観の検

査をした後、塗装工場へ出荷しアクリルウレタン系主主料を用い丸ピ

ルに使用されたタイルを色サンプルとし塗装作業を行った。塗装工

場を含む各製造工場にはすべてテレファックスを設置し、生産指示

・在庫管理・出荷指示はすべてテレファックスを使用し、数量管理

もオフコンを使用したため、誤出荷防止と過剰l生産防止などに高い

効果を発揮した。
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G R Cパネル製造工程図一 1

3  

パヰル製作

設計監理 三菱地所( 株 )第 1 建築部

施 工 ( 株 ) 大 林 組

工 期 昭 和56年 5 月- 57年 8 月

外壁面積・ 約 12，OOOm'

外 壁 G R C タイル模様付きパネル

パネル枚数および種類 :

方立パネル 1，338枚

スノマンドレノレノマネノレ 1，23211 

ｾ枠ノ マネ ｊ レ 1，21411 

窓台 パネ l レ 1，21411 

パラペットパネル 38011 

笠木パネ J レ 25211 

旗台ノ マネl レ 3011 

アーチパネル 6611 

軒天井パネル 12411 

表 1

41種 類

82 11 

12 11 

12  11 

51  11 

23 11 

19  11 

16  11 

43 11 

299種 類5，850枚:

外装改修工事概要

百十
t 、

口

図 - 2  G  R C外壁パネル施工工程

一寸 ｬｬ Ｎｌ ｟ｌ ｌｉｉｴ Ｚ ご吉亡 Ｓ 亙二］ 却乙 ｾＮＮＮＮｌ 由一一Ｍ

v - ー干ー' v ｾ＠ W士ゴ吉三三笠一一一一 c-c水平断面図

Z 方主" 事ル こ方玄，f*A-

B- 8垂直断面図

丸ピル ( 改修前)写真 1

一般昔日取付立 ・断面を 図- 3 に示す。安全面ではテナントとガラス

一枚の隔てしかないため、ナ ッ ト1 個の落下が事故につながるため、

完全な防護施設を施しテナントの安全を確保するとともに、総合施

工管理者である大林組の指導の下に、毎朝の安全常会 ・工事打 ち合

わせ ・月例安全大会 ・Q C サークルが全作業員を対象に行われ、 作

業 1 人 1 人が自党をもち、互いに気を配り合う よう意識向上を徹底

したため、 l 年 4 ヶ月におよんだ改修工事期間中、まったくの無事

故 ・無災害 ・無苦情で、工事を完成することができた。

なお、ほかの改修工事も規模の差こそあれ、丸ビルの工事とほ ぼ

同様の方法で実施され、成功していることを申し添えさせていただ

旭硝子株式会社 G R C部主席技師 )

49 

くにゆき( おおぬま

丸ピル (改修後)

施工は 、旧壁の部分はつり工事 ・墾出し工事・アンカーボルト工

事 ・G R Cパネル取付用金物工事 ・パネル取付工事・シール工事 ・

ク リーニングR工事の JI頃で舟行った。 ( 図- 2)  はつり工事 ・アンカー

ドリル工事など騒音を発生する工事は 、夜間もしくは休日に制限さ

れた。 G R C パネル取付工事は、周辺の道路事情および屋上の耐力

を勘案し 、翌 日取付分を前日の夜間に屋上に荷上げし、翌日 4 面同

時に K S クレーン( 揚重 500kg) を用いて足場と躯体の聞を降ろし

取付けた。なおパネルは 3 階窓枠パネルから取付を開始し、順次屋

上まで鉢巻状にノ f ネルを取付けた後、足場と 2 階構台昔日を撤去し地

上より 2 階スパンドレルおよび軒天パネルを取付ける方法を採った 。

写真 2

5  . 施工と安全管理
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樹 脂 の 注 入

金 子 敏 雄

注 入 の 判 断

コンクリート極体や仕上げ材などにはどうしてもクラ ックや浮き

が生じ 、漏水や剥落の危険を起し放置できない問題となる 。近年は、

ますます樹脂注入による補修、なかんず〈エポキシ樹脂の注入接着

が利用されるようになったが、しかしクラ ック や浮きに対し、すべ

てエポキシの注入でよいといっ考えは、危険であり不経済な場合も

あるので、補修方法の検討から考えなければならない 。

まずその原因から分類してみると、

1  . モルタルの硬化収縮

初期はとくに収縮率が大きく、いわゆる若いクラ ックは注入して

でもその近くか、別の個所に再クラ ック が生じやすく、 ｾｾｩ 性のシー

ルでもクラックが延長して再漏水の恐れがあるので、充分了解のう

え補修する必要がある 。

2  温度変化による伸縮から生じたもの。

躯体まで通った構造クラ ックなどもエポキシの注入では、再故障

がよく起るので原則的には蝉性樹脂の U カッ ト充螺が望ましい。浮

きについては、一体化の必要から強度のあるエポキシの注入接活が

適している 。

3  不等沈下や地譲によるもの。

クラック浮きとも一体化の必要から接渚強度のあるエポキシの注

入が必要である。

4 . 鉄筋 ・サ ッシュなどの鈴による 押出し

鉄筋まで祈り出して鈴落し、防錯、打継用エポキシ塗布後( 樹脂)

モルタル仕上げする 。

注 入 材 料 の 選 択 と 注 入 量

注入用の樹脂にも種類が多〈適材適所の使い分けをしなければな

らない。 まずその現場の状況 ・条件をあげると、

l  密閉された個所で硬化すること 。

2  接着カが強いこと 。

3  硬化収縮や温度膨脹が小さいこと 。

4. 耐久性 ( 耐アルカリ性 ・防7)( 性 ・耐蝕性など) があること 。

5 . 施工上の便宜さ

注入材には、割安なセメント系から水と反応して発泡膨脹するウ

レタン 1 液型や 2 液発泡型、あるいは非膨脹性のタイプなど種類も

多〈、それぞれ活用もあるが、一般的にはエポキシ樹胞がも っとも

上記の条件を満たしており注入剤としての J 1  S 規格もできている 。

( A  6024) さらに施工上から粘度や可使時間も重要で、注入剤に

は 低 粘 度 ( 350 c  p  s程度) から、高粕! 変まで変成されている 。モル

タルなどのポーラスな面やタイル袋面などには低粘度( 液状) の注

入期lが望ましいが、施工上では低粘度はピンホールやへアクラ ック

から漏れでて困るし、完全なシールも困難だからマヨネーズ状タイ

プが多くなっている。

また動きに追従できるよう可携性をもたせたいわゆるエポキシゴ

ムタイプもクラ ック 補修に利用されている 。地表以下の床面や地下
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ク

:  鋼 棒

70 .;主入口

図ー1 図- 2 クラ ック鍋棒婦人注入

壁などで水が残溜または湧 出しているところではエポキシ系は不能

でウレタンの水と反応するタイプが適合する 。結露防止の断熱用空

!Itl 充填や吸音充嘆などには 2液型のウレタンが適する 。つぎに注入

樹11旨量については、セメン卜系や発泡性のウレタンでは硬化答般か

らみて安価になるので完全充墳を計るが、エポキシ系では薄い間際

に 100 % 充墳はむずかしいという理由と高価な材料のため空i療の大

きい部分は樹脂量を節約する場合がある 。しかし、接着面積が少ない

ほど再故障の確率が高くなるので、どの程度の注入充填率にするか

をよく打合せしていなければ、誤解を招くおそれがある 。テラコ ッ

タや石貼りなどの外装は浮き幅が相当大きくなっているのが普通で、

鋼棒による補強を兼ねるのでむしろ全面注入は節約するのが普通で

ある 。 タイル浮きでは接着面を広くする必要から樹脂量は多くなり、

モルタル浮きでは机離れ程度で注入剤が入らない場合もある 。 ょう

するに材料、注入量とも適材適丑というべきだろう 。

注 入 方 法

1  . 浮き注入

まず浮きの範囲を図面上にも明示し注入量の計算のためにも浮き

の程度を区分けする 。同時に注入不能、貼り換え、樹脂モルタル成

型部分なども明示しておく。浮き部位もタイル裂か下地モルタルか

を分けた方がよいが、二重浮きもあり下地浮きでもどの深さの層か

は打診ではむずかしい。調査方法は赤外線撮影や音波方法などもあ

るが、それぞれ娩点があ っても っ とも簡便なノ、ンマー打診が、いまだ

ー骨量的である。注入孔径は 5 - l Ommで普通電気ドリルでタイル面は目

地にあけ消帰する 。奥行は最低浮き部位まで、鋼捧挿入では浮き部

よりさらに 20mm以上。間隔はモルタル面て' 25cm前後、タイル函では

その種類とクラ ックによって差があり 20- 10cm
o

注入は一次( 仮止

め) 注入で高粘度を少量注入し、硬化後本注入するのが確実である 。

注入機はグリスポンプ、足踏式または自動注入機で行い、拡大程度

を打診でたしかめる。補強用にはステンレス全ネジ鋼棒: やノ マイプを使

用。穴埋めはなるべく表面仕上げ材にあわせる 。 ( 図一 1 )  

2. クラ ック注入

動きのあるクラ ックにはエポキシの注入は感心しないが、一体化

の必要なクラックには、つぎのような順序で行う。熱融化性樹脂な

どで注入剤漏洩防止のためクラ ックにそ って、い ったんシールし注

入穴をセ ッ トしておく 。この間隔はだいたい壁厚経度。注入は下か

ら行い上の穴に充満するのを確認してから順次上方に移る内注入斉1].

硬化後シールを除去。長年経過して挨の多いクラ ックは斜めに ilt 通

する鋼俸またはパイプを挿入しこの孔から注入を行う 。 ( 図ー 2 )  

おわりに

落下防止は、その必要性のわりには者過され易〈、そのうえ工事

の検査も困難なため、安値競争による不適切不充分な施工が多いの

で、せっかくの工事費が無効とならないようご注意をお願いしたい。

高価な樹脂も簡便硲笑さだけでなく、長期綜合的な採算では経済的

なはずでbある ( かねこ としお 日上技研興業株式会社代点取締役)
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酵 素 に よ る 洗 浄

足 立 隆 之

建築業界ならびに建物所有者の間における認識度ワースト ・3 と

して①外装の洗浄②塗装下地の調整③ メタル建材の防蝕が掲げられ、

そのト ップに「外装の洗浄」が位置づけられている 。今回は、この

洗浄について考察を加えることとする 。

1. 洗 浄 業 界 の 市 民 権 取 得 時 代 の 到 来

元来の常識から考えると、洗浄などというものは水とタワシをも

ってきてゴシゴシ洗い、それで落ちなければ塩駿や苛性ソーダをも

ってきて洗えばこと足りるというきわめて単純な発想に支配されて

現在に至 っている 。たしかに以前には、この塩酸や苛性ソーダを巧み

に使用する洗い職人が存在したが、最近のH寺代のすう勢と各種新建

材の開発にともないほとんど消滅し、ノウハウの存在しない奇妙な

真空領域として忘れられているのが現状である 。そこで汚れを科学

して対処するコンセプトが必須事項とな ってくるのである 。

2  . 汚 染 の メ カ ニ ズ ム

最近の汚染は、従来より古典的定義づけされてきた条件とはま っ

たく異なる成因によ って発生している 。

汚染ファクターとしては、 ①大気汚染 ( 亜硫駿ガス ・塩化水素 ・

オイルコークス ) ②立地条件 ( 海岸線・鉄道 ・高速道) ③天候条件

( 季節風・紫外線 ・雪) ④構造条件 ( 雨による自浄作用を阻止する

構造 etc ) ⑤ その他不適絡なメンテナンスに大別され、以上のファ

クターを中心にした複合汚染と称すべき状態を呈している 。

汚染の種類としては、 ①物理的付着 ( 帯屯庄の発生) ②光学的干

渉色 ( アルマイト層・タイルの糊薬層 ) ③化学的結合による変質、

変色 ( 公害汚染 ) ④生物学的変化 ( カビ、バクテリアの発生) が想

定される 。

以上の汚染に対して、従来は界面活性斉IJ 、酸、アルカリなどによ

って分離、溶解したのち、あとすすぎ洗浄をしていた 。この場合、

洗浄時とあとすすぎ洗浄とに使用される水量の比率は 1 :  20近くに

なり、現実には充分なあとすすぎ洗浄はほとんど行われていない。

これは従来のコストのうち、ほとんどが人件費に占められているた

め、低コスト受注 ( 200- 300円/ mつ が定着化した結果と、洗浄斉IJ

などの残存程度が目で確認できないためである 。 このことは、後日、

大きな問題を提起することになる 。それは、被洗浄体表面に洗い残

された洗浄斉IJ や酸自体がじょじょに濃縮され、洗浄界面が劣化、変

質するのである 。

3  . 酵 素 ( 天 然 厳 造 抽 出 成 分 ) 系 洗 浄 剤 の 台 頭

以上のような欠点を補う目的で開発されたのがホ R D洗浄剤。で

あり、それを使用法とセ ッ トにしたものが いリフレ ック工法砂である 。

R D洗浄剤の特長

R D洗浄剤とは、米糖と大豆を滋造畷酵し、その上澄液の精製モ

ルトを用途別にブレンドしたもので、発 i包性がなく、後洗浄がいっ

さい不要なので作業性がよく、トータル、コストの低減が可能にな

る。

安全性一一被洗浄体、第 3 者、洗浄者、周囲環境に対する安全性は

確認済みで、昭和53年 11月以来約40万耐の施工実績を残している。

洗浄のメカニズム一一汚れと被着体の聞に存在する静電気を帯電封

鎖して、汚れ自体が分離する作用を基本にして洗浄する 。一度分離

した汚れは、再付着力を失な っている 。

再汚染防止作用一一メインテナンスとは、汚れをとることもさるこ

とながら、ロングレンジのコストダウンを計ることがコンセプトと

考え、洗浄斉IJ 残存成分が害を起こすことなく、逆に再汚染をしにく

くする特性をもつこと 。

4  . リ フ レ ッ ク 工 法 の 特 長

以上のような自然界の植物がもっ多次元的なカを応用した R D洗

浄剤は、いままで危険な洗剤lでしか洗えなかったものを、その置か

れた条件に対応し、無酸工法、無水工法、少水量高圧ジェ ッ ト工法、

リサイクル ・ウルトラ ・ソニ ック併用法などで、安全に洗浄するも

ので、そのシステムの総称を「リフレ ック工法」とよぶ。

5  . 施工コストについて

リフレ ック工法を利用したときの最ー大の特長は、 他 の強力な洗剤

とは異なり、がラス、金属菌、塗装面、人体、植木などに対する養

生資がほとんど不要である点が大きくプラスに影響し、トータル ・

コストが安くなる 。

6  . リ フ レ ツ ク 工 法 は 万 能 で は な い

R D洗剤とアフィニティーのない汚染 ・変質に対しては、色度で

凝 l

10%程度しか除去できないものがあり、それらに対しては、 J S  S  

援 2

工法砂と "S C  S工法。が開発されていて、これらの工法との併用

でほとんどの汚染が洗浄可能にな っている 。

( 注)

※ l ーJ S  S工法とは、 1500kg/ cm' の超高圧水を、特殊な回転ダイヤモ ンド・7

ルチ ノズルを利用して非常に少水量吐出させて、フ ッ酸系でしか洗浄できな

かった本石などを、安全かつ養生無しで洗浄可能にした新開発技術である 。

※ 2- S C S工法とは、 シリコー ン・シーラ ントやシリコーン綴水斉IJ に起因する

シリコール帯電汚染の安全システム工法であり、場合によ っては J S  S 工法と

{ 井用されることもある 。

おわりに

洗浄とは、汚染の生成メカニズム、条件を分析解明すると 90%作

業が完了したといえるほどで、汚染源に対しては慎重に対処すべき

ものである 。

( あだち たかゆき アールディ 一興産抹式会社代表取締役)

控築と社会/ 19制 年 3 月号 51 



. 各論 3 外 壁- 6. b

フ、ソ素系錯塩によるビル外壁洗浄

河 野 秀 夫

ビルの外装材としての天然石、人造石、タイル、モルタル、目地

などの汚染は、空中の塵挨と NOX、S OX などの空中公害環境に主

として起因するが、ビルの外観を著しく扱うだけでなく、ビル自身

の損傷をはやめる原因となっている 。 ピルの外観が美しいというこ

とは、それだけでビルの資産価値が高いということであり、その外

観維持のために、定期的に洗浄されることが望ましい。

ビルの外壁洗浄の問題点については、後で述べるが、フ ッ素系錯

塩を主材とする「洗浄材」の今日までの笑紛の内容をみて、ビル洗

浄の問題点の解決に、ひとつの解答を与えうる材料として紹介した

い。弊社では、クリンストンという商品名で製造販売している 。

この商品は、元ウェスチング拘ハウス社の技術者であった、 J  

KOVACY 氏によって、 1950年代に発明され、 K &  E ケ ミ カ ル

( 米) で発売されてきた 。米国だけでなく諸外国にも笑績をもち続

けているのは、この商品の優秀さを示すものであろう 。なかでも米

国連邦政府が、同洗浄材を指定洗浄材として、歴史的建造物を含む

公共用建物に使用してきている点は、注目に値しよう 。 日本でも 7

年の実績があり、大阪日銀、東京第一生命館ほか多くの例がある 。

クリンストンは、強力洗浄力をもっと同時に、基材を痛めないこと

を特徴としている 。

ビル外壁洗浄の問題点

1. 汚染が強固で、一般洗浄材では洛ちにくい。基材の表面に存在

する微小な穴に入っている汚れは、単純に洗浄するだけでは落ち

ない。

2. 材質がビルによって多種多様であるうえ、それぞれが異った歴

史の経過をも っているため、洗浄条件がケースパイケースで大き

く異なる 。

3.  強い洗浄材の洗浄能力が、素材表面を荒らすことと直接係わ っ

ていることが多〈、同時にそれだけ取扱い上の諸注意も厳しい。

4  洗浄後の再汚染が速い。

5  周囲の作業環境が複雑で、電線、看板、植込み、水はけ、足場、

人通り、ガラス面養生への配慮。

6  洗浄技術経験者の不足。

7 .  100 % の復元は不可能であり、施主に対し洗浄の限度を説明し

理解してもらうのが容易でない

フッ素錯塩による洗浄について

多種多様にわたっているそれぞれのケースに対して、クリンスト

ンは 7 種類のタイプを用意している 。 # 1  E がも っとも強力で、特

1 - # 6 まで番号順に効果がソフトになる 。作業に入る前どのタイ

プがマ ッチするかをみるため、現場てーパ ッチテストを行う 。弱過ぎ

ると汚れが残り、強過ぎると表面が白っぽくなる 。 ビルが古〈汚染

がまだらな場合、やや強目の番手を選ぴ全体の均一化を計る 。逆に

汚染の程度が少なく以前に洗浄の回数の少ないところでは、やや弱

めの番手を選ぶ。ガラス 、植込みなどに洗浄材がかからぬよう養生
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をしたうえで、ゴム手袋をして洗浄材をローラーパケ、ブラシ、シ

ルバーワイパーなど下地にマ ッチした器具を用いて下から上に 塗布

していく 。15分以上で乾燥できるが、天候により多少変化する 。つ

ぎに上から下に水を使 って洗い落とす。この洗浄材は、汚れと表面

の界商に作用して、乾燥するさい汚れをもち上げて、離脱しやすくす

る。微小な穴の場合、中側から作用して汚れを外に押し出す。 この

錯塩としての酸性度は強くなく、表面を深〈浸すことがない 。この

ため、エフロのような厚さのある汚れに対しては効果がない。 カル

シューム質に対しては、いわゆるフ ッ素ハミ方キでいわれているの

と同じ理由で 、微小な穴を塞ぎ、表面を硬化させる 。モルタル、モ

ルタル目地、コンクリートあるいはセメントを含む人造石材などは、

強化されて再汚染されることを防がれるだけでなく、酸性雨から表

面を守る効果があると思われる 。事実、工業都市である米国クリー

ブランドにおいて 25年前洗浄された建造物が、今日なお、隣りの洗

浄していない建物と比べ大差で美しい。

この程、洗浄材の使用上でとくに注意すべき点は、ガラス質を微

位だが浴解するカをも っている点で、ガラスに付着すると曇らせる 。

とくにコートカ、ラスは非常に侵され易い。人体に対しては、人によ

ってアレルギーを起すことがあり、傷口に入ると激しく痛む。かな

らずゴム手袋使用のこと 。 この洗浄材は、石灰水によ ってその作用

をなくすることができる 。主成分は、水に溶けない無害のフ ッ化カ

ルシュームとなる 。人通りの止まないところでは、石灰水で中和し

たうえで拭き取るなどして安全を期す必要がある 。 クリンストンの

効果は、その番手によ ってあるところで作用が停止するため、洗浄

むらができにくい特徴がある 。前日に洗浄材を 塗布し、その翌日水

洗いするというような作業が可能である 。

この穫の、洗浄材は、ビル外壁に限らず内装にも実績は多い。床

面に使用するときは、弱自の番手を選ぶ必要がある 。強過ぎると、

非常に硬質の白い結晶ができる原因となり、ヒールマークがつく 。

そのほか特筆する点としては、鉄サビ、銅サビがよく取れる、シリ

コーン目地周辺の汚れがよく取れるなどがある 。洗浄後完全を期す

ため、シリコーン系、またフ ッ素系のシーラーを全面塗布すること

も考えられるが、今後の課題として取組みたい。

以上フ ッ素錯塩系洗浄材による洗浄について述べてきたが、それ

だけですべてが解決されるわけではもちろんない。ケースパイケー

スで、最良の方法が求められなければならない。 しかし問題の基本

は、ケースごとに異な った条件で洗浄しなければならないことで、

しかもビル洗浄が、ビルの現在および未来の価値に大きく杉轡を与

えるほど重要な点である事実である 。

この重要な洗浄の方法の選択にあた って、オーナー、施主、施工

者がE いによりよく理解できることが大切で也あろう 。洗浄材の番手

の選択と使用方法がパターン化されている洗浄材が存在するため、

作業の標準化がしやすい。このため相互の理解のうえにた っての洗

浄工事が、おこない易いのではないかと期待している 。

( かわの ひでお クリンスト ン製造昧式会社取締役)



. 各論 4 床ー 1

プラスチック系床材料の貼替え工事

千 合 尉 雄

はじめに

ピニル床タイル、ピニル床シートが内装床仕上材として普及しは

じめてから現在までに、すでに 30年を経過している 。この問、各種

の建物の共用部分、居住区などにも っとも普遍的な仕上材として、

大きな使用実績を示すにいた っている 。

とくに、ここ数年注目されているのが、このような歳月を経た建物

の床仕上材をあらたに更新 ・リフレ ッシュしようという要望や需要

が急速に高ま ってきていることである 。住宅、非住宅建物を問わず、

プラスチ ック床材の全需要の70% 、あるいはそれ以上がリフレ ッシ

ュ( Repl acement ) に向けられているといわれてからひさしいという

のが欧米からの情報である 。わが国の場合ても床工事庖のほとんど

が貼答え工事を幾度が経験しているのが、現状であり、この傾向は

今後、ますます増大するものと考えられる 。

古い床仕上材一一一この場合、ビニル床タイルや床シートだけで

なく、古いセラミ ックタイル床、各種の塗 り床、アスフアルトモル

タル床、木造床なども含めて一一 貼替えの対象としてとらえたとき、

新築の工事とはま ったく臭った見方、施工技術上の対処が当然必要

とな ってくる 。その主たるものを挙げると、

1. 既存の古い床材料の種類やその現状はどうな っているか。

2  新しい床仕上材を貼るための *下地砂 として、適正な状態か、

また適正にするにはどうすればよ・いか。

3  新しい床仕上材をどのよっな種類の接着剤で貼るか。

4. すでに居住、使用中の部屋、床であるから各種の什様、物品が

ある 。貼替え工事にあた っては、これらの移動や復元を効率よく

行う必要がある 。 このほか、電話器、電話線の問題もある 。

5. 作業日程、そのほか工事にともなつことと、周囲への影響をど

のように調整 ・協議するか。

などがある 。

このようなことがらに適切な手だてをとることが、プラスチ ック

床材の貼替え工事をスムーズ、かつ効率よく行えることにつながっ

てくる 。

下地処理について

これらのうち、貼替え・補修工事の技術面ととくに関連が深いの

が、 上記2. の ホ下地処理仰に関わることである 。① 古いプラスチ

ック床材は剥しとること 。古いプラスチ ック床材の上に同系の床材

を直接に貼る、いわゆる『重ね貼り 』 をすることは原則的には好ま

しくないので、これを刺しとることになる 。 したがって、接靖剤が

残っている古い下地表面をどのように処理して、新しい床仕上材を

貼るかということになる 。 また②塗り床やアスフアルトモルタル下

地は浮上っている箇所などは日IJ として、できれば、そのまま下地と

して使用したい。③セラミ ックタイルもこれをハツリとるのは、工

期や手聞の上で手数がかかるので、やはり、そのまま下地として使

用するなどが、日占替え工事に際しての下地処理として浮ひ' 上ってく

る。

このように古い接着剤が残 っている下地やアスフアルトモルタル

下地、ある種の塗り床下地、古いセラミ ックタイル下地などの表面を

適正に処理して、新しい床材をその上に直接に貼ろう( 新しい接着

剤を塗ることも含めて ) とする工法が開発され、比較的簡易で、し

かも信頼性の高いものとして、多くの実績を残してきている 。

このような下地を処理する工法とは、ある種のプラスチ ック系の

モルタルを下地表面に薄〈 塗布しようとする方式で、一般には下地

補修材とよばれる資材を使用するものである 。

一般に使われている下地補修材は写真ー1に示すような特殊なプラ

スチ ックエマルジョ ン( 原液) に所定量のセメ ン ト粉末と水とを使用

直前に混ぜ合せて、モルタルをつくる 。写真ー2はこの調合での補修材

モルタルを例示したもので、このモルタルを専用の地ベラで、補修

・更新しようとする下地の上に薄< ( 塗り厚0.0- 0. 5mm、通常 0. 3

mm厚前後) 塗布する 。

塗布後 2 日目で、 0. 5 ミリ厚塗布の場合の補修材と各種下地材との接鎗強度

( 引張り強度) はつぎの通りである 。

下 地 の 種 類 引張り強度 (kg/ m')

セメ ン トモ/ レタJ レ 7  - 8  

〔 注 〕 貼り替え下地 Ｈ 接務 ｾｊ 残存 Ｉ 5  - 6  

石材 ・テラゾー 5  - 6  

A  L C版 4  - 5  

〔注〕貼り答え下地: アスフ アル ト系按渚剣は60- 70%除去

酢ピ系 エポキ シ系按茸f剣は30- 40%除去

このような下地補修材の特徴を列挙するとつぎのようになる 。

(1) 上記のような古い下地によく接着すること 。

(2) できるだけ、ウス塗りできること 。

(3) できるだけ早〈乾燥 ・硬化して、下地表面として使えること。
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写真 2 調合のフロー値をしらべる

写真 3 下地補修材の塗布

( 新しい床材を貼る接着剤を塗ることができること)

(4) 塗布能率が上ること 。

(5) 材料費が安価であること 。

(1) の接着強度は表に示すように充分な強度をえることができる 。

また (2) 塗り厚みは、 0. 5mm- 0. Ommまでの間で、限りなくうすく 塗

っても充分な強度がえられる 。 したがって、貼替え工事にあた って

は、他部とのとり合いを気にしないで塗布し、床仕上施工ができる

のも大きな特徴である 。 また、 (3) 補修後、床材の施工が可能になる

までの時間が、 0 .5 mm 厚以下の通常の塗り厚の場合で、夏期は l 日、

冬期でも 2 日程度の乾燥期間で充分なのも、貼替え工事の能率を上

げるのに役立つものといえる 。

また、実際の塗布作業もとくに左官級などによる専門的な技能を

必ずしも必要とせず、地ベラで下地に全面に簿〈塗るという技術を

習得すれば、床施工の技能員でも容易に塗布効果をあげることがで

きる 。費用は床面の全面補修で、平均塗 り厚み 0. 5mm以下の場合で、

54 

古 い P タイル をfi J した下地 し補修村裕布完了部 し主主布簡の下地

に補 修材 を塗布、仕上

写真 5 写真 4 にあらたにピニル床シート鮎り

写真 6 古いセラミ ックタイル床下地に下地織修材を塗 る

1 ，000/ 凶 ( 材工とも、 100m'以上) といわれている 。

この補修材は、このほか、全面に 塗布する用途だけでなく、たと

えば、古いモルタル下地の孔や、クラ ックを充填することもできる 。

以下の写真-3 ， -4および-5は、このような下地補修材の塗布作業

中、 塗布完了および新しい床仕上材を貼り上げた例である 。

また、 写真-6は古いセラミ ックタイルの上に直接に下地補修材を

塗っ て、プラスチ ック系床材料を貼る下地をつくろうとしていると

ころである 。 この場合は、セラミ ックタイルの白地音E分に、比較的

硬く調合した補修材をまず充填し、つぎに引続いて上塗りをかける

という手順になる 。

以上、プラスチ ック床仕上材の貼替え、とくにその場合の下地処

理方法について述べましたが、今後、大方の御指導を賜りますよう

お願いいたします。

( せんごう や す お 悶砧応用化 工妹式会社企画室技術部長)



. 各論 4 床 - 2

塗り床による改修

大 回 自告 士

はじめに

合成樹脂塗床材は、エポキシ樹脂系、ポリウレタン樹脂系、ポリ

エステル樹脂系、メタクリル樹脂系などがあり、それぞれ特性をも

っており、床の使用条件や、施工条件によって選定されています。

床の改修を塗床で行う場合、とくに床の使用条件、既存下地の状

況、施工条件を充分に翻坐してから樹脂の選定、工法の選定を行わ

ないと、目的に対応できない場合があります。 ( 図ー 1 ) 塗床材に

よる改修工事には、つぎのような点に留意する必要があります 。

1. 

2  

3. 

4. 

5  

6  

7  

8  

既存仕上げ材の種類と劣化の状態

表面の汚れの状況( 内部への浸透状態 )

下地の乾燥度

改修工事の環境( 温度、温度、粉! 墾発生の可否、振動発生の可

否)

下地の打i傷状態。

工事にともなう央い 。

工期 ( 養生時間も含めて )

工法( 使用条件による )

ここで塗床材による床の改修の現状と、最近| 羽発された材料、機

械などについて紹介いたします。

下 地 処 理 法

改修工事の場合、下地の状況はほとんどの場合、悪条件であり、

工期的に制約されます。 それぞれの条件に適合した処理方法を用い

なければなりません 。下地処理は一般的に、

2. 

3  

4  

5  

既存床材の除去および目粗し 。

汚れの除去。

クラ ック、浮きの補修。

欠1JJ.音11の補修。

乾燥。

などが1Tわれます 。

2 - 1 、既存床材の除去および目粗し方法

既存床材の目粗しや除去方法は、機械によるものと、薬品処理に

よる方法とがあります。

機械による方法は従来、発f A や、振動をともなう工事で、使用中

のビルや工場でbの改修を行う場合これが大きな問題とな っていまし

た。最近、これらの問題がある程度解決した機械が開発されました 。

写真一 1 に示した機械は床面用のショ ッ トプラスト研帰機でl汲塵機

と一体とな っており、振動も少なく、発鹿もほとんど発生しません 。

下 地 処 E里 プライ 7 一選択

同 |清 掃 ・ 洗 浄 I [  

問 。 | 研りわデイング j o[

凶 |クラ 7 ク 四 郎 |

i凡用プライマー

特殊プライマー

褒 1 改修工事手順

写真 1 サンドプラスト

モルタル・コンクリートの

レイタンス除去

カラクリート・フエロコン

下地の目粗し

写真 2

使用畳同/ m'

砥 揚 機

アップ1 7
'
) τ 7下 水

0.05 

0. 1  
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表 2 化学処理淘jの使用方法( エービーシー商会的7 .，プクリーンによる)

しかし下地を深〈砥り取る場合は多少能率が落ちる欠点があり、 2

% 以下の表面の目粗しゃ、除去には有効て- す。

写真一 2 はドラム ( カ ッタープレード保持装置) に取りつけられ

た多数の長円穴カ ッタープレードの遠心力による強力な打撃による

下地の除去や、目組しを行うものでこの機械も集塵機の併用でほと

んど発塵を防止できます。 ただ、打撃力が強し、ために、振動の発生

があり、モルタル商の処理には不適です。 さきに述べたプラストと

比較して小型であり取り扱いも簡単なために、今後、普及するもの

と思われます。処理面としては、プラストは肌理の細い面がえられ、

コーテイング工法などの薄い塗膜での仕上げも可能ですが、後者は

処理面がキn< 、ぺースト工法 ( 2 % ) 樹脂モルタル工法( 5 %) な

どの厚主主り工法が適してい志す 。

薬液による下地の目粗しは、セメント系仕上材表面の処理として

塩酸などを使用して行う方法がありましたが、処理時に腐食性のガ

スを発生させ、周りの金属を錆させる恐れがあるためにほとんど使

用されていませんでした。最近、スルファミン酸を主成分とした下

地処理斉IJ が開発され、機械処理が不可能な場所で使用されるように

住 築 と 社 会/ 1984年 3 月号 55 



な q ました。これは白色粉末の酸処理剤で使用時、水や湯で溶解し

て使用します。塩酸のような腐食性カ。スを発生しませんので、周囲

の設備を傷める危険性が少なくなっています。

2  - 2  汚 れ の 除 去

床 面 に 付 着 し て い る 汚 れ の な か で も っ と も 問 題 と な る の が 、 油 汚

れです。油で汚れた下地の処理は、軽度の汚れであれば、洗剤で除

去できます。浴剤l を使用して除去する場合もありますが、溶剤lは揮

発がはやく、かえって汚れを広げる場合があるので、溶剤の選定に

注意、してください。また、溶剤を使用する場合、換気を充分に行う

必要があります。

重 度 の 油 汚 れ や 、 下 地 の 内 部 ま で 泊 が 浸 透 し た 場 合 は 機 械 的 除 去

を行います。このような場合、処理後、下地表面に油が残る恐れが

あるので、泊潤面プライマーを使用します。最 近 、 優 秀 な 泊 i閲面プ

ライマーが開発されております。油処理が完全であると思われる場

合でも、油出I i : i i : i プライマーを使用すれば、仕上げ主主膜のハジキを防

止できるので安心です。

( 表- 3  )  

2  - 3  欠損部の補修

塗床材を施工する下地の欠損部の補修は 2 液 無 j容斉IJ 型 の 樹 脂 モ ル

タルや、樹脂パテで補修することをお奨めします。エマルジョンや

ラテ ックス浪人モルタルで、補修を行った場合、乾燥不良や、表面強

度 の 発 現 が 惑 い た め に 塗 床 材 施 工 後 に 剥 離 な ど の 事 故 が 起 る 危 険 性

があります。

2  - 4  下地の乾燥の確認方法

セメントコンクリート、モルタル下地の乾燥状態は、モルタル水

分 計 や 、 シ ー ト 貼 り 方 法 で 確 認 し ま す。 モルタル水分計は表層 3 0 %

程度の深さまてーの水分しか ifilJ 定 で き ず 正 確 で は あ り ま せ ん。 簡単な

方 法 で は あ り ま す が 、 厚 手 の シ ー ト を 下地 に貼り 24- 48時間放置し、

装 面 に 結 露 が な い こ と を 確 認 し ま す 。 こ の よ う に し て 硲 認 し で も 湿

潤 す る お そ れ ( 結 露 な ど ) が あ る 場 合 、 湿 潤 面 用 プ ラ イ マ ー を 使 用

するのが有効です。

( 表- 4)  

3.  床 の 改 修 例

つぎに実際の床の改修において、比較的、最近開発された方法に

よる改修例として、硬質仕上床面、ビニアスタイル床面、冷凍冷蔵

庫の改修について紹介します。

3  - 1  特 殊 プ ラ イ マ ー に よ る 無 機 系 硬 質 仕 上 げ 床 お よ び 、 タ イ ル

仕 上 げ 床 の 改 修。

カラクリー トや、フエ ロ コンで代表される無機系硬質仕上げ床や

タイル仕上げ床は、その表面が綴密なために、樹脂系仕上材の接着

が 悪 〈 、 薬 品 あ る い は 、 研 掃 機 に よ る 目 粗 し ゃ 、 除 去 を お こ な う 必

要 が あ り ま す 。 薬 品 で 処 理 す る 場 合 、 多 量 の 水 を 使 用 す る の で 、 ビ

ル な ど 廃 水 処 理 の 困 難 な と こ ろ で は 不 向 き で す 。 ま た 、 研 掃 機 を 使

用する場合は 、発塵や振動の発生があるので、使用中のビルや、稼

動中の工場などでは集塵機つきの機種で、なるべく振動の少ないも

のを選定する必要があります。これらの下地処理には多大の時間と

費 用 が か か り 、 改 修 し た く と も な か な か で き な い の が 現 状 で し た 。

最 近 、 硬 質 床 材 や タ イル商に対して接着性の優れたエポキシ樹脂

系プライマーが開発され、簡単な表面処理で塗床材が施工できるよ

うになりました。このプライ マー の 性 能 は 、 従 来 の 接 着 力 試 験 と 異

なり、使用されている床面で、塗膜に作用すると恩われる引刺し力

と衝撃力に類似した、ビール引張 り接 着カ試 験 と 衝 撃 接 着 力 試 験 で

評価されています。 ( 表- 5) 硬 質仕 上床やタイル仕上げ床の場合、
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写真 3 化学処理状況

~油~の~種~類i プ『ラ~イ----マ エポキシ一般床用プライマー i由J l 面周プライ 7 ー

フ ド

20 .6  35 .2  

下地ープライ 7 一問事j離 下地磁壊

牛 f由
10. 0 25.0  

下地ープライ 7 一間宮l離 下地破壊

サ フ ダ i由
1.7  37. 0  

下地ープライ 7 ー問事l離 下地破壊

マ 〉〆 ‘  /  i由 20 .5  

下地破壊 50%  
30.4  

( J I S 7 シン刷: )

三菱マシン i由4 下地ープライマ一間制雌 50%  

下地破壊

プ レ ス i由

13 . 7  29.7  

下地磁場 50%  下地破壊 5日%

(三菱ルプ R 056)  

下地ープライ 7 一間制限 50%  下地ープライマー間制限 50%  

防 錆 i由 26.9  

Ｈ 三 重 ｾ ｐａ Ｍ ＳＰＵ Ｉ 下地破壊

表 3 ;由潤面用プライマーの接着試験 ( kg/ cm') 

エポキ シ・一般床用プライ? ー …エービー シー商会のケミクリート E プライ? ー

油澗而周 プライマー・ エーピ-;.-- ー商会のケミクリート URープライマー

立ぞご
エポキシ一般床用プライマー 7ft . 湖面プライマー

乾 燥 面 34. 0 (下地破壊) 30. 9 (下地破駿)

1昆 羽田 面 11 .5  (下地~プライマ一間争IJ 離) 23. 4 (下地似峻)

表 4 湿潤函用プライマ ーの接活力紋験

ピ ー リ ン グ 試 験 接 着 力 試 験

下地の種類

剥離距高1 1 .
( 注)

按活力 司長 耳量

破壊状態 衝撃試験

Omm点 10mm点 20mm点

kg/ <川 状 態

震 乾 燥 商

29 .2  11. 6 11. 4  良 好 良 好

28. 0 下I也破話題

kg kg kg 
(“ l 村敏械 } (制緩なし )

床

Z 油 湖 面 23. 9 10. 9 7. 6 
/1 /1 

24. 2 /1 

ロ

コ

ン ￬ｾ 湖面 26. 1  10. 8 9 . 1  
/1 /1 

25. 0 /1 

)  

タ施利タイル 51. 6  10. 6 10. 0 
/1 /1 48. 0 /1 

イ

ル無粕タイル 41. 1  10. 1 11. 6  /1 /1 
57. 0 /1 

表 5 タイル面、硬質床用プライ 7 ーの接着性試験

( 注) 1，荷量E試験の判定は、 塗際的制l維の有無によ って行な う. 按消のよくない金膜は打繋

点周辺に ｾｊ 離現象が起きる Ｎ (表中の数値はエービー シー商会ケミクリート F Cプラ

写真 4 磁録タイル

の改修

下地処理: 汚れ洗浄 目地乾燥 ・7 イJ レ得き除去

エポキシ樹脂モルタル ( タイ ノレ用プライ 7 ー使用 )



樹脂モルタJ レ

下塗

プライマー

図ー 1 モルタル工法( ② 5 %)

上櫓

ペースト

プラ イ7 ー

図- 2  ベース卜工法( ② 2 %)

比較的ハードな使い方をする場合が多く、改修や補修仕様としては、

できるだけ 、塗1英厚の厚い工法、例えば樹』旨モルタル工法などをお

奨めします。 ( 写真一 4) ( 図ー 1 )  

3  - 2  ビニアスタイルの改修

ビニアスタイル下地を 主主床材で改修する場合、ピニアスタイルを

除去した後のノリが付着して、なかなか除去できません。 とくに黒

ノリの除去は非常にや っかいです。改修後の床が軽歩行、軽作業の

床として使用される場合は、接着剤の弱い音11分はケレ ンにより除去

し、アスフアルトシーラーでシールして仕上材を塗布します。重作

業を行う場合は、研州機で完全除去を行い、樹脂モルタル工法やぺ

ースト工法などの塗膜厚の厚い工法で仕上げます。

( 写真一 5) ( 図- 2)  

3  - 3  低温室の改修

冷凍庫や冷蔵室などの床は、フォークリフトなどの奉納の走行な

どにより、床面の損傷や、H l 耗が激しく、逮搬時の荷くずれや、発

塵による商品の汚染が問題にな っています。 しかし、室内の温度が

低温であることと、容易に昇温できないことから、改修工事は非常

に困難な面があります。 このような環境での改修工事に使用される

塗床材は、低混硬化性の優れた樹脂で、率網走行にも耐える工法で

なくてはなりません。このような条件に適合する樹』旨としては、湿

気硬化型ウレタン樹脂モルタル工法と 、 メタク リル樹脂モルタルが

適しています。湿気硬化型ウレタンモルタルの特長としては、

イ) 配合が簡単で・ある 。

ロ) 低温多湿雰聞気で良好な硬化物が得られる 。

ハ ) 耐薬品性、耐摩耗性が優れている 。

で、一 10' C 以上の冷凍、冷蔵庫の改修に適しています。 ( 表- 6 )  

写真 5 ピニアスタイルの改修( タイルの除去作集)

t主 験 項 目 Eま 果験 結

1蜘 . 11 強 度 58. 6kg/ 耐

耐 圧 強 度 459. 0kg/ 耐

引 張 り 強 度 21. 9kg/ 耐

低 温 硬 化 性 常温~ー IO' C可能

表 6 ウレタン樹脂モルタル20'C X  7 日物性

表中の数値はエーピーンー商会のケミク リートU Hのものである。

絞 験 項 目 斌 験 結 果

度

φ

虫
P

J

 

J

J

 

“
u

u

 

120kg/ cm'  

圧 縮 強 度 750kg/ c耐

引 張 り 強 度 140kg/ 耐

f民 溢 硬 化 性 常温ー - 30' C可能

表 7 メタクリ J レ樹脂モルタル20'C X  7 日物性

とくに 1  'c - 10' C の冷蔵庫は、工事中に結露が発生したり多湿状

態になる可能性が多〈、 このような場合でも 、良好な硬化物と よ接

活性がえられます。 メタクリル樹脂は最近 、西 ドイツから導入され

た樹脂て¥一 30' C までであれば、良好な硬化物がえられます。 メタ

クリル樹脂系塗床材の特長としては 、

イ) 低温硬化性、速硬性が優れている 。

ロ) 耐衝撃性がある 。

ハ ) 耐薬品性がある 。

でありますが、硬化 システムが、ウ レタン樹脂に比較して複雑で

あるために、専門業者による施工が無難です。このメタク リル樹脂

系は、施工中、 結露が発生すると硬化不良を起すために、冷凍庫の

ような低但で、湿度が管理されている ところでの改修には適してい

ます。 ( 表- 7  )  

ウレタン樹脂系、メタク リル樹脂系塗 り床材を使用する場合、 い

ずれも硬化時に樹脂特有の臭いを 発生 しま す。とくに、食肉、魚介類

などの生鮮食品を保管中の倉庫で、工事を行うと、この臭いが商品

に移る恐れがあるので、庫内の商品の移動を行ってから工事を行う

ことを奨めます。

4.  おわりに

現在、改修工法は短時間に 、確実に使用が可能になる工法を各社

開発 中であり、今後とも材料、 機械、工法とも進歩していくことは

確実でありますが、新築工事と異な り、 工事を初めてから予測でき

なか った事態が発生する こ ともあります。改修工事においては、や

はり基本は事前の充分な調査にあると思われます。項目ごとのチェ

ックリストによる調査を進めることが必要と恩われます。

(おおた てるお 株式会社エーピ- " ー商会樹脂床事業部販売企画課長)
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ケE言力号@A了ロEJ マメヲル

耐候・耐蝕性合成樹脂

表面仕上層

プラスチック無機繊維

・コンバウンド

高性能接着層

合成樹脂表面処理層

化成処理層

亜鉛鍍金層

建設省認定不燃〈個〉第1118号 ・第1131号・ 不燃材料

鋼板CJ I SG3313)

新時代の建築工法、驚異の新素材o

ｴｅ 凪ＺミＺｾｊｉ，ｪ田弘童相皿屋調 ｾｾｂ 間百四冷ミ｝ｾ悶

美しく、丈夫で燃えない建材

新しL 、時代の建築工法とともに建材の持つ

あらゆる要素一一 耐候性、耐蝕性、美観、

強度、断熱性、防音性、さらに軽量で施工

性がよく、経済的など、おしみなくそなえ

なおかつ省力化、省エネルギー効率を上げ

なければならない素材として誕生したケミカ

ラーオーシマメタルは優れた建材として業界

各位からご好評を博しておりま1九

@耐候性が抜群です。

特殊カラー樹脂被覆により耐候性、耐

能性、提色性等の耐久性に優れ、長期

にわだって再塗装の必要がありません。

@加工・耐摩耗性に優れている。

打ち抜き、折り曲げ (180. 密着〉ロー

ル成型・深絞り等あらゆる加工が可能
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で、しかも被覆面に加工劣化がありま

せん。

@耐薬昂・耐油性lこ優れ、耐活染性

が良い。

。落ちついた色調。

力ラーは厳選しだ 5種類、何れも時代

の二一ズにマッチしだ高級で落ちつい

た雰囲気をかもします。

@経済的です。

だびだび張り替えや再塗装の! . D! ，¥要な他

の金属板に比べて経済的です。

@不燃材料です。

建設大臣認定不燃( 個〉第1118号

不燃( 個〉第竹3引き

として認められています。

- 用途

特殊力ラ一樹脂被覆の優れ疋耐飽性に

より腐蝕性ガスの発生する戸ルミ電解

工場、化学工場や大気活染の厳 しい大

工場地帯、 まだ塩分や強烈な紫外線に

さらされる海岸地帯の建物の外装。

いつまでも変らぬ美 しい色調により、

事務所、 学校等の仕土げ化粧材として

最適です。

@ 大 島 応 用 化 学 工 業 株 式 会 社

本 社 干535 大阪市旭区太子情1丁目 15番22号 n06(954)6521 附

・東京支庖ft 03(問。)6061附 ・新居浜支庖含0097( 46) 230鮒惜

・仙台営聾所合0222(87)3129 ・福岡営業所含092( 473) 8343

・名古屋宮畢所合052(241)  8588附 ・四日市営量所t t 0593(45) 1∞5  

・神戸営軍所会078(331)0835 ・岡山営集所宮08694α) 3964

・広島営聾所含0822( 48) 381断切 ・宇都宮療所宮悌36(21) 6ω8

工場 ・作業所/ 岡山・ 新居浜 ・川崎・四日市・ 広島 ・仙台



吻v

ビノレの顔は、こう変わる・・ら

※ 詳しし、資料を差し上げます。

あ気軽にこ請求ください。

ノ、イレベルの改装ニーズに応、えるホーロー建材。

人間の英知が創造した画期的な内外装用パオ、川川鉄

のリバーウォ一九新築はもちろん、ピノレ内外壁の改装用

にベストのホーロー建材として、他の追随を許きない多くの

実績を更新中です。すくやれた耐候性、自在のデザイン性

など、まさに、実質的に価値あるピノレのイメージ、アッフ。が実

現できます0

・経済的なコスト。

従来のタイノレはそのままで‘ OKol まつり工事が不要な経済工

法です。またメンテナンスが容易で、、維持費も安〈済みます。

・ビルの機能をノンストップて'施 工。

外 部 か4施工するため、ピノレの日常業務守停止せずに改

装でき、工期も短縮されます。

・安全な工法。

特殊なアンカーボル トて.強固に取りつげるため、タイルの脱

落事故が完壁に防げます。

( 標準カラー 24色のほか、ファーオ、スシリーズ12色もござ、い

ます。)

中島病院

リバーウオールのお問い合わせは一一

軍亘王亙E

大 阪 川 鉄 商 事 側 建 俊 郵

大鉄度調陸棚

向洋耳量調院側

因 村 駒 側

兵 百且 川 鉄 ア ル ミ ニ ウ ム 工 難 側

和 歌 山 小村産調陸棚

間 山 日 新 建 材 側 岡 山 営 雛 所

広 島 ク ラ タ 建 材 側

大 鉄 産 業 側 広 島 営 鎌 所

日 新 建 材 側 本 社

側 戸 原商J吉

山 ロ 日 新 建 材 側 山 口 営 難 所

香 )11 川 鉄 商 事 側 高 松 支 庖

大鉄産噴陸側高松営雛所

中 央 興 鍍 脚 本 社

側 栗 林商 会

愛 媛 亀 井 サ ン キ 側

高 知 陽和産調院側

宮 前 ( 315) 4373

宮 06 ( 534) 1171 

f t 06 ( 349) 9180 

f t 06 (268) 7319 

f t 078( 431 ) 2221 

f t 0734( 44) 5115 

f t 0862( 23) 3872 

f t 082( 284) 0095 

f t 082( 221 ) 8211 

f t 082( 291) 7155 

含 0849( 22) 1580

f t 08392( 4) 5428 

f t 0878( 51) 3869 

合 0878( 61 ) 0544

宮 0878 ( 67) 3181 

f t 0878( 61)  2466 

f t 0899( 45) 3535 

合 0888( 82) 6211

柳 川 鉄 金 属 玉 業 株 式 曾 赤 土
営 業 所 大 阪宮 (06) 341- 0416 E古屋曾 ( 052) 581- 3201 

札幌告 ( 011) 251- 2818 広 島 信 ( 082) 248- 1638

本 社/ 東京都千代田区岩本町3-10- 4 寿ピル

含 ( 03) 861- 2171 

仙台包 ( 0222) 95-0127 福 岡 宮 ( 092) 411- 9569 
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番

( タイル寝圃や園地を傷めす強力涜海)

織従 来 の 外 壁 洗 浄 で は 、 強 酸 系 の 洗 浄 剤 が 目

地 モ ル タ ル と 壁 面 白 身 を 損 傷 し 、 あ る い は

不 充 分 な 洗 浄 効 果 し か 得 ら れ ま せ ん で し た 。

ク リ ン ス ト ン は こ れ ら を 同 時 に 解 決 し た 唯

一 の 洗 浄 剤 で す。

クリンストンは風合を保ちます。

外 壁 の 状 態 は 様 々 で す。 6 種 の ク リ ン ス 卜

ン を 適 確 に 選 ん で 洗 浄 す れ ば 、 汚 れ を 落 と

す と 同 時 に 風 合 を 損 な わ な い 洗 浄 が 出 来 ま

す。 ま た シ ー リ ン グ 材 廻 り の 汚 染 に 対 し て

も 最 高 の 効 果 が 実 証 さ れ て い ま す。 クリン

ス 卜 ン で 洗 浄 し た 面 は フ ッ ソ ハ ミ ガ キ の 原

理 で 強 化 さ れ 、 再 び 汚 染 さ れ に く く な り ま

す。 多 数 の 施 行 例 か ら 、 最 も 確 実 な 方 法 が

選 択 出 来 ま す。

クリンストンは安全に対しても配慮がなされ

ています。

号

ク リ ン ス ト ン は 従 来 の フ ッ 酸 よ り は る か に

安 全 な 酸 性 フ ッ化 ア ン モ ン を 主 成 分 と し 、

更 に 調 整 用 製 材 を 配 合 し て 、 施 工 者 へ の 安

全 性 を 高 め 、 同 時 に 洗 浄 効 果 を 均 一 な も の

に す る 様 に 、 配 慮 さ れ て い ま す。

用 途

クリンストンNO.I E  I 最も強力、汚れのひどい部分に使用

クリンストンNO.I I 石灰岩、砂岩、粗函大理石、コンクリ ード、錦し可

クリンストンNO.2 I 組面花筒岩、大理石、 テラコツ夕、アスベスト等

クリンストン附 |  テラゾ一、トラバーテン、大理石床等

クリ ンストン制 | 研磨花欄岩、岡大理石、タイル、レンガ等

クリンストンぬ5.6 I  マイルドタイプ、最もデリケートな材面用

荷 姿 / ポ リ容器 2 0  k' i入

製 造 クリンストン製造株式会社

販 売 弘 栄 貿 易 株 式 会 社

東京 大阪 神戸

03- 542- 5721 t t06- 34ト7551 t t 078- 25ト3821



アルフレッシュ イズベス ト

サッシ取替、外装工事は

“ 技術と信頼" の当社におまかせ下さい

壁を研らないため 、粉塵・騒音

等を 出しません。

工期を大巾に短縮 し、 テナント

等に迷惑をかけま せん。

( この様な場合にご一報下さい)

- サッシ部介や壁画から雨漏りがする。

- サッシがサピついて開閉が困難である 。

- タイルやモルタルの剥落が激しく、その対

応に迫られている 。

- 気密性の高いアルミサッシに取替えて、省

エネルギーや騒音対策をはかりたい。

- 建物が老朽化し、周囲の景観にマッチしな

くなった。

- その他建物改装について相談したい。

日本生命四日市支社 外装パネル・サ ッシ取替工事完成写真

々〉神鋼ア皿コL 2 3 Ud東京倉祉

I N K O  A L F R E S H  C D. .  L Tロ

本 社

東 京 支 庖

神 戸 支 庖

仙 台 営 業 所

北 関 東 営 業 所

償 浜 営 業 所

名 古 屋 営 業 所

広 島 営 業 所

福 岡 営 業 所

高 松 出 張 所

〒 530

〒101

干 651

干 980

T 3 3 6  

〒 231

干450

T 7 3 0  

干 812

〒761- 01

大 阪 市 北 区 神 山 町 1 - 3  ( 新扇町ビル)

東 京 都 千 代 田 区 岩 本 町 3 - 2 ー 1 ( 共同ピル)

神 戸 市 中 央 区 磯 上 通 8 ー 1 ー 1 ( テッケンビル)

仙 台 市 中 央 3 - 2 ー 1 ( 仙台清 水 ピ ル )

浦 和 市 南 本 町 2 - 21 - 4  ( 大明ピル)

横 浜 市 中 区 尾 上 町 4 - 47 ( 大和銀行ピル)

名 古 屋 市 中 村 区 名 駅 3- 23- 13 ( 名古屋フクトクビル)

広 島 市 中 区 八 丁 堀 15 ー 10 ( セントラルビル)

福 岡 市 博 多 区 博 多 駅 前 1- 3- 2  ( 八重洲↑ 尊多駅前ビル)

高 松 市 新 園 町 24 - 3  

T.I ( 06)  312 - 8751 

而1 ( 03)  861- 2351 

T.I ( 078) 252- 0080 

T.el  ( 0222) 66- 2404 

T.I ( 0488) 32- 7966 

T.I ( 045) 641- 4061 

T.I ( 052)  581- 3311 

T.I ( 082)  223 - 3261 

T.I ( 092) 441- 9281 

T.I ( 0878) 43- 7771 
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常 を え た

しい窓

。/ フエクト伝説

180

0

)  ¥ 

。 住 友 ウ ォ ー11 . ，乙ヌデ白幡式会住

本 社/ 東京都千代田区神田美土代田T 1 ( 住友商事美土代ヒツレ) 〒101 ft03(294)8511( 大代表)

大阪支社/ 大阪市東区南本町 5 - 14( 住友生命南本町ピル) 干541 ft06(252) 1881(大代表)



一建物を美しく長持ちさせる法-

屋根や外壁は、いつも苛酷な条件にさらされて

天井や畳に

雨漏りゃしみ

などのあとカ

ありませんか・. .

外壁などに

ひび割れや

欠けた所が

ありませんか・・・

あなたの建物も老化が始っています

屋上に

なにか

異常が

ありませんか・. .

- 東西アス協組「防水改修仕犠」・シングル協組「シングル改修仕様」

・雨仕舞材「コーピング、フラッシング」・壁面防水外装材「ハイレン」等・・ ・

屋根、壁の改修については何でも御相談下さい。

マ島 ル ー フ ィ ン グ 株 式 会 社

東西アスフアルト事業協同組合

東 京 干 101 東京都千代田区岩本町 3 ー 11 ー 13 電 話 (03) 862 - 8531 

大 阪: 〒550大阪市西区京町堀 1 - 10- 5  電話 (06) 4.43 - 0431 



! 〆改修防水工法紹介/

D D防氷雪法

ケレン清婦

. 特長

0 ふ くれがこない

O F シートの亀甲状みぞにより下地からのエアーや湿

気を分散し 0 0べント( 空気抜き) で排出する呼吸工法

である。

0 下地のクラックに強い

スラブ面とウレタン防水層の聞に発泡ポリエチレン

シートがあるのでスラブ面にクラックが発生した場合、

まずシートは破壊されるが、防水層においてはセe ロス

パンテンションではなくなりウレタン層は破断きれな

し、。

0 塗膜の均一化

均ーの厚みをも った D F シートが下地の細かい不陸を

吸収し、更にこの上にウレタ ンを積層するため厚みの均

一化が図れる。

0 トータルコストが安い

簡単な処理をするだけで、既存下地をそのまま利用し

て防水補修ができるので屋上に費やすトータルコストが

大幅に安くなる 。

0 屋上の軽量化

防水兼体育施設として利用出来る 0 0 - 3工法でも 5 . 8

kg/ m'程度の重量で済む。

(2) 塗膜防水露出工法の場合

マτ l--fつ 「
フ

o  1  1 ア

ツ l

ク

1 0  

0 1  l ス

モ l 1 0  

防 |
ヲコ 1 じ

「 寸 ル

タ l |防

j レ

段

水 | | 差 l |水

{彦

施
| 剥 離 「 - u 口

施

工

工

. 材料特性

D F シート エパーコート

H  質 みぞ付発泡ポりチレン hli: 分

ウ レ タ ン ゴ ム 系

J I S  A6021 1  ui  

見 掛 密 度 0. 05g /crrl 配合比( 主剤月硬化剤) 1/1 

圧縮永久歪 5. 1% | 主剤 7000- 8000cps 

熱 f云 L車 率

0.032+0. 00012 B  

事占皮 1硬化剤
3000- 4∞Ocps 

KcaVmh'C 比 重 1. 2  

l吸 水 率 0. 05%  百T f史 H寺問 0. 5 - 1. 0hr  

指 触 乾 燥 3- 6hr  

. 施工体制l

ダイフレックス防水工事業協同組合による責任施工

・適用下地

モルタル防水、アスフアルト防水( 押え工法、砂付ア

スフアルト) 、シート防水、塗膜防水等あらゆる下地

に適用可。

. 施 工 例

国立南横浜病院、国立療養所東京病院、立教大学、

東京国立博物館、電電公社王川中町社宅、国立病院

四国がんセンタ一、晴海郵便局、高千穂商科大学、

都立松沢病院、日本テレビ、 NH K 、東北大学、国立

l鳴子病院、 小名 浜公民館、府立堺養護学校、高知県庁、

枚方市民病院、雇用促進公団老原宿舎、東京セロハ

ン浜松工場、名古屋市 中村保健所、伊良湖ビューホテ

ル、長崎リハビリテーション、国立霧島病院、豊鈴農

村センタ一、幕別町消防庁舎、遠軽福祉センタ一、伊

達中学校

ｾ大和高分子工業株式会社 ｌ［Ｚ［ＺＺＺｺｺ［Ｚ 探叩

64 



ｆｾｾ＠ • Ｎｊｊｾｾ三 ｩ 尾Ｎ 主主 主 ｾｦ 理屈

Ｍ・・・ ｴｦｾｉ［ 章者同 ｅＳ Ｑ Ｒ ｪｉ､Ｓｅ 百日荏ヨ回ｾＮ｟

驚異的な超耐11実性を実現したフッ素樹脂塗料V フロン・. .

常温硬化 型のV フロン特 200は、 塗膜の物性劣化がほとんどなく、

高い光沢保持性をもっとともに、優れた耐酸 ・耐アルカリ性を示 し、

超高層建築をはじめとするカーテンウオーノレの塗 りかえに、その特

性をいかんなく発揮します。

V 7ロン

特200

〈常温硬化型>1 Vフ目別100 l f azi Z構造物 〈焼 付 硬 化型>1Vフ白川2000 |払雪之222品

- 創造と講和をめざす・

」I I L DNｔＮ 伽叫お制叫州州 ＱＱＱ川川 ｈ川Ｑｉ Ｑｾ '-fr 

吾面長一忍禁智? .パぷr滋2悦札札6創 叩 印l川川引引7

. J点!()点i江C 'l含roω3一-21凶6一寸18ω喝l  

Ｎ ｾ宇名〆 ｾｉ 占骨局 宣含 ｴ ＰＵ 臼 Ｒ Ｍ Ｓね ＳＲ Ｍ ＱηＷＰ 似 i  
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非加硫形ブチルゴム系防水シート

今 日 を 追 求 し 未 来 を 創 造 す る

ザレヲッヲ ｉｊ ｡，ｾフ防水
S A N T A C  R O O F I N G  

田布施町小学校

下地ごとに改修の標準仕様があります

f士4豊富E号 絞 殺 防 水 縫 下 地 11111華 ヰ寺 f呈

R A  青少イサアスフアルト サンタックモ J レタル

ふくれその他支障部分のみ徹去、一般部

は残す。〔フリージング工法の併用〕

R V  加 硫 ゴ ム シ ー ト ナシ

下地・接合部などのはがれを補修し加硫

コムシートの収縮力を絶縁する 。

Rυ 塗 膜 ポ リ ウ レ タ ン ナシ

ポリウレタンの風化部介を徹去する。一

般部は残す。〔ブリージング工法の併用〕

R C工法( 例) 中四国農政局斤舎

R C  ! 日防水層+ 押えコンクリート 伸 縮 目 地 処 理

伸縮目地充耳障物を一部撤去し、絶縁増し

張りする。〔ブリージング工法の併用〕

R B  | 日 防 水 層 + 緩 衝 層 発泡ポリエチレンシート

旧紡水層、下地のムーブメントが大きい

時に適用する。

R K  瓦 栂 葺 き 屋 被 ナシ

金属面のさびや塗料と接着剤のなじみを

確める。はぜや継目に増し張りする。

R E  ! 日防水層+ 断熱防水 発i包ポリエチレンボード
省エネ基準。〔をプ適用して屋根外断熱工法を

適用する。 リージング工法の併用〕

」一一一ーー一ー

建築工事宅標準イ士機密・筒解鋭 J ASS8防水工事 1981年改正版( 日本建築学会編) 非加硫ブチルゴム

シート防水の「適用車E随」、「種殺と選定J 、r材料J 、「線工法」なと' カ苦私議されています。御高覧下さい。

指官設W掠工事工現・t f j . 研修防米工事f主主義

ヌ/ マ込ーiし止水住宅象・陣原( 奪回7再り-. >' 刀

工 法 仕 桟 ・ 戚 型 伸 縮 目 地 位 枝

官と・防法三. 1. 1: : 7)<:3-ス手ムカ1・! 擁立・事施

さ叶1 7いまa.。

信頼の防水シート

新築に対する防水工 事 、改修における防水工 事 等 、耐候性に

優れ、帰れや振動に抜群の効力を発揮する「非加硫フeチノレ

+  E P T  J シート防水、安心して採用されています。

田サンタックルーフ防水の特長

・ シート相互間の接着性が良好で一体化。

・ 耐熱性に優れ永年にわたって防水層としての機能を確保0

・ 高温下て・も経年によるジョイント部のズレが起こらない。

・ 柔軟で役物下地へのなじみが良 L 、。

・ 補修が簡単で、しかも確実です。

・ 等圧目覚気工法を採用すれば、降雨後のデッキプレート下地

でも「ふくれ」を防止できます。

R K 工法( 例) 蔵前国技館

R E 工法( 例) 木之江海運斤舎

回・・・・・・・・・・ ｲ 令叫 曹司・・・・・・・・圃・・・・ｾ
・・・・・・・・・・ ."_J ，.; tl  . . . . . . . .  圃 園tr l

圃 . . ・r : w・- - _ . 園町i

!  回 a 工ー哩・ーー. 司- . . . c 司

全国サンタックルーフ防水工事業協同組合

⑥ 早 川 ゴ ム 株 式 会 社

本 部 事 務 所/ 大 阪 府 吹 田 市 広 芝 町 12- 8 ｾ ＨＰＶＩＳＸＶ Ｍ ＶＵＳＱＨ 〒 ＵＶＴＩ

本 社 工 場/ 福 山 市 松 浜 町 2 丁 目 | ー 32 (0849)  21 ー2211

東 京 支 庖;: 東京都江東区佐賀 l 丁目 16 - 10 (03) 642- 9434 

名古屋営業所/ 名古屋市中区錦| 丁目 2 ーII( 岩田ピル) (052) 211 ー3449

大 阪 営 業 所/ 大 阪 府 吹 田 市 広 芝 町 12--8 (06) 386 - 6531 

福 岡 営 業 所/ 福岡市南区清水| 丁目 18-6( 第2若松ピル) (092)511 ー3914

仙 台 出 張 所/ 仙台市南小泉 3 丁目 17 ー 16 (0222)  85 - 5898 

、



合成樹指の技術施工

孔あけ シール 注 入 ( 南海ビノレ)

工 事 樹 脂

浮 き 注 入 接 着 --------_ -----プ二二万万;子グ字芥rエ ポ キ シ

ク ラ ツ ク 補 修ぜぺζ三行J与: ア ウ レ 夕 ン

錆 押 出 し 樹H指旨モル夕ル

打 継 接 着 .:_九~::ぺ一、下ポメ〆，;jタ少; ; 乙y:ンン，/，¥)，//，f ，， シ リ コ 一 ン

防 水 .  止 水 ι - - 二てーアクリル

補強( パイフ・鉄板等) そ の 他

そ の 他

士 按 研 興 襲 様 式 会 社

干 541 大阪市東区本町 2 丁目 25番地( ビジネスビル 3階)

T E L  (06) 261- 5222 ( 代表)
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建築用防水に道を拓く。

シート防水施工実積3.450万 m'

ｅｾ Ｚｊ｝＠ ￸ｊ 孟ーＭｾ可，凪
近代建築に欠かせない防水機能。

昭和38年発売以来、 三ツ星ベノレ卜のシー ト防木材オ、オ ・ノレーフインクー

は、すでに3，450万m' ものご愛用をいただし、ております。

fil 色、」、 「柔軟性に富む」などコ〉のt ; ' J" 1宝石ナ乍かして、近代建築の多

様イヒlこ役立っています。

特長

- 下地のキレツに強L

、
・施工力市' j l11でこ[J 91の短縮ができる

シート工法+ 熱アスファJ レト工法

ト ζ Ｇｙ ￂ

・‘
ｊｆ 司止す斗辺［ｴＩｾ略字引

・""-

s I J

・

E
軍一一一一一一ー且"

' 1 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 圃 園 田 園 圃 園

シート工法と熱アスファルト工法を組合わせた複合防水工法。

シー ト工法と熱アスフアノレ卜工法一 防水工法の両雄ともし、える、 これらふ

たつの工法を組介わせ、 |百E則的な複合防水工法を完成することがで。

きました。

特にアスフアノレ卜熱で下地 と密着させ、カ
B

つジ、ョイントも一体 化 できるオ、

オリレーフインク守GA- Cは、今まて" になかった材不斗て: これによりはじめて

被合防 Ｏｊ￧ 工法のｾ引が可能となりました 。

・安全で衛生的に施工できる ・耐ノド伽こすく‘ れている
|  

蒋長

字訓' ) 1- - : 1. ，- 二J ! ) " E (建築用防水シート)

事訓' ) 1- -:1.，-::J ! ) " SPE (通気機能付加シート)

字訓' ) 1- -:1.，-: : J ! )" 画蔓孟

Ｍ 両工法の ｾｾｪＧｮ が生かされて ｌ 、る ・熱融行で、ジョイント書I1分が一体化する

・下地の! I i } J きに追従する ・アス77' レトコンパウンドの使用量が少な{ てすむ

68 

:;t n' J I--: l -r: J ! ] " GA- C ( ゴム化アスフ排トシート)

哩掛 町刃 一 つ

闘三ツ星ベルト株式会祉建材事業部

，. 
....... ‘ｾ 本社Ｏ神戸市長田区浜添通 Ｔ 丁目 Ｑ 番 ＲＱ 号 合 ＨＰＷＸＩＶＷＱＭＵＰＷＱ

- ==r 明電空軍 東京( 03) 552- 1424/ 大 阪 (06) 448- 6356/ 名古屋( 052) 242- 1127/福岡 (092) 441-4451 

ｬｴＺＺＺＲＺ起ｾ 札幌 ＨＰＱＱＩＸＴ ト ＹＱＳＱＯ 仙台ＨＰ ＲＲＲＩ 75- 4427/広島( 082) 286- 0608/ 四国 ( 087942) 3189

詳しくはカタログをこ鯖求ください。目



未来をになうゴムアス/

、.  「タフネス防水」の特長

。 下 地 の ひ び 割 れ や ジ ョ イ ン トの 動 き に 対 し 、 そ の 応 力 を 緩 和 分 散 す る

の で、極 め て 破 断 しに 〈 い 防 水 層 で す = Il}j 水! 習に使用する 「タフヰス

シー トJ はシート 1'1 体がゴムアスフアルトでできており、そ向上、流 L ｾｕ＠

りにもゴムアス 7 アルト 「フジシール II 号」 を 使 用 す る の で 、 下 地 の 即J

きによる応力を緩和分散するとともに披労折納が少なく断的て自白伴! I i しに

くい防水1Mが で き ま す.

@ 密 着 熱 工 法 を 採 用 し て い ま す = 実 用 温 度 範 阿 で 安 定 し た 軟 か さ を 制1

4守するゴムアスフアルトの特刊ーを利用するため、| 坊水刊能にと っ て、よ

り 安 全 な 沼 稲 工 法 を 掠 用 し て お り ま す。

ま た 、 外 工 法 は 地 工 後 T(( ちに扱- l ' i を 鰍 訟 で き 、 も し 不 良 附 所 が あ れ ば

そ の 場 で1)11熱 修 正 で き る 利 点 が あ リ ま す.

@  rタ フ キ ス 防 水 」 に は 出 来 ・不 出 来 が あ り ま せ ん = 防 水 層 的 主 体 と

なる 「タフヰスシー トJ は 、 品 質 管 理 の 行 き 届 い た 工 場 で 成 明 IJ J l 工され

て お り 、 現 場 で 加 熱 す る の は 1Uリ 付 け の た め の 「フジシール II 号 J だけ

で す の で 、 主 体 と な る 防 水 婦 の 厚 み の バ ラ ツ キ は あ ま リ 起 こ り ま せ ん .

Ｏ ｾ Ｏ ＺＱ， ムアスフル防水エ即時
事 務 局 東 京 都 品 川 区南 大 井 1- 7- 4

昭 和 石 油 ア ス フ アル ト脚 内

T.I 03  ( 761 ) 4378 

E t ι μ 凪 温

。 工 期 の 短縮 と省 力 化 が で き ま す = rタ フ ヰ ス シ ート J は持 j凶2 枚ま

たは ｬ 枚似リで地仁するので、て ｪ 倒的 ｾｗ［ｩ と地下代が節減て ・ きます Ｎ

@ 耐 候 性 が 大 き い た め 老 化 が す す み ま せ ん = rタ フ ネ ス シ ート J は 耐

オゾン刊・劇新外似 ｦｊｾ 抗にもすぐれており鰍めて在化しにくい材料であ

リます

。 ふ く れ 上 り や 、 し わ が で き ま せ ん = プ ラ イ 7 一 段ぴ 「フジシ ー ル II

号」 は 下 地 に 対 し 強 い 娘 V̂i } ) がありますのでふくれが生じません 。

また、 「タフオ・スシート」 は l吸 水 や 以l主による やl'i lilIf が 小 さ い の で .1

法安定ＱＧ Ｑ が肉〈、ポ ｮ ＱＧ ｬ 変 ｉｦ ｾ によるしわができません 。

@ 作 興 性 が す ぐ れ て い ま す = rタ フ ネ ス シ ー ト」 は点 I(jj の中，'j ;，"ill}j ll '. m

Ｗ ィルムをつけたまま施てできるので ｦｮ 佐刊 ー がよい Ｑ ＧＮ に ｾｕ 1) 1". リ が き れ

いに( 1 : 1'. ります。

。 メ ン テ ナ ン ス が 簡 単 に で き ま す = ゴムアス 7 ア ル ト が 主 材 料 で す の

で 、 熱 工 法 に よ って 部 分 的 な 情 泣 ・補 修 な ど の メ ン テ ナ ン ス は 阪 め て 附

'1'. で す.

園 蜘石泊アスフおレト椴鋭

本 社 東 京 都品川 区 南大 井 1- 7- 4 1i・I 03 (761 ) 削 71 代 表

大 阪 営 禦 所 大 阪市 北 区 栂 回 2- 4- 9 産 経 ピル T.I 06 ( 341 ) 6395 代 表

名 古屋 日52 ( 231 ) 6568 

新 潟 0252 (74 ) 7561 ( 代)

福 岡 092 ( 29 1) 0008  

T  

l1i l k 

E高桑a

B克

高 山 工 業 隊 式 会 枇

サ

り

2

1

2

6

2

U

1

9

8

0

2

 

2

1

 

R

U

'

t

q

O

R

v

q

o

'

h

E

D

 

f

l

 

5

3

9

7

6

1

3

 

4

民

一

一

一

一

和

一

一

8

1

1

7

山

町

田

町

田

渇

沼

町

田

浦

E

2

3

2

2

〉

6

ぃ
、

、
〆

ν
'
引

の

4

弓
，
r

D

n

。

此

仰

伺

位

制

伽

伽

処

-

M

阪

内

柴

浜

山

一

東

大

仙

千

撒

大

サ

g

g

g

g

g

g

昨川
a

幻

ル

ル

ル

9

8

咋

F

ビ

ピ

ピ

恥

-
一

l

地

8

8

品

川

郡

北

伽

5

l

池

一

以

山

一

一
γ

一

山

一

け

4

w

刊

l

闘

1

1

4

主

再

酢

l

h

N

I

町

1

L

A

M

4

9

A

，3
 

0

・r』

u
u

・
川

H

H

関

山

J

べ

代

之

ニ

ペパ

l

下

千

山

L

H
一

町

川

太

郎

i

H

川

川

町

ム

-

m

z

L
川

j

H

-

h

代

e

・

e

-

M

H

-

集

2

1

M

胤

吹

仙

千

椴

山

川

社

防

的

所

所

所

業

業

A

M

I

-

H

 

廿

山

常

心

阪

台

前

世

浜

刷

本

大

仙

千

償

北

69 



70 

営 業 品 目

アクリルゴム・慶上化粧防水材 アクリルゴム- 外壁化整防水材

E孟-}iii l F' 亘JIiI E )i 3  'J ' i  

責任施工( 防水保留寸)

外 壁 に 生 じ た 亀 裂 や 剥 れ を 放置 していませんか。

大 切 な 建 物 を 守 る 外 壁。 そ の 外 壁 に ヒ ピ 割 れ や 剥 れ が 生 じ る と 雨 水 が 侵 入 し 、 鉄 筋

を 腐 蝕 さ せ 、 内 部 か ら 建 物 の 寿 命 を 縮 め て し ま い ま す 。 早期 発 見 、 早 期 改 修 こ そ が

建 物 の 健 康 を 守 る の で す 。 ア ロ ン ウ オ ー ル 改 修 シ ス テ ム は 、 単 な る 塗 り 替 え と は 異

立与、〔防 水 + 化 粧 + 掘 体 保 護〕の機能を合わせ持つ優れた特性に加え、 材 ・ 工一 体

化した責任施工( 防水保証付) によ っ て 、 建 物 を 美 し く よ み が え ら せ 、 日 本 の き び し

い自然条件から、あなたの大切な財産を守ります。

東n g戚仕学

建材事業部

本社東京都港区西新橋ト14- 1 干 105 f t 東京03( 日)2) 2311大代表

大阪支鹿 ( 203) 3171・営業所/ 仙台( 引) 日65 名古屋 (541) 1181 ・富山 (42) 2311 ・高松 (25) 2671 ・広島 (228) 5430・福岡 (721) 1902 

全国アロンコート・アロンウオール防水工事業協同組合建股宙療費f郷 獄35持箆可

| 改修についての小冊子が、用意してありますので、ご請求ください。|

構 造 が 変 っ て も 一

巳=回. ，1=聞取

の 信 頼 は 変 ら な い

ア ス フ ア ル ト 防 水 に 取 り 組 ん で60年

・ ピ ニ ロ イ ド 防 水 工 事

・ アコシート F方水

・保 温 保 冷 防 熱 工 事 切 コ 星 産 業 株 式 会 社
・ シポレックス工事 1 N  一一ＮＮＮＮＮＮＮＮＺＮＮＮＮＮＮ｟｟｡｟｟ＮＮ，ｾ ............、

コ廿 u  大阪出張所 〒550 大阪市西区京町嘱 1 ー 1 0 - 8  

. D N 防 水 工 事
・三星プラスオール製造 ・販 冗 W Ｏ ＧＧＧＧＧ～ｾｊｾＧＧｉ＠ I  v. . . u " ' ¥. I""A ' I '  ｾｾ＠ ""r- J  "'1......._ . L V  TEL(<<i') 9721 

・三 星 プ ラ ス タ イ ル 貼 工 事
・三 星 シ ー リ ン グ材製造・販売 V  本社・東京 (292) 1961 ( 代) 札械 (721) 6031 ( 代) 仙台 (62) 5201 ( 代)

'  名古屋 (931) 4574( 代) 福岡 (781)

v  



， 

、.

ＡｉｾＺｙＢＢＱＺＭ ｾ｀戸 ι ｸＮ 活

リベットルーフF L工 法は、 従来、直接接着剤でト 防水シートを下 地に貼りつけていたの

Z Z に比べ、絶縁シートを置敷きし、 F Lプレートをピス同定、 その上にF Lシート( 防水シー

ー' ト)を特 殊 溶剤でト完全溶著する全く新しし、 「浮かし張 り工法」。 施工 がよりスピ一角 に

確 実に行 えます二

地 酒 拐 事 下 地 の 状 態 、 含 水 率 に 関 係 な … も 施 工

下 す で き 訊

工 期 短 縮 下 地 層 の 撤 去 ・ 養 生 な ど の 工 程 は 一 切 不 要 で 主

経剤q下地の撤去処理経費接着剤が不要で私

自国. 0 陰湿担量産熱風溶着・溶接により、ジョイン卜部の完全一体化

宛 且 溜 肩 を 実 現 優 れ た 防 水 性 と 美 し い 仕 上 り を 誇 り ま も

ｆｌｾ ート ［ＳｌＲＳＲＲＱＱＱＲＱｌ 抜群ても

リベットルーフ F L工法施工図

@ 山 出 興 産 額

本 社 〒564 大 阪 府 吹田 市 江 の 木町 24番 10号

ｾ＠ (06)  385- 1261附

豊富な経験と 信頼の技術

名古屋営業所干464 名古屋市千種区末盛通5丁目 3番地メデイカルピル3F

ｾ ＨＰＵＲＩＷＶＲＭＶ Ｑ ＶＰ＠

東 京 営 業 所 包 (03) 432- 8431  

営 業 所 大 阪 ・ 東 京 ・ 広 島 ・福 岡 ・仙 台

cS) 株 式 会 社 大 阪 シ ー ル

〒530 大阪市北区天満 4 丁目 11111: 16号 T E L ( 06) 352- 2895- 7 番

各種防水工事

施工及販売

ウレタン塗膜防水

シート防水

シーリング

防水補修工事全般

訂正 59年 2 月号の特集| 剥i生名簿広告の中で誤まりがありましたので下記のように記，依します。

鉄構・橋梁・ブレビーム・ 土木 ・ 建 築

。川田工業株式会絃大阪支社

常 務 取 締 役

大 阪 支 社 民
波多野義夫

⑤ 550 大阪市西区北堀江 1 丁目 22番目号( シルバービル)

ft(OS)  5  3  2  - 4  8  9  1  ( 代表)
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昭 和58年度・第 1 回 若 い 会 員 の 集 い

京の伝統工芸( 鋳金具)

を見る一二条城と森本鋳金

具製作所を訪ねて-

レ ポ ー ト

うっとおしい菜種梅雨もあがり、春がすみ

の 穏 や か な 天 候 に 恵 ま れ た 土 曜 の 午 後 、 京 都

二条城と森本鋳金具製作所を訪れた 。

古 代 よ り 日 本 の 建 築 美 を 構 成 し 、 脈 々 と 現

在に受け継がれできた伝統工芸ミ鋳金具九日

常の作業の中ではあまり接することがないだ

けに、それがどのようにして作られ、生かさ

れているのか、元荷量宮二 条城 を 前 に 興 味 と 好

奇心が湧いてきた。

域 内 で 沿 初 に 修 復 さ れ た と い う 東 大 手 門 に

集 合 、 文 化 財 建 造 物 保 存 技 術 協 会 委 員 の 佃 忠

夫氏、並びに株式会社森本鋳金具製作所社長

. 三 代目森本安之助氏の城内概略説明を 受け

た後、まず昭和 50年に修復され金色に輝く、

唐門を通り抜け、昭和 32年に修復され緑青に

彩られた御車寄の倣風金物を見、まず、その

変色の械子をよく比較することができた 。

二 の 丸 御 殿 入 口 か ら 逮 侍 の 聞 を 通 り 、 式 台 の

間 へ と ミ う ぐ い す 張 り " の 心 地 よ い 音 色 を 耳

にしながら佃、森本両氏のご説明を受け大広

間 へと進む 。 音 Ｑ Ｑｉ 量回りには、花ｾ斗形の釘隠

し金物が随所に f変われ、欄聞の彫刻や襖絵と

相 ま っ て 、 そ の一 つ一 つ に日本の手工芸の精

巧さと挙胞な桃山美術工芸のすばらしさを改

めで感じさせられた 。

これらの金物は j平さ 1 - 2 ミリの銅板に毛彫

りを施し、これを金鍍金で美しく仕上げたも

のという 。 実際にどのようにして製作されで

いるのか、ますます興味の湧くところであ っ

た。武者隠しの聞である帳台構えから黒書院、

向{ ! } 院と廻り、金物の微妙な色合いから、彫

りの違いなど細かな説明を受けながら見学さ

せていただいた 。

このあと、名勝二 の丸庭園から消流図へと

森本安之助氏
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散 策 し 、 陽 春 の 風 情 を 満 喫 し た 後 、 パ ス で 堀

川 通 り を 下 り 、 下 京 区 西 洞 院 に あ る 森 本 氏 の

製 作 所 を 訪 れ た 。

森 本 社 長 と 専 務 の ご 案 内 で二班に分かれ、

まず作業場を見学させていただいた 。

5 - 6 人の社員の方々が軽快な工具さばき

でリズミカルな音をたてながら作業されてい

たの いずれも 10年 - 3 0年のベテランの方々で、

銅の地金を鉄たがねで切り抜いていく工程、

糸 鋸 で 文 織 を す か し て い く 工 程 、 打 ち 出 し で

立体的に浮き上がらせていく工程、なな子と

H乎ばれる工具で細やかな文を付けていく工程、

昭 和58年度・第 4 回若い会員の集い

奈良県山添村を訪ねる

一山間におけるコミュニティ装置と

明治の名建築・春日小学校一

レ ポ ー ト

鋼 板 に 文 字 を す か し 彫 り し て い く 工 程 等 、 百 残 暑 の 厳 し い 夏 の 一 日を、奈良主主地の東方

聞は 一 見にしかずというが、精巧を極めるさ に広がる緑豊かな大和山地に保存されている

まざまな文様が、名工の手によ って無駄のな 明治の学校建築でミ重文級" の折り紙がつけ

い、す早い手さばきで作られてしベ様子はま られている木造の名建築や、: n 重な毛原廃寺

さに見事なものであった 。 の遺跡、最近軍基備された多目的広場としでの

このあと邸内に集まり、実際のさまざまな コミュニティ装置などを見学し、大変有意義

作 品 を 手 に 取 っで見せていただくことができ な体験をしましたので、その道中記をレポー

た。 釘隠しはもとより、誕の宝冠、ふ牟金具、 卜したいと思います。

ぎlまし、錠前金具、引手金具から東大寺のし 私 達 を 乗 せ た パ ス は 、 名 阪 国 道 を 走 り 、 山

びに至るまでの数今の作品は、いずれも今日 添 イ ン タ ー か ら 奈 良 県 山 辺 郡 山 添 村 の 村 役 場

の 機 械 製 品 で は 到 底 得 る こ と の で き な い 、 手 前に到底しました 。 車中で、本日の講師であ

づくりの魂が感じられ、 一 つ一 つ が 生 き 物 の る奈良女子大学の高口恭行先生から、山添村

ょうでさえあ った。 の 概 要 や 先 生 自 身 の 作 品 で あ る 地 域 の 多 目 的

しかも製作工程を見学させていただいたせ 広場としてのコミ ュニ テ ィ 装 置 に つ い て の 概

い か 、 す べ て が 身 近 に 感 じ ら れ 、 現 代 の 建 築 婆 等 を 拝 聴 し 、 見 学 の 楽 し み が 倍 噌 さ れ た よ

にも何らかの形で取り入れることても、すばら うです。

しい日本人の心を l吹き入れることができるの 役場前で、山i恭村長ともう 一 人の治師で、あ

ではないかという実感を確かにした 。 る村役湯山脇厚生課長が加わり、五日刀の見学

ひ き 続 い て ミ 伝 統 工 芸 を 守 る " と い う ピ デ 先 で あ る 山 添 村 立 春 日 小 学 校 へ と 向 か い 、 午

オを見せていただき、伶皮主主きの屋恨のふき 前10時30分頃、春日小学校に到イラしました 。

方 、 祇 園 祭 の ほ こ 立 で の 方 法 、 さ ら に 仏 像 解 春日小学校は、明治 ｈ 寺代にｾてられた木造平

体 の 手 }I阪など、日頃出来上がりからは ?匹、像で 屋建ての四 棟 で 、 中 央 の 治 堂 を 囲 む よ う な 形

きない、: n 重なプロセスを知ることができた 。 で「コ」の字型に配され、このうち、講堂と

ま た 美 し い 作 品 写 真 集 を 全 員 に い た だ き 、 大

切 に 保 存 さ せ て い た だ き た い と 思 い ま す。

末 鐙 な が ら 、 今 企 画 に 際 し 、 お 忙 し い 中 を

並 々 な ら ぬ 熱 意 と 行 き 届 い た 心 配 り で ご 案 内

していただいた森本氏および佃氏、並びに製

作所t J . の皆様に心から御礼申し上げます。

レポ一宮 ・百々真一郎/ 清水建館側大阪支庖

日 時 昭 和58年4 月23日比} 集合13 : ∞→解散 17 :  10 

m 師 佃 忠夫氏( 文化財建造物保存枝術協会委員)

森本安之助氏( 株式会社森本錫金具製作所社長)

参加者 26名

スケジュール

13:  15→ 14 ・40 二条城見学{ 御廠・庭園)

15 ∞- 17 :  10 森本筋金具製作所・脱明と見学

( 同所にて映画「文化財を守る人たち」観賞)

東 棟 西 棟 は 、 明 治36年 の 建 築 で 、 重 厚 な 入 母

l呈造りで屋根の両端には! i (J尾 を 乗 せ て い ま す 。

これらの校舎は、当日寺地元の人々が建築に必

要な木材等の資材を持ち寄り、労力奉仕をし

て建てられたとのことです。

山 添 村 長 や 校 長 先 生 か ら、校舎建築の隠史

や村教育委員会の 一部 取 り 填 し の 決 定 、 地 元

P T Aの 保 存 運 動 等 の 経 過 に ついて説明を受け、

その後、校舎内を見学しました 。

このとき、思わぬハプニングが起こ ったので

す。保 存 運 動 等 で 話 題 と な って い る 「 明 治 の

名 建 築 」 を 、 私 達 日 本 建 築 協 会 が 見 学 に 訪 れ

る と の 情 報 を ど こ か ら か キ ャ ッ チ し て 、 地 元

の テ レ ビ 局 や 新 聞 社 か ら の 取 材 が あ り 、 テ レ

ピで放映されたり、新聞記事として記載され

報 道 さ れ た こ と で し た 。

明治の校舎建築のつきーの見学先は、山間音11

の 傾 斜 地 に 建 て ら れ た 民 家 集 落 を 残 す 山 添 村

の 菅 生 ( す ご う ) 地 区 の 民 家 で す。 この民家

は 、 私 達 が 日 常 生 活 の 中 で 経 験 す る 住 宅 に 比

べ 、 豊 か な 木 材 資 源 を 活 用 しての柱の太さ、

床 柱 の 素 材 、 ら ん 間 等 の 立 派 さ に た だ 、 勧 奨

するばかりでした 。 な か で も 、 私 が 興 味 を 抱

いたのは、床柱の材料が「つつじ」であると

のことです。通 常 の つ つ じ 類 は 、 滋 木 で そ の

、ν



山添村立春日小学校

春日小学絞校内廊下

幹 ( 校) の 太 さや長さがこれほどのものを私

は兄たことがなか ったし、つつじの極類を先日

りたか ったのですが・・・。

昼 食 後 、 山 添 村 の 細 い 山 道 を 、 時 に 現 れ て

は姿を隠す村落を通り 、木 津川 の上流の苛主主

大塩ミニプールをみる

門 跡 な ど に 、 点 々 と 散 在 し て い る の で す。 今

は、花 畑 や 野 菜 畑 と な って い る の で す が、天

端 が 水 平 と な っている礎石の配置と大きさか

ら、当 時 の 建 物 の 荘 厳 さ が 偲 ば れ ま し た 。 山

奥 に 建 立 さ れ た 毛 原 焼 寺 は 、 当 H寺、東 大 寺 造

毛原策寺跡にて郷土史家山中先生の鋭明をうける

奇勝なベくら渓の巨石群

れたものとのことです。

最後の児学先は 、「つつじ」で有名な神里子山

のなべくら渓です。 なべくら渓は 、約 500 m

にわたり奇岩がゴロゴロと ξ 溶岩流" のよう

にな っている奇勝です。 かねてから、ぜひ

f }11沿 い を 必 り 、 毛 原 の 皇 に 到 者 し ま し た 。 営 寺 の{I l !地であ ったのではないかと 、 推 され 度訪ねてみた い と思っていましたが、や っ と

何 の 変 析 も な い 、 た だ の 山間 の村落ですが、 るとのことでした 。 今日の機 会がなかったら 、 実現させることができ 、熔しく 思 いました o

i  今 il のエベントの一つの多目 的広助、コミュ このような栄華の歴史を残す毛原の里をただ 栄 し い一 日を過ごした快感と疲れを乗せて 、

ニテ ィ裟鐙Y 2があるのです 。

コミュニティ装置 Y
2

は、天女の舞いをモチ

ーフした彫刻板が風見鶏風に、まさにうでを鋒

い、 エロチ ックな感じがし 、薬 師 寺 の 水 煙 を

: l l i いました。 方 形 の 箱 の 組 み 合 わ せ た 構 造 物

と広助により 構 成されていて、 地 域の人々の

コミュニティの士易として 利 用されるとのこと

で す が 、 た ま た ま 訪 れ た と き は利 用者は一 人

もなく 、少 し 淋 し い 感 じ が し ま し た 。

毛 l原の里には 、新しく造られた広場と 、古

い 過 去 の 遺 跡 ・毛原廃寺跡が保存されている

の で す。 郷 土 史 家 か ら 説明 をお聞 きしました

が 、 毛 原 綴 寺 の 礎 石 が、食 堂 跡 、講 堂跡 、中

通 り 過 ぎ る こ と だ と 思 い ま し た 。

パ ス は 、再び、今来た道を引き返し 、 つ ぎ

の コ ミ ュ ニ テ ィ 装 置 、大 塩 ミ ニ プ ー ル と 広 助

を見学するのです。 日口先生の指穆により 、

地 元 の 人 々 の 労 力 事f士により整備 された大塩

ミニプールは 、山間 部でよく見かける段身 畑

の一段 を 利 用 し て 護側 されたコンク リー ト 製

の プ ー ル で す。 7. 1<は自然の 川水 を 導 入 し 、 法

面 に は 造 図 風 に 現場 発 生 の 自 然 石 を 配 し 、 持

ち寄りの庭木を植殺され 、 プールと 一体的な

造 形 と し て 造 ら れ て い ま し た 。 この広場も、

造 成 は も ち ろ ん 、日 常の維持管理、 利 用 も 含

め て 、 コ ミ ュ ニ テ ィ のIおとなるように計画さ

パスは一路大阪へと帰ることになりました 。

レポ一世・森岡 進 / 大 阪 市 公 園 局

日 時 昭和58年 B 月27日比} 集合 8 : 50- 解倣 18 : 30 

(全行程貸切パス利用)

関 師 高 ロ 恭f子氏 (奈良女子大学助教鰻)

山脇 畠生氏 (山添村役場厚生限畳)

参加者 38名

主な見学先とスケ ジュール

9  :  10 大阪出発 車中、高口鶴師より 「山添村とコ ミ

ュニティ 装置についてJ 脱明

10 羽司11 ・羽 山添村立春日小学校見学と脱明

11 柑 - 12 : 25 菅生集落見学( 同氏宅拝見}

12 : 仰 叶 3 : 10 一一昼食と休惣一一

13: 35→ 14 : 拍 コミュニティ装置Y，t 毛廟蝿寺跡見学

※郷土史軍の山中先生より「毛原廃寺跡J の脱明

14:  40- 15: 拓 大塩 ミニプール、広喝の見学

16 目 10- 16: 45 奇勝 ・な ベく ら渓見学

17 : ∞ 山添村出発 ー 18: 30大阪着. Wj 倣
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耐震壁のD値

八 尾 真 太 郎

KF 値の必要性

水平外 力を受ける締造物の応力解析をするため

の実用法の一つに 、D fia法( 武藤法) がある 。 この

方法は、各位に耳守勢断が分布する割合( D 値) と往

モーメン卜の反曲点位置を略' J ' J - することを基本と

していることは周知の通りである 。一般のラーメ

ン柿造体においては、この方法は十分実用化 され

ているが、椛造物の一部に耐渓E置が{ 史われている

場合には、その D fl直を求めるための適当な方法が

ないために、経験と勘にたよるところが多いのが

現状であろう 。

鉄筋コンクリート 構造計算規準 ・問解説 111(p. 

362) によれば、耐震壁の D 値算定式 l立、 図- 1 の

ようなモデルを前提として 、式(1 )、 (2)のように示

されている 。

1  1 .  1  

一一-+---D  D s  '  D n  

-・・(1)

1  M OT  

Dn (  H sE  _L__! i ! : _ i  Qh  

ｾ＠ - "4'- +  12EK  τ j 目

、 v /  ¥ .. ・… ・(2 )

1  33K。

D s  A 叩・ h

p - ー

p - ー・

p _  

図- 1 モデル化した耐震壁

式(2)の中では、 D s よりも D Rが支配的な婆紫と

なる均合が多い 。

D Rは基礎の上下動と境界梁の剛性の相互作用

に起| 坦した耐援壁の|叶転 勤 が D fl直へ及ぼす影響を

示す値である 。 とくに K FI j: 基礎部分の地盤の動

きを表すものである関係上、未知のところが多く

残されたまま現在に至っているのが実状であると

71 えよう。
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本名(;.1 では、耐稜墜が杭基礎で支f寺された場合の

K F' を算定する方法について、 一つの提案を試みた

次第である 。

杭基礎の沈下剛性 k

杭基礎の沈下向I J tH を式 (3)によ って定設する 。

P= k ・o .. .. ...... .目・・目・・・・・・・・・・・ ・・・・(3 )

ここに( 図 - 2参照) 、

P: .f'IG基礎に作用する鉛直荷量 (t)

3  杭基礎頭部の沈下量 (m)

k を求める方法として、土木関係では「道路橋示

G s =50 ・L t/ rrI ( 正規圧密粘土の場合)

式(4 )、(5)は本来打ち込み杭に適用される式であ

って、場所打ち杭、埋め込み杭については、文献

(4 )に示されるように、沈下剛性 k はさらに非線形

的に小さくなる傾向にある 。 しかし、筆者が知る

載荷試験実測データによれば、場所打ち杭、埋め

込み杭の場合でも 、(4)、(5)式は、それらの k fl直の

上限を与え、しかもかなり多くの実測値は、 (4 )、

(5 )式で与えられる値の近くにあることがわかって

いる 。し たがって、これらの式は、打ち込みキえで

ない場合でも k fl直を推定する一応の基本と考えれ

方 5 同解説(V耐渓設計編) S  55J 等に計算式が ぱ良いと思っている 。 また 、このようにして求め

示されている。同示 } L作による. l I ' r . r ? 去は単わし II平 た kfI直は、 地渓荷重のような繰 り返し荷重にも適

わいこついて示されているが、 1洋杭の場合には、昨 用可能で、あることがすでに検討されている 。

杭であることの本照的な挙動( 静杭効果) を反映で K F は、式(6)によって求めることができる 。

きていないように筆者は考えている。また、抗基

礎は、打ち込みtlL ・場所打ち杭 ・埋め込み杭等に

分領され、おのおのにわL材料と施工方法が災なる

ために、 i允下剛性にもそれぞれの待性が考慮され

なければならないはずであるが、 これらの枠組lに

ついては紙而の郎合 k 、拙幸子(2 )、(3 )、(4 )等を参照

していただきたい。

本航では、文献(3 )で示した沈下f注目再r r . 式を用い

て、これをさらに簡略化した実用的な枕下剛性 k

を与える式として式(4 )、(5 )を示した。式を簡略化

するために、杭先端荷重到達率は、 マ= 0. 2とし 、

杭の平面配置は正方配列とするなど、実用を目指

したいくつかの仮定を設けている 。し たがって、

これらの仮定に対してあまり綴準的でない杭基礎

の場合には、原式に戻る必要もあろう 。

・単杭の場合

1  0. 6 ・L .  1. 32 

r = 'E主I 7 +EFτ . ...・ ・…・・ -……・ (4 )

- 群杭の場合

1  0. 6'  L  ，(  1  1  ¥ 

τ = F吉P ' A  p  T  ¥3. 五芋王立7T531: ノ

1  ・・(5 )  

G. L  

¥IJ 
t。 図 - 2

ここに( 図 - 2 参照) 、

E p: f! G材のヤング率 (t/ m2)

Ap: 杭の実断面積 (m
2

)

L 杭長 (m)

n  杭本数

fo :  1洋杭周辺の一辺の長さ (eo) と杭長の比

(生)

Cs  杭先端部地盤の明断弾性係数で次式による。

C s = 100 ・N t/rrI 

(N:  ify、'i't 土の標準: l ' l ' 入試験、 M直)
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、
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nι
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，

u
.
、
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，
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一

ス

=
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笠

F

 

k
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-・・(6 )

適用例

今、一つの適用例として 、文 献 (1 ) の p. 364 に

ある耐震壁の D 値を求める例題について、 I也業 が

杭基礎であるとした場合の計算例 を示したい。地

盤条件と使用車えは、文献(5)中の例 題 1 } に採用さ

れている 8 - 2杭 (p. 516) によるものとした 。

・基礎長期軸方向カ 126. 5t ，壁スパン e= 5. 5m

( 文( l )p. 353より)

. 8 - 2杭( プレストレストコンクリート杭) 長期

許谷支持力

R =45t / 本 (文(5)p. 517 より)

- 杭本数 n= 2 x 2とする 。

杭 長L = 12m，杭径d = O. 3m， A p =O.  0452m' 

E p = 4  X  10
6  

t/ rrI r O.75m寸 3
∞

Ox 4

eo= 2.  5 X  0. 3 = 0.  75m I  ｴ 弘 ｾ ｉ

e o = o.  75/ 1 2 =0.  06 2 5 γ γ J  

I  1  !  IO.75m 

N= 4 0  1， 仇 紘 I I  

C s = 100X40=4000t / m' L..L.一一一w

耳、 (5 )より 、

1  0.  6 x  12  (  1  .  1  ¥ 

k  4 X 4X 10. x O. 0452 "  ¥3 .41 '  1. 47ノ

1  

40∞X 12  

k= 3.  3 0 x  10
4  

t .m 

したがって、式(6 )より 、

ｋ ， Ｎ ］ｾ •＠ 30X 10

4  

X 5.  52 

F = 日 = 4. 99 x  10
5  

t . m 

= 4.  99x  10
7  

t ・cm

を得る 。 この{ 直が、文献( 1) のp. 365で計算された

直接基礎の K F =2. 86 x  10
7  

( t・cm) に替わるもの

と考えればよい。
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141 八尾 山肩、“ 群杭及び単杭の沈下J l t 略算訟について、( そ

の3) " ，建築学会大会号、昭58. 9  

151 FI本建築学会、建築基礎例造設計責I.! 単・同解説、 1974

( やお しんたろう l地内大学助教授 ー工学博士)
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電気による屋根融雪

大 平 善 昭

1. まえカf き

屋綴雪の処理方法は、人力をはじめとして、地

下水利用、電気利用などあるが、人力には、処浬

能力、人件費の高騰、つい落事故、地下水には、

地銀沈下によるくみ上げ制限条例の実施など、将

来的手法としては、不安が残る 。

このため従来は高価なものではないかと思われ

ていた電気による融雪装置への関心が高まり、 H百

和46年以後、降雪地域にある北陸 ・東北 ・北海道

電力の各社では、安価な「融雪用電力」という供

給規程を作 っているほか、新潟県の市町村では、

この装置への低利融資制度の導入など、今日では、

数多くの実績を持つ安全な装置として着実な普及

をしてきている 。

また、民家の屋恨精進として多い瓦屋恨や、工

場等に多い金属の折版屋根にも、取り付けが可能

なものは、電気方式が最適なものと言われている 。

2. 電気による屋根融雪の概要

電気エネルギーは、熱湯 ・地下水や、多量の流

水のように急激な処理能力を有しない。 またエネ

ルギーコストも高価なため、いつも屋恨表に積'

のない状況まで溶かす必要はなく、建物の耐荷重

を超えなければよく、残雪はあっても、建物に損

傷を与えない範囲で、かつ雪下ろしをしなくても

よい装置の設計と上手な使い方に心がけることが

大切である 。

1  ) 電気融雪の能力と上手な使い方

ヒーターの種類には、ニクロム線状のものと面

状発熱体がある 。広い面積を融雪するには、発熱

面積の大きい面状発熱f本が有利である 。 これらに

よる倣雪の能力は、 1時間当たり 3. 0- 4. 0crn/hてる

、
ある( キ 150WI ば =130Kc al/rrI .  h) 。

融雪能力は、それぞれの地区における降雪虫 ・

風速・外気温度などの条件により定まるもので、

昭和38年・ 56年の豪雪にも十分な能力を発得して

いた。

また、限られた能力で十分な効果を出すために

は、多くの雪が積もつでから通電するのでなく、

雪が降り始めたらす ぐに通電して降つでくる雪を

即時融雪するのが効果的な運転方法である。また、

降雪の自動感知装置なども各種あるが、比較的寿

命が短く、手動操作が硲3たである 。

2  ) 方式

を溶かし、積雪荷重を軽くする方法

口、軒先部の約 1 m幅 にヒーターを布設して許

先にできるツララ防止と氷塊によるすがもり防止

をする方法

イ、は雪の比重の重い北陸や信越地方で、

口、は雪の比重の軽い東北や北海道地方で、

適用される 。

3 . 施工方法

1軍恨雪の積もり方 l立、事干先音11に必も多く、むね

昔日は、室内の l暖気や風により比較的少ない。また

風向きにより吹きだまり等ができるため、これら

を考慮して肝先部にヒーターを多〈入れ、むね部

は特別の湯合を除いて入れないことが多い。

1  ) 瓦俸・平ぷきトタン屋綬の例

雪止めアングルの位置をあらかじめ定め、アン

グル上部にヒーターを入れる 。雪止めアングルの

位置は、屋恨勾配により変わるが、軒先より 0. 3

mおよび 2 m ぐらいに取り付ける。事干先部のヒー

ターは、聞かくを小さくしてヒータ一容量を大き

くする 。平均的には 150W1m' - 1 8 0 W I r r I を必要と

する 。

4. 施 工 費 、 維 持 費 の 目 安

維持費である電気料金は「融雪用電力」契約が

適用され、不使用期は、基本料金は支払わなくて

もよい。

5. 電気屋根融雪装置の安全性

屋恨幡造f本へ直接取り付けるこの装置は、火災

やＡｾＭｭＺによる事故のない安全な装置でなければな

らない。 このため通産省令「電気設備による技術

基滋」により、その施工方法が定められ、この基

準により施工され、漏電等による危険はない。

またこれらの条件をそなえ、圏内では一番多く

の屋恨融雪用ヒーターとして実績をもっ面状発熱

体に「プラヒート」がある 。面状発熱体「プラヒ

ー卜」とは、

1  ) プラヒートの特色

イ、温度が上昇していくとヒーター自体の電気

抵抗値が増える 。すなわち電流が減少していき、

電気の使用量が少なく、維持費が少なくてすむ。

口、ヒーターが異常高温にな ったときは、電気

抵抗値がきわめて大きくなり、電流がほとんど流

瓦棒トヲン屋板断面 れなくなり、発熱も止まる 。自己詰IJ ! 卸性を持つ安
瓦梅トタン屋根の例
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積雪の処理目的により 2 方式がある 。 rrI - 21 0 W/ rrI

イ、屋被全面にヒーターを布設して、全部の雪 を必婆とする 。

瓦サン

瓦屋根断函

瓦屋根の融雪

全なヒーターである。

ハ、プラヒートは、融雪装置はもとより、電気

床暖房やトンネル内の凍結防止装置など 200 万m

の使用例がある 。

2  ) 精進

カーボン粒とプラスチ ック 併とをねり合わせ電

源用電極線を両端に同時封入させ、成形したもの

である 。

EVA外装 (O.Bx2) %

/ f τ 平路

〆ーム ιｾｚ 肌 プ ラ ヒート
トー ＭＲＳＰＥ ー ｾｔ 既知 Ｉ
3) 仕緩

・寸 法 幅 230mm、長さは建物の寸法に合わ

せ任意に加工できる

・電源電圧 100V または200V

・出 力 4 0 W1m .  5 0 W 1 m・60W 1m .  7 0 W 1m 

- そ の 他 電 気 用 品 取 締 法 マ 認 定 品

6. おわりに

安全で、屋根形状の美観をそこなうことのない

プラヒート屋根融雪装置は、近く実現されるであ

ろう 。季節別電気料金制度の適用や、施工費の補

助や低利融資の拡大、地方自治体の協力等により、

積雪になやむ、雪国のだれもが導入できる装置と

して、急激な iJ - 及が見込まれている 。

これらが実現されたとき、 雪の障害による格差

の少ない、たのしい都市づくりができることと思

われる 。

( おおひら よしあき ミサト 株式会社取締役技術部長)
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地 下 連 続 土 留 壁

自国

ソイル柱列杭



o  施工材料の頁

二

1 1 3  

1. はじめに

ロ y ドに付在したソイルセメ ントは地上附近で取

り除かれるため、周辺への飛散はほとんどない。

建築工事あるいは土木工事においては、地下構 ソイルセメントパイル Ij : E i いにオーバーラ y プ

造物の建設に伴う恨切り工事が行われることが多 して述統的に造成される関係で、高い止水性を発

揮する 。 さらに、山止め墜としての剛性も高く、

掘削に伴う変形を小さくすることができるので、

周辺地盤の沈下を防止するのに有効である 。

ソイル柱列地下連続土

留壁工法の現状

い。 この根切り工事を安全に、かつ経済的に実施

するためには、山止め壁工法の選定を適確に行う

ことが重要となる 。最近では数多くの山止め墜工

法が開発されているので、その選定にあたっては

現場の立地条件、および経済性 ・施工性ーなどを十

分に考慮した上で決めなければならない。 とくに

市街地工事においては低振動 ・低騒音で、かっ止

水を完全に行い、周辺地盤の沈下を発生させない

ことが必須条件となる 。 それと同H寺に昨今の経済

情勢下では、仮設工事においては最小限にコスト

を押さえることの経済性が重要である 。

ソイルセメントは Ｎ ｾ材として現地土を使用して

いることから、材料費が安〈、残土盆も少ない 。

また残土そのものがセメントとの混合土であり、

時間の経過とともに硬化していくのでダンプ搬出

が容易である 。

岡田 鼠

- 使用機械 ( 機準装備)

使 用 機 械

古E

6 0 P 

枕 打 機 本 体
illl 谷重機5 |l P &H 6 0 P  

y  S - 日III D  308 

中tL . rr機

ニ 粕 装 置

オーガーマ シン

45 k w 

モルタル G MS- 15 

ミキサー 8002 x  2以 上

混 合
モルタ Jレ 横型一連動

プラント
ポンプ 2 0 0 Umin 

セメント

20 t  

サイロ

H 鋼主主込

クローラー

20- 30 t 吊 程 度

タレーン

パ ッヲホウ

0. 1- 0. 7m' 程度

ショ ハ"レ

残 土 処 分

ダンプ

4 t - 1 1 t  

トラ ック

バキ ューム車 4 t - 1 1  t  

発 電 機

サイレント

125- 150KVA 

ゼネレーター

施 工 最 小 面 積 6  X  15m I  9  X  12m 

機 十耳E 寸 法 3 X 7 m I  4 X 8 m 

そこで、最近では市街地あるいは軟弱な地盤で

の恨切り工事では、ソイル往列地下連続土留壁工

法が多く採用されるようにな ってきた 。 とくに当初

民間建築工事を中心に普及してきたが、最近では

地下鉄 ・処理均等の大型官庁土木工事にも多く採

用されるようにな ってきており、今後ますますそ

の需要がＡｾ大するものと考えられる 。

以下に本工法の特長を述べる

2 . ソイル柱列地下連続土留壁

当工法は、地中の土砂を円往状のソイルセメン

トパイルとして形成し、これを壁軸方向にオーバ

ーラ ップさせて柱列の連続地中壁を造成するもの

である 。 すなわち、数本 ( 1 - 6 本) のロ ッ ドを

オーガーマ シンにより回車まさせ、ロ y ド先端から

セメントとベ ン トナイトの混合液( 以下セメン卜

ミルクという) を l噴射しながら地盤を削孔し、切

削土砂とセメン卜ミルクを混合従持することによ

り往状のソイルセメントパイルを造成する 。

施工機械は低振動- 低騒音で、施工中に発生す

る公害はきわめて低い。 また近接した精造物があ

る均合でも、榊造物い っぱいに施工することがで

き、既設m造物になんら悪影響を与えることもな

く、敷地を有効に利用することができる 。 また、

力

数 i辻

120P 

1!ts工順序

。
目立迷機 P D  - 100 

1  ft 

日本111梢 D508

@  

90 k w 1 恭

GMS - 1 5  

I 基

8002 x  3以 上

十前型二巡動

1- 2台

3002/ min 

30 t  

必!，!!! Iこ

応じて

20- 30 t 吊 程 度 l 台

3 . ソイルセメントの品質管理

造成されたソイルセメ ン 卜杭は、作用土圧に抵

抗できる強度をもっ必要がある 。設計時において

は、土質条件を十分検討したうえで注入するセメ

ントミルクの配合を決定しなければならない。

ソイルセメントの強度は、セメント水比 ( C /  

W) と強い相関関係にあることが実験の結果判明

しているので、現地土の含水量を正確に推定する

ことにより、かなり高い精度で強度を確保するこ

とができる 。

しかし、施工現場における土質の不均一性およ

び混合従袴能力により強度が変動するため、現地

土を使用した室内実験とともに、試験施工も実施

して目線強度が達成できるか確認することが望ま

しい。 さらに、施工中においては、適時品質管理

試験を行い、常に良い品質の確保に努めなければ

ならない。

4 . あとがき

本工法の五正大の特徴は、現地土を骨材に使用し

て、ソイルセメ ン ト杭J を造成することであること

から、より品質の高いソイルセメ ン トを維持管理

することが最も重要である 。 そのために、現在ま

での施工実縦、およひ' 技術力をもとにして、さら

にソイルの品質、結工制度の向上をはか つてゆき

たし、。 ( お か だ っとむ {主友商 *大阪七メント 探)

@  @  

0. 1- 0. 7m' 程度 1 台

必要に

1  . セメ ントと ベン卜ナイトの混合液を グラウ トポンプからピッ ト先端を経で噴

出し、注入しながら地中を俊祥しつつ削孔抱逃する。

4  t  - 11 t  

応じて

4  t  - 1 1  t  

必要に

応じて

250- 300KVA l 台

9. 5 x 14 m 

5 x 9m 

2. 0 の操作によ って所定の深さまで削孔掘進し、なおピ ット先端より混合液を

i主入後祥しながら引き抜いていく 。

3. 0 および@ によ って地中にソイ J レコ ンク リート杭を造成するソイルコ ンクリ

ートは、その要求される強度によ って溶液の配合比を定める。

4.  e のソイルコン クリート杭の中に必要に応 じてH形鋼、あるいは芯材 となる

鋼材を婦人する。

5. 建て込みを終え、完了する。
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日本建築協会

月間の動き

昭和59年 1 月分

理 事

. A  

"ZJ;" 

常任理事会

18 日 4 時- 4 時50分 於本会会浴室

出 席 者 稲 田 会 長 ほ か15名

議事 (1) 通常総会開催の件

(2) 創立67周年記念日の件

(3) 建築防災関係法令研究連絡準備会委員の

件

(4 ) 入退会者承認の件

(5 ) 報告事項

企 画 委 員

. A  

"ZJ;" 

23日 0 時 - 1 時半 於本会会浴室

出 席 者 三 品 委 日 長 ほ か 3 名

議事 (1) 報告舎のまとめについて

(2) サロン、会議室の使用規穏について

(3 ) そのf也

事 業 委 員

. A  

"ZJ ;" 

若い会員の集い小委員会

10日 6  fI寺半 - 9 時50分 於本会会議室

出席者 山形副委只長ほか 16名

議 事 ( 1) tお5 回「家具を斬る」の企画について

(2 ) 第 6 同以降の企画について

(3) 事業委員会全委員懇級会の企画について

は) 前回取業委員会での三品委員長提案事項

について

(5) その他

広報小委員会

11 日 6 時 - 9 時 於本会会議室

出席者 今野幹事ほか 8 名

議事( 1) 第59回展示写真実施報告

(2) 第60回以降の展示写真について

(3)  : 本年度の研修会の実施報告

(4 ) 前回事業委員会での委員長縫祭事項につ

いて

(5 ) そのf也

見学会小委員会

12日 6 時 - 9 時 於本会会議室

出 席 者 上 出 副 委 員 長 ほ か 7 名

J築事 (1) 前向の事業委員会について

(2)  11 月の兄学会の実施報告

(3 )  2 月の見学会の企画について

(4 )  3 月以降の見学企画について

(5 ) 前回事業委員会での委員長提案について

(6) 次同小委員会開催日

委員会

19日 O時、|主- 2 f1幸45分 於本会会議室

出席 者 三 品 委 ぬ 長 ほ か 7 名

78 澄集と社会 / 1掛 年 3 月号

議 事 ( 1) 各小委員会の事業報告及び事業企画につ

いで( 兄学会小委員会 ・広報小委員会 ・

若い会員の集い小委員会)

(2) 次年度事業委日の編成について

(3) その他

編 集 委員

. A  

"ZJ;" 

講師君主見健三氏( デザイナー)

( 垂兄健三デザイン事務所所長)

議 演 家 共 を 斬 る ( ス ラ イ ド 併 用 )

参加. g 38名

建 築 フ

ν

フ

委員会

12日 4  f I寺- 611キ 於本会会議室

出 席 省 償 山 委 Q 長ほか 3 名

議 事 (1) 2 月号「関西の超高精ピル」特集経過報符

(2 )  3 月号「ピルのリフレッシユ」持集経過報

且ニ

(3)  Ｔ 月号 ｲｾ ， ￬ 生産業とロボッ卜開発」特集報

告一編集幹事会案報告ー

(4 )  5 月号「住環境と法」特集報告

(5)  6 月号 J十回特集の企画

(6)  rj都市( まち) の活性化と商業空間の可能

性」特集の企画

(7 )  7 月号設備特集の企画

(8)  8 月号憐造特集の企図

(9) 来年度編集委員会の川成

(10) 収支状況報告、そのほか

( 1 1 ) 次回編集委n会

「都市( まち) の活性化と商業空間の可能性」特集

編集幹事会

12日 6  fIキ- 8 時 於本会会議室

出席者 田中直人幹事ほか 3 名

議事 「都市( まち) の活性化と商業空間の可能性」

特集の編集について

「住環境と法」特集第 3 回編集幹事会

18日 l 時、ド- 4  sキ 於本会会議室

出席者 片倉特別幹事、坂幹事ほか 3 名

議 事 特 集 の 楠 成 に つ い て

広告企画小委員会

24日 411キ- 5  s利三 於本会会議室

出 席 者 櫛 山 委 員 長 ほ か 5 名

J義司王( 1) 2 月号「関西の必ifi; 府ピル」特集広告収入

報告

(2)  3 月号「ピルのリフレッシュー内外装補

修校術の現状と発展」特集広告途中経過

報告

(3)  Ｔ 月号 ｲｾ ，ｾ量産業とロボ ｹ ト ｮｮ 予告」特集広

告企画

(4 )  5 月号「住環境と法J ( 仮卒中) 特集広告企画

(5)  6 月号「郎市( まち) の活性化と商業空間

の可能性」特集広告企画

(6) その他

(7 ) 収支状況報告

建 材 委 員

. A  

M 

ク

新年宴会

17日 611寺- 7 時半 於大阪グランドホテル

出席. g 80名

役員会

31 日 O時- 1 時半 於本会会議室

出 席 省 塚 本 代 表 ほ か 7 名

;接IJj: (1) 3 月以降の講師依頼について

(2 ) 新事務所の利用について

(3) 1生日の半数交代について

は) 収支状況報告

(5) そのf也

祝 賀
. A  

"ZJ;" 

19日 411寺- 5 f1幸、|主 於本会会議室

出席者 牧田委員長ほか18名、山内ゴム工業 3

名

材料説明 サータイト( 外壁防水化粧材)

滋事 (1) 今後のメインテーマについて

(2 ) 今後の新建材紹介コーナーについて

(3 ) その他

若 い 会 員 の 集 い

“ 家具を斬る " ーデザイナー・垂見健三に聞く -

19日 6 時、ド- 911寺

於 大阪府立文化情報センター ・セミナ一室

社団法人日本建築協会事務所移転敏露祝賀会

18日 5 時半 - 711寺於大阪駅前第3 ピル21階

当日は、! . I ミ畑名誉会長をはじめ友好団体代表な

ど、約 100名が集い、和やかな中にも明日への飛

蹴を語り合い 、皇室会裡に終了した。

建築防災関係法令研究連絡会

23日 2  f I 寺- 4  H寺 於 日本建築家協会( 東京)

出席者 7 団体より 12名

議事( 1 ) 組織の座長の件

(2) 四団体でとりまとめた資料

(3) 辿築防災関係法令の 問題点のとりあげ方

(4 ) 関係官庁との話合い

(5) 次回の連絡会

1 月 の 入 会 者 ( 敬称略)

〔団体会日 l 名〕

係 I*i 大学l司2
t
館

〔個人会員 6 名〕

。: 百僑通?l 総 下 好 宏 山 口 正 直

鈴木 Dfl 尼 崎 弘 幸 " " E 置伸併

.  
-



内 装 不 燃 材

室 谷 商 事 株 式 会 社

本 社 神戸市中央区北長狭通4丁目2番4号( 英和ピル)

電 話 神 戸 (331) 0881- 3  

支 唐 大阪市北区西天満2丁目6番8号( 堂ピル5階)

電 話 大 阪(364) 2031- 4  

倉 庫 神戸市東灘区御影石町 4 丁目( 電話811-3610)

テトカッパー防水

国防火・防煙シャッタ一

回ステンレスシャッター

• 

. アルミニュームシャッター

防水専業の研究・経験から生れたすくない資源のパーフェクトな防水層です.

この防水層は ( 一層防水) 地工するだけで、防水は完笠です.

温度変化に伸びがなく、柔軟性に富み、耐酸、耐ｾ品性に ＱＱ れ、腐蝕しませんＮ

コーパータイト 新エ法

カッパー防水帯 オクロン防水帯 プレノテクト吹付工法

選議

奥山化工業献舎示1

- 軽量シャッター

・クリスタルシャッター

その他特殊シャッターの製造

ア フ タ ー サ ー ビ ス の24時間態勢完備

ム鈴木シャッター販売株式会社|

大 阪 市 北 区 茶 屋 町 5 番 2 号 電 話 大 阪i 九九 namu; ( ; J I

ｾｴ 隆営業所金沢市長田町ｬｄｬ番地電話金沢 ｾＧｉＧＺＧ i  65 - 5135- 6  

神戸営業所 神戸市長田区大橋8十 7 電話神戸 。川 . . . .  

事ＢＮＮ，品 ｾｾＮｉＮＮＮＮｉ ・

豊 か な 経 験

最 新 の 技 術

東 洋 シ ャ ッ タ ー 株 式 会 社

本社 : 大阪市東区両替町 1- 12 日生ピル 宮 (943) 6571代 表

東 京 ・ 横 浜 ・ 盛 岡 ・仙 台 ・ 水 戸 ・ 静 岡 ・ 岡 崎 ・名 古 屋 ・ 富 山 ・大 津 ・京 都 ・ 神 戸 ・広 島 ・ 高 松 ・ 福 岡 f也 全 国 主 要 都 市

79 



空 間 ・ 衛 生 設 備 の 頁

空 気 調 和 ・ 給 排 水 ・ 衛 生 ・ 防 災 設 備 設 計・施工

φ 練 武 吉 田 口T 場 経

合 結 掠 ， 1:J.，;;;z_ ｾ＠ Ｎ ｊｉｾ ム

本 社 東 京 都 港 区 浜 松 町 1- 25- 7  電 話 (434) 6171 (大代)

大 阪 支 社 大 阪 市 淀 川 区 加 島 1- 58- 59 電 話 (302) 2 2 7 1  ( 代)

支 底 北 海 道 ・ 東 北 ・ 名 古 屋 ・ 中 国 ・ 九 州

営 業 所 釧 路 ・ 函 館 ・盛 岡 ・ 機 浜 ・ 静 岡 京 都 ・ 神 戸

空 調 ・ 衛 生

防 災 ・ 汚 水 処 理 設 計 地 工

争 続 大 阪 城 口 研 究 所

取 締 役 社 長 城 口 庸 平

大 阪 市 北 区 角 田 町 2 番 15 号 電 話 大 阪 372局7151 ( 代 )

京都 市 東 山 区 大 和 大 路 正 面 上 ル 電 話 京 部 561局4944 ( 代)

神 戸 市 中 央 区 下 山 手 通 6 - 2  - 8 電 話 神 戸341局 5 8 9 2  

電 気 ・ 空 調 ・ 衛 生 ・ 防 災 ・ 産 業 廃 水 設 備

設 計 施 工

- 大 阪 電 気 暖 房 株 式 会 社

本 底 大阪市西区江戸線1丁目9需 25号 〒550 電話 (06)44ト 8231 Ｈ大ＨｾＩ

本 社 東京都中央区銀座2丁目 2需 17号 〒104 電結 (03)535-5251( 代表)

支 社 大 阪 東 京 ー名古屋 ー楠岡

支 底 札帆・仙台 ー新潟・金沢・天理・岡山 ・広島・高総

営 業 所 得広 1函館 ー青森 ー秋 回 盛 岡 ーがI縞 千 葉 償 浜 静 岡 ・ 盟 国

油 宮 山 長 野 福 井 ー京 都 神 戸 徳 山 総 山 高 知 北 九 州

熊本・鹿児島・那覇

出 張 所 旭川・福島・徳島・長崎

海外支唐 シンガポールホンコン

. 給排水衛生 ・冷暖房

. 空気鴎和般自信 ・その他管工事一切の股計・施工

⑮ 斎 久 三 業 株 式 会 社

本 社 東 京 都 千 代 田 区 大 手 町2- 6- 2 ( 日本ビル)

電 話 03- ( 270) ー7411(倒

大阪支社 大阪市北区中之島4- 2- 38 電 話 06- ( 443) 5041(<的

支 后 札 幌 ・ 岡 山

営 業 所 仙 台 ・千葉・繍浜・名古屋・金沢・四国・広島・福岡

出 張 所 福 井 ・倉敷 ・松山・宇都宮・静岡・苫小牧

⑧

 

環 境 衛 生 地 訟
空 気 調 和 訟 i.. 

給 排 水 ・ 衛 生 水 道

電 気 設 備

腕 房

三機工業株式会社

取締役社長 玉 置 純 治 良1I

取締役支庖長 杉 浦 敏 郎

大阪市東区北浜 2 丁 目 2 2 刊住地電話 大阪 (202) 代表3071

本 底 東京・日比谷・ 三信ピル

支 庖 名古屡 ・九州北海道・中国 ー東北・北陸・四国・ シンガポール

営 業 所 償 浜 ・静岡・盟国・岡山・金沢 ・新 潟 香 港

荷 役 速 織 機 械

化 学 鉱 山 機 械

空 気 調 和 段 備

衛 生 股 備 設 計 施 工

⑮三建設備工業ヰ農家畜紅

大 阪 支l吉 大 阪 市 北 区 紅 悔 田T 3 番 5 号 電 話 ( 352) 1  1 3 1  ( 代)

本 社 東京都 中 央区 日 本僑 蝋 数 町 ト35- 8 電 話 ( 667) 3431 ( 大 代 )

支 社 名 古 屋 ・ 仙 台 ・ 札 映 ・ 広 島 ・ 福 岡 ・ 金 沢 ・ 新 潟 ・ 償 浜

。 樟 式 会 桂 三 晃 空 調

取締役社長 驚 藤 博

本 社 大 阪 市 北 区 西 天 満 3 丁目 131昏20号 電 話 06- 363ー1371

東京本底 東 京 都 新 宿 区 西 新 宿 新 宿 住 友 ピ ル 電 話 03- 344ー1911

大 阪 本 底 大 阪 市 北 区 西 天 満 3 丁 目13番 20号 電 話 06- 363ー1371

支 庖 仙 台 市 太 田T 2  r  11 2 併 10 片 電 話0222- 61- 3002

名古屋市中村区名駅南2 T目14番 19号 電 話052- 581- 8571

広 島 市 中 区 紙 屋 町 1 丁目 2 番 22号 電 話0822- 47- 4535

福 岡 市 中 央 区 大 名 2 了目 4 番 22号 電 話092ー761- 3795

出 張 所 青森・秋田・宇都宮 ・繍浜 ・福井京都・神戸 ・松江・高総下関沖縄

ｾ＠ 空 欄 衛 生 ・ 冷 凍 冷 蔵 ・ 地 盤 潰 結

配 切 よりよき環境ヘ技術て挑む一一一一

句P 株 式 会 社 精 研

、直V 本 社 大 阪 市 南 区 瓦Jil 町2丁目 11番16号( オートセンターピ Jレ2階)

郵便番号542 電 話 犬 阪 (06) 768- 5  0  3  1 代表

メ ン テ ナ ン ス 都 大 阪 市 大 淀 区 盛 崎 4 丁 目 5 番 21 号

郵便番号531 電 話 大 阪 (06) 374- 0  5  7  1 代表

東 京 支 底 東京都千代田区九段南2丁目2番5号( 九段ピル2- 4階)

郵便醤号102 電 話 東 京 (03) 262- 3  2  4  1 代表

$ 新 日 本 空 調 株 式 会 社

大 阪 支 庖 大阪市北区堂島浜 1 丁目 2 番 6 号( 新大ピ Jレ)

電話 (06 )  3.... - 6  0  3  1  ( 代)

本 社 東 京 都 中 央 区 日 本 僑 本 石 町4- 2( 三井第二軍IJi il

包括 (03 )  279 - 5  6  7  1  ( 大 代)

名 古 屋 ・ 九 州 ・ 広 島 ・ 札 械 ・東 海 村 ・ 北 陸 ・ 大 分

cl eanOi r  
丸

。 鰭 諜 納 税

F U T A B A Y A  D E C O R A T O R S ，L T D  
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建築物自制自等 造作 工事 、家具建具・室内装備工事

内 外 装 飾 織 物 ・ 窓 掛 敷 物 壁 紙 類一 式 / 設 計 施 工

図翻 ニ葉屋装備工業株式会社

取 締 役 会 長 若 林 繁 吉

大 阪 府 摂 津 市 東 別 府 3 丁 目 7 番 8 号

電 話 大 阪 ( 06 ) 34 9 - 9 1  9 3 代 表

大 阪 府 知 事 建 築 業 者 許 可 ( 般- 48) 第12064号

( 創 業 大 正 7 年 )
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第ーエ索抹式会ー私

大阪支庖

織送機設備

設 計 施 工

日差 ・冷 房 ・空 気 温 湿 度 調 整 装 置

回 設 計 施 工

高 砂 烈
品ｾ

-← 

大 阪 支 応 大 阪 市 北 区 芝 田 1丁目 4- 8 ( 北 阪 急 ビ ル 9 階)

電 話 大 阪 ( 372 ) 2  5  1  1  ( 代表)

本 社東京都千代図区神田駁河台 4 丁目 2 番 地

ｲｮ 幅削骨ｾ
空 気 回 和 設 備

股計施工

換気・除塵段偏

東洋熊工舗信機亘書舎紙大幅安倍

大 阪 市 西 区 初 本 町 3 ー 1 - 2  7  T  E  L  (443)  8  0  7  1  

志 社 東京$ 中央区東信 2 丁目 9 T  E  L  ( 562)  1  3  5  1  

支 庖 名 古 屋 ・ 福 岡

ガス般備のき宣計・施工のご相談は

大阪ガス指定工事会社・大阪ガス住設機器特約底

。大晃設備株式会社

本社: 殴備部

大 阪 2皆 様 所 大 阪 市 北 区 西 天 満 5 - 1ト 12 ｾ＠ 06- 313ー 1846

枚 方 営 業 所 枚 方 市 甲 斐 回 東 町 9 - 3 電0720- 49- 2128

飛 鳥 野 瓦( 意匠登録549771号) 1_ . . .. ___.  

110750， t製造販売

渡辺式緩勾配安定瓦 ( 実用新案登録出願中 )  J  

110751' 

各和洋瓦全般・カラー ベス ト・モニエ Jレ瓦・セキ スイカワラ U

リ業67年 綜 合 施 工 卸

久保田鉄工・松下電工絢・日本モニエル側積水化学工業側・富士スレート側・持約代理底

⑥ 瓦 寅 工 業 株 式 会 社

本社 大阪市生野区林寺 Ｑ 丁目 Ｕ 番 ＱＴ 号 ｾＵＴＴ

電 話 06( 715) 0  2  0  1 代 表 - 5 番

営 業 所 大 阪 市 平 野 区 工 場 兵 庫 県三 原郡 ( 淡 路 島 )

給・排水・衛生・消火・暖冷房設備

おお西原、衛生工業所大阪庖

大 阪 市 大 淀 区 中 津 6 丁目 8 番 4 号 電E重大阪 ( 4S8) 3531香

支庖・営業所 福岡・京都・天理・川西

空調・衛生・防災設備 設 計 並 施 工

⑨日本管工業株式会社

本社及京都宝庫 京 都 市 南 区 西 九条量豊田町 2 0 番 地 の 1

電 話 (681) 5  1  0  1  - 5 ・夜間 専用 (691) 1045 

大 阪 支 庖 大阪市北区天満ト5- 20 11U舌( 06 )  352- 3501側

三 軍 支 I苫 湾 市 栄 町 2 ー 1 1  1 電 路 (0592) 26- 3610({勺

四 日 市 営 難 所 四 日 市 市 西 末 広 町 電 信 (0593) 53ー 7431a勺

滋 賀 営 集 所 大海市中央 2 丁 目 4-28 電 話 (0775) 22 - 973鮒勺

.1''''. ! 舎町震厨観S

ーIIF電・ー....

③同j謀議持部

活字のない印刷

⑮日本写植印刷株式会社

代表取締役 神 田 都 義

空気調和設備・給排水衛生設備・上下水道施設

環境衛生施設・公害防止施設 / 設計施工・監理

⑫ 山 田 工 誕 積 雲8 *2:

本 社 大阪市西区京町線 1 - 6 - 8 電話 06(443)8161( 大代表)

Ｈ ｾｾ克装置事業部 ｜Ｇｈ 打 Ｉ 電，lii 06(447)0831  ( 代表)

分析センヲ一 大阪市淀川 liL::i $屋市トト35 電源 06(308) 1491 

支 庖 東 京 名 古 屋 福 岡

営 業 所 京 都 ・ 神 戸 姫 路 広 島 高 松 怯 山

文 化 庁 ・ 宮 内 庁 ・ 各 府 県 庁

E要文化高 社寺・天理教教会本部

御 用 達

命〉雲2孟宇工業所

代表取締役 小 林 麻 造

干 630 奈 良 市 西 新 在 家 町 17 番 地

電 話 奈 良 ( 0742) 2 6 - 2  9  0  1 番( 代表)

81 



電 気 股 備 の 頁

設 計 施 工

⑤ 

気 株

電 気 設 備

朝

設 計 施 工

栗 原 工 業 繍 式 会 紅

電 気 ・ 富 十 装 工 事

6之
社

ム一

A
式電陽

士

本 社 大阪市北区中之島 3 - 2 - 4 朝日ピル T E L 大阪06ω85) 1361( 代)

大阪営業所 T E L 大阪06(385) 1361 ( 代) 京都営難所 T E L 京都075(311)1185( 代}

東京営業所 T E L 東京03(574) 0  6  6  5  福岡出張所 T E L 福岡092(771) 6  1  6  8  

賞本山代表取締役

英

大 阪 市 北 区 角 田 町 1- 1 東 阪 愈 ビ ル T E L 0 6- 3 1 3- I I OI

支 広 東 京 ・ 名 古 屋 ・ 舞 踊 ・ 京 都 ・ 天 王 室

大 阪 商 ・ 神 戸 ・ 広 島 ・ 四 国 ・ 九 州

信原栗取締役社長

‘  
， 

会 社

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

大 阪 支 社

横 田 幸

社

電 気 工 事 設 計 施 工

一
一
一

株 式 会 社

大阪支社長

大阪市東区高周備五丁目 二 八香地 電話大阪 ( 202) 0325- 9 番

本 社 東 京 総 千 代 田 区 西 神 田 1 丁 目 4 番 5 号

支 社 札 幌 ・ 仙 台 ・ 丸 / 内 ・ 名 古 屋 ・ 福 岡

営業所・出張所 全国主要事宮市20ャ戸時

ヰ土

庖

本

支

出 張 所

限 り な き ク リ ー ン に 銚 戦 す る グ

電 気 股 備 ・ ク リ ー ン ル ー ム ・ 冷 暖 房 政 側

給排水衛生殴備・置十基高 ililJ 御 盤 傭 ・ 立 体 自 勧 倉 庫

エ ネ ル ギ ー 集 中 監 視 シ ス テ ム ・回 転 式 自 転 車 置 場

股 E十 施 工

ーＭｾ信審査 ｾｕ 品些］ｉ］ｾ、ＮＮＮＮｾ

Ｍヨ豆町歪唱環ＢＧ束エ｜Ｎｾ .... 工

取 締 役 社 長 嘉 納 f云 三

〒530 大 阪 市 北 1;( 何 疋 満 2 - 6 - 8 ( 堂ピル) T E L  06(364) 1  4  7  1  

T E L E X  523- 3  2  8  7  

千 105 車，;r / i s 港医術情2・16( ニュー術情ピル) T E L  03(504) 0  2  3  1  

T E L E X  222- 6  7  2  4  

干462 名 古 崎 市 北 1><: 企 岨 r n  12 - 14 T E L  052(991)  5 1 3 1  

〒657 神 戸 市 讃 民 総1，1中町卜2-9( エピスピル) T E L  078(881) 5  5  7  1  

&  

総合般備工司J<般I t . 鎗行〉

11事長・電気・アンテナ・送電線- プラント ・針裟・空調・土木

⑧ 太 陽 工 藤 工 事 株 式 会

取締役会長

取締役社長

社

本 社

東 京 宝 庫

名 古 屋 宣 庖

神 戸 支 底

郎

フE

大阪市福島区福島 7 - 2 2 - 8  

T E L  (  0 6 ) 4 5 2 - 1 1 5 1  ( 大代)

東京・名古屋・広島・福岡

四

正

林

会1t 

社本

事業所

電気・計装・空調工事設計施工

ＱＷｾ ト園自民工［Ｎ［シニアリレヲ漕儀式 Ｘ Ｑｕ

山 本 永 造

大 阪 市 北 区 西 天 満 5 了同 l 番 3 号

T E し 06ー 364- 3056 ( 代)

東京 ・神戸・広島 ・岡山

名 古 屋 ・ 岡 山 ・ 札 幌 ・ 苦 小 牧 ・ 浜 松 ・ 滋 賀

京都・高砂・ 三原・徳山・松山・新居浜・福岡. ｾ中鎌

内 外 産 建 築 用 大 理 石

花闘岩・其ノ他石材

ネ オ パ リ 工

J 号、

守、1' -

本社工ぬ

京都工場

岡山工場

A  

興

代 表 取 締 役 土 井 敏 裕

大 阪市 北区 西 天 満 2 丁目 6 - 8  ( 堂ピル 7 階)

電 話 (361) 3  6  7  1  ( 代)

東 京 都 中 央 区 日 本 橋 箱 崎 町 20 番 5 号

電 話 (671) 1  4  7  8  ( 代)

川 崎 ・ 相 模 原 . t!fI. . 滋 賀

テ ラ ゾ ー ブ ロ ッ ク

テ ラ ソ ー タ イ ル

各 種 カ ラ ー 平 板

取締役社長

社

支 1古

事業所

本株式会社旭大理石工作所

mftli ( 06) 954-6661代表

電話 (07746) 2- 0  3 7 4  

電話 ( 08699) 3- 1365

干535 大阪市旭区中宮 1 丁目 10番9 号

干610- 03 京都府綴喜郡周辺町大使

〒709- 04 岡山県和気郡和気町大字原

胃

Standard 

フ タ パナニワ媛匂12ii

ナ

ニ

ワ

瓦

株

式

会

社

大

置

市

揖

過

区

元

一

町

}

丁

目

七

四

二

電

薗

制

九

O

六

五

ｌｄｾ 回目侶 Ｘｶｈｾ 邸周回砂ロ ＢＲｊ (J)(J)@回

大阪支部書庫士号全日本板金工業組合連合会

E殴大号 社 団 法 人 日 本 建 築 板 金 協 会

奉 仕 感 謝 の 唐

タ イ ル 工 事 施 工

22P羽海京 s 歳月S⑪ 
大阪支部

大 阪 府 板 金 工 業 組 合

理 事 長 福 本 大 元

〒 530 大 阪 市 北 区 丙 天 満 4 ｲｒＲ ｩＱＱＧ Ｔｾ［＠ 電ｾｉｩ 06- 364 - 3774ω 

知 事

認 可

を士
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大 阪 市 西 区 西 本 町 1 - 13- 33( 靭本町パス停前)

電 路 大 阪 06( 532)代 0461 ・550

天 理 市 丹 波 市 町 新 町 50

: $ 

天理由E雛 所
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特殊壁装材製造販売和室に最適

一一一一・察楽壁紙・ホクシノン( 無機質壁紙)

t11司( 株) 踊0ヨコac::z

営 業 種 目

・防 水 工 事 塗布防本 ・シ ー ト 防 水 モ ル タ ル 防 本

・樹脂注入接着工法 各種樹脂法人f喪主子補修工事

・ 亀 裂 繍 修 工 事 各樋樹脂注入・充犠・コーキング

・ シ ー リ ン グ 工 事 シリコン ・チオコー Jレ・ウレタン ・アクリ Jレ

・吹 付 工 事 アクリル・' ) シン・弾性タイ Jレ・その他

岡田ペーパー株式会社

。 大阪市西区北堀江 2 丁目 5 番 20号

T  E し 06- 531 - 4601(f1; )

06- 541 Ｍ ＲＳＰｾ 欣 Ｉ

フロアーサンデイングシステム関連商品

研 磨 材 料 & 研 磨 機 器

布 紙 ペ ー パ ー & ジ ス ク ペ ー パ ー

措CY"ー'
。建 設 業 許 可 大 阪 府 知 事J午可( 般ー53) 第 51225号

。日本シーリング工事業協会 4 員

大阪市北区末広町 3 - 2  1  必A 、品. : 1: : . ' D事・ ..... ←l : . : I I .  

皇制] 地所扇町ピル201 S  ¥噌彊 I ""0:: 守守ヨ1 : " ' " 宅7 4. l J T

T E L  06( 315)0701  ，.-. -， .  -0 6  ｾＭ・ｾＮＮＮＮＮ四Ｎ｟ Ir'#・

製造元 白書マスヲーピ'J&' ヲ 1弐 旗 式 会 最

販売元 凋t モr • ＮＮＮｉ コＧ｟Ｚｲ勾雇量制Ｎｾミ重達鼠企
本 社 / 東 京 節 港 区 六 本 木 3 - 16- 26 ・03- 鎚2-8811

大 阪 常 識 所 / 大 阪 市 東 区 北 浜 3 - 7 ・06-202-3294

空二J bCS A 守二J n包''1-:二J t-

セキサンパイル ( S M.AC. PC. RC)  

カネライトフォーム A L C.鋼 材

。ＮＮＮＭＢＱ ｟ＩｖｾＭ 酬の断熱局シｾ人 ｉＡａＭＮＮ，
建 築 材 料 一 式 1券二い 司 令

浜 宗 産 業 株 式 会 社

代 表 取 締 役 潰( 岡 j告
目n/" ，イナ11ーシートP

本 社 〒 629- 31 京 郎 府 竹 J f l l s網野町' ，: 網野

舞 鶴 足i 業 所 〒 624 舞 鶴 市 稲 米 1 6  0 - 1  

目立バイナリーシート P は，目立防水シートに発泡ポリエチレンを独自

の貼り合わせ妓術で積層した，二重構造の断熱費雇用二重防水シートて' す。

自主電線株式曾批判闘干代田回明Ｒｊ目 ＱＮＲｾＨ 干代田ピル Ｉ

‘  圃...，、，、，1‘ 園『ーー、I I  _ 1 1  1:唱

すノ刀ｬＮ［ ｾａ ノアミリー製品

・安二J nCSA. … … ・… … … … … … ・… コンクリー卜のひびわれ防止に

( 膨張性 混和 材)

- T二J n弓克ヨニJ . . ……・・…・・・………鉄骨ベース、逆打部の充填モルタルに

( グラウ ト用 無 収 縮 材 )

ＮＷＺ，二 ｊｮ 守 Ｒ ー宇吻 ｉｊｾ ……・… … ・ … コンクリー卜躯体の漏水補修に
(止 水 ・補 修 用 急 硬 セ メ ン ト)

・安二J nES. … … … … … … … ・・… … … 地盤補強用薬液注入

( 土質安定用急硬材)

.  =r.:.，n  11000 ・… … … … … … … … ・コンクリー卜パイルの早期出荷と

( 製品用超高度混和材) ハイモメン卜製造用に

電気化学工業株式会社

近 畿 地 区 販 売 庖

金 森 藤 平 商 事 株 式 会 社 小 浦 産 業 株 式

T E L 大阪 ( 0 6 ) 4 4 3 - 6 1 8 1  

A. .  

ｾ＠ 社

T E L 大 阪 ( 0 6 ) 3 3 2 - 6 8 6 1  

T E L 東 京 ( 0 3 ) 2 7 2 - 8 5 0 1  

光 洋 物 産 株 式 会 社
; ; ト ー コ ー / 本 社

T E L 大 阪 ( 0 6 ) 2 5 2 - 6 0 0 0  T E L 滋賀 ・守山 ( 0 7 7 5) 8 3 - 2 3 81 
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話久建芸品戸建設ｾｔｬ ｉｊｉ レヲ ｊｬ 歩ゆ ｊｬ

半 世 紀 の 実 績 が

誇 る 技 術 と

長 尺 物 ・ 色 彩 豊 富 ・ 責 任 施 工

品 種・オリエンタJ レカラースーパーメタル ( CS PM)

・オリエンタルスチールライト (5 T  L) 

・ オ リ エ ン タ ル メ タ ル ( 0 P  M)  

ア フ タ ー ケ ア ー /

波 板 規 格 S 小 波 ・S大 波 ・V?皮・ボ ッ ク ス i皮. wジ ャ ン ポ 波 ・V デ ッ キ

sv ジ ャ ン ボ 波 ・其 の 他

用 途 平板・波板・棟包・雨押類・笹樋・竪樋・軒樋

各種換気装置〔モニター・ベンチレーター・ムーパー・エキゾスター( 強制) )  

ホーンタイト( 防音壁) ・其の他

※ カ タ ロ グを御請求下さい

覇 市I J I レヲ J l J 列 製 造 掠 式 会 誼

大 阪 本 社 干660

営 撲 部 干660

支 庖 及 工場

東 京 本 社 及 工場 〒335

支 l吉 及 工場

尼 崎 市 昭 和 南 通 り 3 - 26 松 本 ビ ル 電 話 大 阪 (06) 412- 5131(代 )

尼 崎 市 昭 和 南 通 り 3 - 26 松 本 ビ ル 電 話 大 阪 (06) 412 - 5131  ( 代)

大 阪 ・九州|・ 名 古 屋 ・広 島 ・東 条 ・メIJ 谷

姫路( 東洋建材工業. 株)

蕨 市 塚 越 5 丁 目 6 番 32 号 電 話 蕨 (0484) 42- 3115( 代)

東 北

目調車構造認定( 防火第404号)

モ ル タルクラ ックが大幅 に減少

工 期の短縮が図れる 左 官用高級スタッコ

シンコ白宙開l

地震 に強い家をつくるモルタル下地合板

V E亙ヲ. z7l - yト

。

左官作業の近代化

一発で特殊「白モルタル」スタッコ仕上

ヌ- A - ローヲー

⑧( 株) 新興建材工業所

地玉三，芝

I .J，.. ....... 色' ミコ

総合天井システム j担当認 [  

耐震・耐火そして軽量化を跨る総合天井システム、J ライン工法、、A L T S工法、は当社惣自の

照明灯ユニットおよび戸ルミ製T Hーを建物のモジュールに配列し、天井仕上げ材と一体化し

たシステム天井です。空調、照明、防災機器、スピーカーなどの叡備ゾーンとの組み合せ、さらに

間仕切、ブラインド B OX怠どの取り付けも可能| こした多機能を跨っております。 ( PAT. 6件)

奥村重兵衛株式会社

本 社 大 阪 市 北 区 西 天 満 5 T 目 3 番 ア 号 〒530 ・信(06) 312- 4131聞

東 京 東 京 都 港 区 新 情4 T目n 昏第29森 ピ ル 干105 電 信(03) 437- 3361閥

槽 岡 福 岡 市 憎 多 区 住 吉 2 T 目 16番 27号 〒812 電 信(092)291ー 似59f偽

名 古 屋 名 古 屋 市 西 区 俵 町 2 "丁 目 守 番6 号 〒451 電 路( 052) 522- 543鮒也

仙 台 仙 台 市 本 町2了 目1香 8号 第1広 瀬 ピ ル 〒980 ・信(0222) 65- 656初旬

沖 縄 沖 縄 県 総 覇 市 霊 111119醤 飽 干900 ・信( 0988) 53- 685αm
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南 区 間 一一一|

アルミ建築 I  

内外装材

生活の多様化・個性化が進むなかで、人々はより確かで、

より充足ある日々 を求めています二こうした社会のニーズ、に的fliif

にお応えし、建築界のさまざまな場面を支えるfl lli 値あるアルミ

製品の開発と製造に努力を注いでおります。確かな品質 ・

優れた機能性・ F首漸! 断折新なアイデイア. 新鮮な時代感党を求め、

真に作仰側li 値ある製品とは何カか、を剖?づ問問肌L、統lけT均ることカがf

ない姿勢でで' - 9，主-

悶 ω……l陥日向S日 山……日帥即…一一本紅吋一一工玲哨哨業醐酬規柑…4

臨盛幽温理研経釜属工業株式釜位

本 社 . エ 場 干4幻22 静岡市幽金3シ- 2-寸1 T EしL. <0凶54位2>刈8ト1111( 代)

東 I京;.: 支 ｬ五応Ｇ ［ｾ Ｚ丹 Ａｩ T EL<φ03> 86ω3- 1旧90飢lffω町 (1仙11山IJ i台汁 ト貯ｾＮ ｾ来ｉＡ ｉ所［苛庁 T E L <φ0222>3幻2一2幻14“lffω口

大阪: 営召 1怠iUi所庁 T E L <06> 647- 01311( 1:) 札 帆 常 業 所 T  E  L  <011 >222- 4401<<1:) 

名古出営業所 T E L  <052>452-73461(1:) 稲 IMI 常 業 所 T  E  L  <092>573-5650<<1:) 
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Cタイyレを員占った床からは・. . .  .  .  

お そ れ は4 . .  医 ｖｾ くなりますＺ

世の中、無公害化へO

公害物質が発生す

健康上、有吉とされていゐアスベストを合む床材は好ましく

ありません。すでに欧米では、アスベストの全1mな い し 段 階

0337 9 - 3  

泌を創る

T " J l mA 

田 島 応 用 化工 株 ヨ式 会 社

田島グループ 田島ルーフインク側

東 京・ 〒 101 東京都千代田区岩本町3- 11- 13

n D3( 866) 6101代表

大 阪・ 〒550大 阪 市 西 区 京 町 堀 1-10-5

宜主06( 441) 5951代表

雑 誌

- 規格

・半硬質ノンアスベストビニル床タイル

・厚さ 2. 0mmX  304. 8mmX 304. 8mm・色数 16色

・特徴( pタイルと違う点)

・新しいデザイン{ 頃向にそった? リアな色調

で、明るい雰図気をつくります ・耐光性に

優れ、退色しにくい . アスヘス卜を使用して

おらず安全 ・性能は P タイルと同等以上

・用途 ( pタイルと同じ)

学校、事務所、広舗、病院、他

的 な 使 用 禁 止 な ど 、厳しい勧何がなされています二そのアス

ベ ス ト を ま っ た く 使 用 し て い な い 無 公 富 床 材 が、新 開 発 の

C タイル。床材のノンアスベスト化に G Pフロア( クッション

フロア) で先行、先 進 岐 術 を も っ タ ジ マ の 新 し い I1信作です二

手 入 れ が 簡 単 で 寿 命 が7KいPタ イ ル の 良 さ を 受 け つ ぎ、し

か も 時 代 に マ ッ チ し た ク リ ー ン な 環 境 づ く り に お 役 立 て い

ただけま抗日 P タ イ ル を 超 え た C タイル。乙れからは床材も

ノンアスベストを前提に C、選定ください。


